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新 刊

ジャポニスムの系譜 第 11 回配本　【シリーズ監修：馬渕明子】

英国のジャポニスム 
ヴィクトリア朝・エドワード朝期雑誌・新聞記事集成　全 3 巻＋別冊日本語解説

Japonisme in Britain,
Selected Articles from British Periodicals, 1825-1911
編集・解説■ 小野文子 ( 信州大学准教授）

前文■マーガレット・F・マクドナルド（グラスゴー大学名誉教授）

2022 年 1 月刊行　A4 判・全約 850 頁（図版多数）　限定 100 部

本体セット価 ￥98,000-（＋税）　 ISBN: 978-4-86166-224-9

●ジャポニスム研究の貴重な資料を復刻する出版シリーズ『ジャポニ

スムの系譜』の第 11 回配本。

●日本美術・工芸品の人気の高まるヴィクトリア朝の前期から、日英

博覧会が開催されエドワード朝が終わりを迎える 20 世紀初頭に、英

国の定期刊行物に発表された日本芸術・美術工芸・建築に関する文

献約 150 点を復刻集成する資料コレクション。

●シリーズ第 1 回配本（英文単行本集成）に収録した、オルコック、

ジャーヴス、アンダーソン、ヒュイッシュら英語圏ジャポニスムの

立役者や、リバティー、ビニョン、フライ等この時代の著名文化人

が主要美術雑誌に執筆した記事をはじめ、評論誌、文芸誌に掲載さ

れた評論や書評などを 25 タイトル以上の雑誌、新聞から選書。また、

専門家の論評だけでなく、ロンドン万国博覧会やジャポニスム期の

日本美術展についての多くの無署名記事等も加え、英国での日本美

術・工芸の初期受容史を、同時代の多様な文献で通観することを可

能にする。

●ホイッスラー研究の第一人者マーガレット・F・マクドナルド氏の前文および編者（Routledge 刊
Japonisme in Britain -Whistler, Menpes, Henry, Hornel and Nineteenth-century Japan の著者）による解説（英

語および日本語）を含み、ジャポニスム研究のみならず、広く英国での日本文化受容史研究・教育用の

資料として貴重な資料集。

【収録内容】

Volume 1: 58 articles from 1825 to 1879
Foreword by Margaret F. MacDonald, Professor 

Emerita and Honorary Professorial Research Fellow, 
University of Glasgow

Introduction by Ayako Ono, Ph.D., Associate Professor, 
Shinshu University

Volume 2: 48 articles from 1880 to 1899

Volume 3: 43 articles from 1900 to 1911

※収録内容の明細は

　こちらでご覧いただけます。→
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推薦文　馬渕明子（ジャポニスム学会顧問・日本女子大学名誉教授）

このたび、『英国のジャポニスム ― ヴィクトリア朝・エドワード朝雑誌・新聞記事集成』

が刊行の運びとなった。言うまでもなく、19 世紀の英国は、中国をはじめとするアジ

アへの経済的・外交的な高い関心のもとに、多くの人材を派遣し、情報収集に努めた。

日本の鎖国政策はそうした英国の姿勢に対して長い間高い壁であり続けたのだが、彼

らは開国前後には他の西欧諸国に先んじていち早く多くの情報を得、またその分析に

取り組んでいる。今回刊行される論文や記事は、日本では入手できにくい雑誌や新聞

を含み、日本の開国前後から日英博覧会が行われた 1910 年頃までをターゲットに、長

い期間の英国の日本文化、日本美術観を読み解くための、極めて有効な試みと言えよう。

　日本の文物が流入して、いち早くジャポニスムを展開したのも英国はフランスと並

んで最も早い国の一つだった。外交官や旅行者として来日し、質の高いコレクション

を形成した人々のみならず、お雇いとして日本に生活の拠点をもち本格的に日本美術

を学んだアンダーソンのような人物もいて、いっぽう美術家たちはその強い好奇心か

ら新しい造形原理をかぎつけた。

　このシリーズで、英国の人々が日本と日本美術に何を見、どんなジャポニスムを生

みだしたのか、さらに研究が深まることを期待する。そしてこれだけの貴重な資料を

惜しみなく提供して下さった小野文子氏に心から感謝したい。
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マティルド夫人 ( 初代イタリア公使夫人）の
日本内地紀行　全 2 巻

The Travel Journals of Mathilde, Contessa Sallier de La Tour
into the Interior of Japan, 1867-1870
including Letters, Notes and Sketches
編集・解説： Giulio Antonio BERTELLI（ベルテッリ ジュリオ アントニオ 大阪大学言語文化研究科）

2021 年 1 月刊行　クロス装 B5 判・総約 610 頁（全 2 巻）＊図版多数（一部カラー）含む

本体セット価：￥78,000（＋税）＊限定 100 部出版　ISBN：978-4-86166-223-2

初代駐日イタリア公使（サリエ・ド・ラ・トゥール伯爵）夫人として慶應３年

に来日、明治２年に西洋人女性として初めて日本内地を旅し記録した、マティ

ルド夫人の手稿の待望の公刊。

●旅の日誌に加え、スケッチブックや書簡、横浜・江戸での生活記など、6 つの文書（ド・ラ・トゥール家に

残るマティルド夫人の日本関連文書全点）のフランス語翻刻とその英訳に、2 か国語の解説、解題、註を加

えた学究版。多数の図版入り。

●戊辰戦争終結直後、いまだ大きな危険が伴う居留地外への初の外国視察団だったイタリア養蚕地視察団に同

行し、数年後（明治 5 年）に富岡製糸場が設立される地域を含む関東北部養蚕業の中心地（上尾、前橋、渋川、

大宮、八王子、町田等）を 20 日かけて旅した日誌。各地の人々の生活、風俗の克明な記録と旅行中に描い

たスケッチを含む。

●併録される居留地のノートは、イタリア公使館の整備に奔走する夫人の日常、英国公使パークス一家やフラ

ンス公使ロッシュをはじめとする横浜の要人との交流など、開国期の外交官の生活や幕末・維新史の裏側を

語る貴重な情報源。

●また、イタリアの家族、友人に宛てた、日本へ向かう船旅や日本・中国滞在中の本音を吐露する書簡や、明治

2 ～ 3 年の大阪、神戸、瀬戸内海、長崎から上海、厦門、香港への旅を中心とした旅行記も収録。

●本資料がイタリアで発見された後、2017 年には研究者間だけでなく日本の新聞紙上でも話題となったが、私

文書の上、判読の非常に難しいフランス語手稿であったため、その詳細を知ることは困難であった。本書は

長年にわたる編者の原資料の解読、調査、研究をまとめ公刊するもので、幕末・明治期の西洋と日本の研究

に新たな一石を投じる画期的出版。

フランス語手稿の翻刻と英訳、序文、各文書の解題、

注釈などすべて英仏二か国語にて記載しています。

プロイセン代理公使フォン・ブラントと王子

の扇屋で日本料理を会食した際の日誌

新 刊
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CONTENTS

Volume 1: ［手稿フランス語翻刻および解説、写真、スケッチ］

Transcriptions of Mathilde’s Manuscripts in French & Sketchbook
Images and Photographs & Manuscripts
Preface & General Introduction (in French)
Acknowledgements & Editorial Notes (in French)
Part I: Le cahier de croquis de Mathilde / Mathilde’s Sketchbook (1869)
Part II: Transcriptions of Mathilde’s Notes, Letters and Travel Journals
Chapitre 1: Le voyage jusqu’au Japon - Égypte et Asie (avril-juin 1867)
Chapitre 2: Notes à propos de Yokohama et Edo (1867)
Chapitre 3: Cinq lettres envoyées du Japon et de la Chine (1867-70)
Chapitre 4: Une expedition dans l’intérieur du Japon (8-28 juin 1869)
Chapitre 5: Le voyage dans la mer intérieure du Japon et en Chine (1869-70)

Volume 2: ［手稿英訳および解説、参考文献、索引］

English Translations of Mathilde’s Writings
Preface & General Introduction (in English)
Acknowledgements & Editorial Notes (in English)
Part III: Translations of Mathilde’s Notes, Letters and Travel Journals
Chapter 1: The Journey to Japan - Egypt and Asia (April-June 1867)
Chapter 2: Notes about Yokohama and Edo (1867)
Chapter 3: Five Letters sent from Japan and China (1867-70)
Chapter 4: An Expedition into the Interior of Japan (June 8th-28th, 1869)
Chapter 5: A Journey in the Inland Sea of Japan and China (1869-70)
References & Index

編者からの言葉

ベルテッリ ジュリオ アントニオ

（大阪大学言語文化研究科准教授）

本書にて初めて全文翻刻、英訳ととも

に公刊される初代イタリア公使夫人マ

ティルドの手稿一式は、西洋人女性の

観点から明治維新前後の日本を注意深

く観察する傍ら、未知なる日本の内地

を旅する女性の記録として最も早いも

のである上に、多彩な魅力を秘める貴

重な一次資料であると言える。

　第一に、新鮮味がある。1880 年に刊

行物として公開されたイサベラ・バー

ドの『日本奥地紀行』と異なり、マティ

ルドの史料は全て家族や友人に宛てた

生の私文書であるため、刊行物に必要

な文体の整理や修正が行われておら

ず、自己検閲の影響も受けていないた

め、150 年前に彼女の心を揺さぶった

あらゆる感情はありのままで、現在を

生きる我々にも新鮮に伝わる。

　第二に、鋭い観察力に満ちた描写と

ユーモラスな逸話のバランスは絶妙で

ある。マティルドは長期滞在者かつ外

交官の妻であったため、彼女の日本と

その文化に対する好奇心と理解力は特

に深く、広範囲にわたる。彼女は日本

の自然、美術、政治、歴史、日本人の

文化、生活様式、美的感覚、外国人に

対する接し方等に注目しながら、時折

ユーモアと皮肉に満ちた逸話や刺のあ

るコメントで読者を驚愕させ、退屈さ

せない。

　総じて、繊細な心の持ち主であるマ

ティルドと極度に刺激的な環境である

日本との出会いは非常に興味深い成果

をもたらしたと言える。そしてこの成

果を公開しようという忘れられたマ

ティルドの夢は 150 年の年月を経て、

ついに実現した。

日本内地旅行中のスケッチブック（縮小掲載）。

彩色された 1 点を除き 42 点の素描は鉛筆による

もので識別が難しいものが多くありますが、解説

（二か国語）により、本文日誌と相互参照が可能

になっています。

●本書に登場する主な人物●

Ｌ・ロッシュ、Ｈ・パークス夫妻、Ｍ・フォン・ブラント、Ｊ・ブリュネ、

イタリア王妃マルゲリータ、Ｆ・デ・レセップス、ホッグ兄弟、クレッサー

夫妻、明治天皇、徳川慶喜、瀧善三郎、寺島宗則、榎本武揚など
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シリーズ全１3 巻　堂々の完結！

在庫僅少

万国風刺漫画大全【復刻集成版】

【編集・解説】橋本順光（大阪大学文学部）

● 19 世紀末から第二次大戦前期の 50 年間に、世界各国で発行された雑誌・新聞に発表された風

刺画を集大成する画期的資料。

●西洋だけでなく、アジア、オセアニア、アフリカなどの約 400 紙誌から、英国版 The Review 
of Reviews 誌に転載された風刺漫画を集成。

●シリーズ全体（第 1 ～ 4 期）で 3 万点を超える風刺画を収録。

第 1 期：世紀転換期の世界　全３巻＋別冊

Caricatures and Cartoons, 1890-1905: A History of the World
既刊　B5 判・約 1,200 頁　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-186-0

第 2 期：戦争の世紀の幕開け　全 4 巻＋別冊

Caricatures and Cartoons: A History of the World 1906-1920
既刊　B5 判・総 1,970 頁　本体セット価￥148,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-195-2

第３期：戦間期の世界　全３巻＋別冊

Caricatures and Cartoons: A History of the World 1921-1930
既刊　B5 判 ・総 1,620 頁　本体セット価￥ 138,000-（+ 税）　ISBN: 978-4-86166-196-9

第 4 期：第二次大戦へ向かう世界　全３巻＋別冊

Caricatures and Cartoons: A History of the World 1931-40
新刊（2020 年 10 月刊行）　B5 判 ・総約 1,500 頁　本体セット価￥ 138,000-（+ 税）　ISBN: 978-4-86166-197-6

在庫僅少
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●●収録の風刺画より●●
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駐日英国公使パークス書簡翻刻シリーズ 第 1 巻

駐日英国公使パークス・英国外務次官ハモンド

往復私信　幕末期編　【翻刻・注釈版】全１巻

Private Correspondence between Sir Harry Parkes and
Edmund Hammond, 1865-1868
Series: Official and Unofficial British Attitudes to Japan, 1865-1883: Private Correspondence between Sir Harry Parkes
and the Permanent Under-Secretary in the Foreign Office, Volume 1

編集・解説●ロバート・モートン（中央大学商学部教授）　／序文●佐野真由子（京都大学教育学部教授）

2018 年 10 月刊行　B5 判・約 220 頁　本体価格：￥28,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-206-5

初代英国駐日公使オールコックの後任として 1865 年に来日したサー・ハリー・パークスは、駐日英国公使・大使として歴

代最長となる 18 年間その職を務め、幕末・維新期の日本と西洋の最前線で活躍した最重要人物の一人です。アーネスト・

サトウ、アストン、ミトフォードといった優秀な書記官を部下にもったパークスは、幕府内外から広く情報を収集、中立を

保ちながらも、薩長や討幕側と通じることにより新政府の樹立に影の指導力を発揮、英国からの強い影響のもとで明治日本

が始動することになります。

　本資料は、そのパークスが英国外務省高官らとで交わした非公式な書簡類を翻刻出版するシリーズの第 1 巻で、英国公文

書館に所蔵されている、当時の外務事務次官エドムンド・ハモンドとで交わした幕末期の往復書簡全点を収録、さらに一部

関連文書中の書簡も補足、編者による詳しい注釈を付しています。（英国公文書館の該当資料ファイルは「ハモンド文書」

として知られますが、この文書については佐野真由子氏の推薦文をご参照ください。）

　パークスは外務省宛の公式報告とは別に、信頼する高官ハモンドへ数多くの私信を送り、その時々の個人的な意見や気持

ちを率直に伝えています。その内容は日本国内の政治状況や展望、政治家の人物評といった政治・外交問題から、日本での

生活から受けるストレスといった私的なものも含まれ、ハモンドは誠実にそれらに返信しています。

　公的な資料とは異なる外交史の側面や、後に日本アジア協会の会長も務めるパークスの日本や日本の近代化に対する様々

な思いもここから読み解くことができる貴重な資料です。

駐日英国公使パークス書簡翻刻シリーズ 第 2 巻

駐日英国公使パークス・英国外務次官ハモンド

往復私信　明治維新期編　【翻刻・注釈版】全１巻

Private Correspondence between Sir Harry Parkes and
Edmund Hammond, 1869-1872
Series: Official and Unofficial British Attitudes to Japan, 1865-1883: Private Correspondence between Sir Harry Parkes and 
the Permanent Under-Secretary in the Foreign Office, Volume 2

編集・解説●ロバート・モートン（中央大学商学部教授）

2019 年 11 月刊行　B5 判・約 230 頁　本体価格：￥28,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-207-2

19 世紀中期の大英帝国のアジア外交政策の実質的な決定者であった、外務省事務次官エドムンド・ハモンドと駐日公使パー

クスとの書簡集シリーズの第 2 巻は、明治維新期 1869 年～ 1872 年間の書簡を収録します。

　大政奉還から明治政府の成立に影響力を及ぼしたパークスは、普仏戦争や駐日フランス公使として外交力を発揮してい

たロッシュの帰国、南北戦争からの立ち直りに時間を要していた米国などライバル国の影響力の低下もあり、明治日本と

西洋間の外交の中心人物として新政府の国際社会での承認に大きな役割を発揮します。

　本巻は英国公文書館に残されている私信（準公文書）約 90 点の翻刻と注釈に加え、パークスがハモンドへの報告に言及

した資料 4 点を合わせて収録します。その中には、ミトフォードとシーボルトが英訳した明治政府の文書、F. O. アダムス

による日本の養蚕地訪問記、パークスが英国議会の委員会で行った外交実務に関する陳述書の翻刻など、ハモンドへの書

簡の中で言及されている重要な資料が含まれます。
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幕末維新期編　全１巻

The Diaries of Sir Ernest Mason
Satow, 1861-1869

【編集・解説】ロバート・モートン（中央大学教授）＆ 

             イアン・ラックストン（九州工業大学教授）

【序文】デイヴィッド・ウォーレン（前駐日英国大使）

2013 年 11 月刊行　B5 判・約 400 頁　上製（クロス装）

本体価￥29,800-（＋税）　ISBN 978-4-902454-83-3

●英国公文書館所蔵のサトウ日記手稿を完全翻刻、編者に

よる詳細な注釈を付す。

●特に注釈でのサトウの主著 A Diplomat in Japan（邦訳『一

外交官の見た明治維新』（岩波文庫））中の記述との比較は、

今後の研究に有用。

●日記の原本に貼付されている図版や写真も一部掲載。

●来日直後に勃発した生麦事件、薩英戦争や下関戦争、そ

して西郷隆盛、桂小五郎など明治維新の要人との会談、

明治天皇との謁見、日本各地への旅行などの詳細を記し

た貴重な生の記録。

明治前期編　全１巻

The Diaries of Sir Ernest Mason
Satow, 1870-83

【編集・解説】イアン・ラックストン（九州工業大学教授）　

【序文】ヒュー・コータッツィ（元駐日英国大使）

2015 年 11 月刊行　B5 判・約 525 頁　上製（クロス装）

本体価：￥34,800-（＋税）　ISBN：978-4-902454-95-6

●賜暇にて 1869 年に帰国したサトウが再来日する 1870 年

から、総領事代理としてタイに赴任する 1883 年までの

日記。

●駐日英国代理公使アダムズを支え、西郷隆盛、木戸孝允、

岩倉具視ら明治新政府の要人と面会し、不平等条約問題

や日清修好条規など多くの外交交渉の場に立ち会い、キ

リスト教解禁や西南戦争など激動の明治前期を見つめた

約 13 年の記録。

●この時期のサトウは、長男・栄太郎、次男・久吉（後の

武田久吉）が生まれ日本での私生活も安定、日本各地を

旅し『中部・北部日本旅行案内』（ホーズとの共著）を著

すほか、日本研究者としてもジャパン・ウィークリー・メー

ル紙や日本アジア協会誌などに多くの論文を発表、『英和

口語辞典』（石橋政方との共著）や『馬場文英著 : 開国史

談一名元治夢物語』 『椒山野史著 : 近世史略 ( 翻訳 )』の英

訳出版を行うなど大きな功績を残した。

●明治史研究者だけでなく、ジャパノロジー（海外の日本

研究）の資料としても貴重。

翻刻・注釈版　アーネスト・サトウ日記
[Collected Works of Japanologists Series]

駐清公使時代編　全 2 巻

The Diaries of Sir Ernest Satow, 
British Envoy in Peking (1900-06)

【編集・解説】イアン・ラックストン（九州工業大学教授）

【序文】ジェイムズ・ホアー（元在北朝鮮英国臨時代理大使、

ロンドン大学主席研究員）

2016 年 1 月刊行　B5 判・約 820 頁　上製（クロス装）

本体セット価：￥59,800-（＋税）　ISBN：978-4-902454-96-3

●駐日特命全権公使としての日本での任務ののち 1900 年

から 1906 年まで駐清公使として北京に滞在した期間の

日記。

●着任早々に全権大使として義和団の乱鎮圧後に北京議定

書の調印に活躍、その後日英同盟の発効、対立から戦争

へ至る日露と戦争の終結を見届け外交官を退官するまで

の時代の日記。

●外交官として長く中国、朝鮮に滞在し、研究者としても

多くの功績のあるスペシャリスト、James Hoare による

序文入り。

日露終戦、第 2 回ハーグ
平和会議から第一次世界
大戦へ　全１巻

The Diaries of Sir Ernest Mason 
Satow, 1906-1911

【編集・解説】イアン・ラックストン（九州工業大学教授）

【序文】イアン・ニッシュ（ロンドン大学名誉教授）

2015 年 9 月刊行　B5 判・約 525 頁（写真入り） 上製（クロス装）

本体価：￥34,800-（＋税）　ISBN：978-4-902454-94-9

●外交官を退官し英国へ帰国した後の 1906 年～ 1911 年の

日記を収録。

●駐清公使として外交官を引退後も枢密院顧問官（1906 年）

や第 2 回ハーグ平和会議（万国平和会議）に英国代表次

席公使（1907 年）に選ばれ、国際法や国際問題の専門家

として活躍。本書はサトウ研究者にとっても、未だ本格

的な研究に至っていないこの時期に焦点を当て、英国公

文書館所蔵の手稿を完全翻刻復刻し、編者による詳細な

註釈を付す。

●日露終戦後の日英や国際関係にどのような視線と向けて

いたのか、第 2 回ハーグ平和会議や著名な「ハーグ密使

事件」にはいかに関わったのか、等々、長く極東アジア

で国際政治の表舞台にあった外交官が第一次大戦の足音

が近づくイギリスで残した生の記録の初の公刊。
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ジョサイア・コンドル
英文著作および関連資料集成

【復刻集成版】　全 4 巻＋別冊日本語解説

Collected English Writings of Josiah Conder 
[Series: Collected Works of Japanologists]

●監 修● 山口静一（埼玉大学名誉教授）

●解 説● 山口静一 ＆ 頴原澄子氏（千葉大学工学研究院准教授）

2019 年 11 月刊行　本体セット価：148,000 円（＋税）　ISBN:978-4-86166-211-9
限定 80 部　判型：B5 判（Vol. 1 ＆ 2）・B4 判（Vol. 3 & 4）・全約 1,250 頁　図版多数（カラー＆白黒）

●鹿鳴館、三菱一号館、ニコライ堂などを設計し、近代建築学の礎を日本で築いたジョサイア・コ

ンドルの英文著作および関連文献計 65 点を図版（一部カラー）含め復刻する初の著作集。

●数多くの日本建築論をはじめ、日本の服飾、生け花、芸術論など英文紙・誌に発表した記事・論

文を網羅。濃尾地震後の建築物被害に関する報告、クリストファー・ドレッサーや F・T・ビゴッ

トとの芸術論争、国内外で報じられたコンドル死亡記事や死後のコレクションの売り立て目録な

ど関連資料も多数収録。

●日本画の師河鍋暁斎の没後に発表された大著、Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai 及びコ

ンドル死後にコンドル博士記念表彰会が編集出版した写真・図版集は、コンドルの日光、京都訪

問時のスケッチなど、カラー図版含め原寸復刻。

推薦文　

藤森照信（東京都江戸東京博物館館長・東京大学名誉教授）

明治の初期、ヨーロッパの進んだ文明を日本に移植するため、

多くのヨーロッパ人が政府に雇われて来日するが、任を果たす

とほとんどは帰ってゆく。そうしたなかで、イギリス人建築家

のコンドルは、鹿鳴館を作り終えても、ニコライ堂を完成させ

てもなぜか帰らなかった。

　日本の文化が好きで好きでたまらなかったからだ。河鍋暁斎

について絵を習い、庭を調べ、歌舞伎と落語を演じ、自宅に出

稽古に来た花柳流の師匠を妻とし、日本の伝統文化に囲まれて

日本の土に帰っている。

　もちろん身を浸した日本の文化と建築について何冊もの本を

書き、論文を発表した。しかし英文で書かれ主に海外向けに発

表されたため、欧米では高い評価を得たものの日本では忘れら

れているものも少なくない。このたび集成された成果に接すれ

ば、コンドルという優れた知性と個性を通して、今や失われた

日本の伝統文化をまざまざと目にすることができるだろう。
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●収録文献● [* = コンドル関連文献 / 無印＝コンドル著作 ]

第 1 巻：建築と日本庭園　B5 判・約 350 頁

1) 英国築家協会 1876 年ソーン賞受賞関連文献

1. ‘Prize Designs at the Institute of Architects’ *, The Builder, 18 March 1876
2. ‘RIBA Soane Medallion Prize Drawings, 1876 – Design for a Country 

House, By J. Conder’*, The Building News and Engineering Journal, 21 
April 1876

3. ‘General Conference of Architects’*, The Building News and Engineering 
Journal, 16 June 1876

2) 日本建築関連文献 1878-1879

1. ‘Note on Japanese Architecture’ , Transactions of the Royal Institute of 
British Architects, 1878

2. ‘Discussion on Mr. Conder’s Paper - Notes on Japanese Architecture’*, 
Transactions of the RIBA, 1878

3. ‘Theatre in Japan’, The Builder, 5 April, 1879

3) クリストファー・ドレッサーとの五重塔論争 1882-1886

1. ‘Japanese Architecture and Art’ A Book Review of Japan: Its Architecture, 
Art and Art Manufactures, by Christopher Dresser*, The Building News, 
24 November, 1882

2. ‘Japanese Pagodas and their Construction’, The Building News, 20 April, 
1883

3. ‘Japanese Architecture and Ornament’ by Christopher Dresser*, The 
Building News, 12 December, 1884

4. ‘Japanese Pagoda’ by Roger T. Conder*, The Building News, 19 
December, 1884

5. ‘The Suspended Beam in Japanese Pagodas’*, American Architect and 
Building News, June 26, vol. XIX, 1886

4) 日本建築関連文献 1883-1887

1. ‘Opening of the Rokumei-Kwan’ *, The Japan Weekly Mail, Dec. 1, 1883. 
2. ‘Tokio University’ *, The Builder, 13 Dec. 1884
3. ‘Further Note on Japanese Architecture’, Transactions of the RIBA, vol. II 

(New Series), 1886
4. ‘The Mausoleum at Nikko’ by Roger T. Conder *, Transactions of the 

RIBA, vol. II (New Series) ,1886
5. ‘Association of Japanese Architects’, The JWM, Aug. 28, 1886
6. ‘Domestic Architecture in Japan’, Transactions of the RIBA, vol. III (New 

Series), 1887
7. ‘A Japanese Gentleman’s House at Tokio’ by Roger T. Conder*, 

Transactions of the RIBA, vol. III (New Series) 1887
8. ‘Domestic Architecture in Japan’*, American Architect and Building 

News, Volume 21, April 1887

5) 濃尾地震による建築被害調査 1889-1893

1. ‘Building in Earthquake Countries’, The JWM, July 22, 1889
2. ‘The Effects of the Earthquake.’ The JWM, Nov. 7. 1891
3. ‘The Neo Valley’ & ‘Gifu, Ogaki, and Osaka’, The JWM, Nov. 14. 1891
4. ‘The Earthquake District’, The JWM, Nov. 14. 1891
5. ‘Osaka’, The JWM, Nov. 21, 1891
6. ‘The Effects of the Recent Earthquake upon Buildings’, The JWM, Dec. 

12, 1891
7. ‘Earthquake versus Buildings’, The JWM, January 30, 1892
8. ‘Building Material and Earthquakes’ *, The JWM, Aug. 6, 1892,
9. ‘An Architects Note on the Great Earthquake of October 1891’, 

Seismological Journal of Japan, vol. 18, 1893

6) 日本建築関連文献 1890-1901

1. ‘The Tokyo Hotel’, The JWM, Sept. 20, 1890
2. ‘S. Hilda’s Hospital and Dispensary, Azabu, Tokyo’*, The JWM, Oct. 23, 

1890
3. ‘Opening of the Cathedral of the Greek Church in Japan.’*, The JWM, 

March 14, 1891
4. ‘Japanese Architectural Decoration’*, The JWM, Feb. 12, 1898

5. ‘Christ Church’*, The JWM, July 2, 1899
6. ‘New Christ Church’*, The JWM, July 2, 1899
7. ‘New Christ Church’*, The JWM, Nov. 25, 1899
8. ‘Yokohama United Club’, The JWM, Oct. 13, 1900
9. ‘Christ Church’*, The JWM, Feb., 1901
10. ‘Christ Church’*, The JWM, June 1, 1901

7) 日本建築学会 15 周年表彰

1. ‘Presentation and Addresses by Tatsuzo Sone, the President of the Institute 
& by Names of Your Pupils and others’ / 2. ‘Reply to Addresses and 
Presentation by Dr. J. Conder’, Kenchiku Zasshi, No. 402, 1920

8) 日本庭園関連文献

1. ‘The Art of Landscape Gardening in Japan’, Transactions of the Asiatic 
Society of Japan, vol, XIV, 1886

2. ‘Review of Landscape Gardening in Japan’ *, The JWM, July 15, 1893

第 2 巻：日本文化と芸術　B5 判・約 400 頁

1) 日本の服飾関連文献

1. ‘The History of Japanese Costume － Court Dress’, TASJ, vol. VIII, 1880
2. ‘The History of Japanese Costume － Armour’, TASJ, vo1. IX, 1881

2) 日本美術 

1. ‘Conservatism in Japanese Art’ *, The JWM, Aug. 28, 1886

[F. T. ピゴットとの論争 ] -------------------------------------------------
2. ‘Of Art in General and Japanese Art in Particular’ * by F. T. Piggott, The 

JWM, Nov.9, 1889 / 3. ‘The Meiji Art Society’, The JWM, Dec. 14, 
1889 / 4. ‘Japanese Art’ by F. T. Piggott*, The JWM, Dec.28, 1889 / 5. 
‘Japanese Art’*, The JWM, January 4, 1890

 ---------------------------------------------------------------------------------
6. ‘Buddhism in Japanese Art’ *, The JWM, Sept. 24, 1892

3) 生け花関連文献

1. Theory of Japanese Flower Arrangement, New edition, Kobe: J.L. 
Thompson & Co, 1935

2. ‘Mr. Conder’s Art of Flower Arrangement’, The JWM, Sept. 5 1891
3. ‘Flowers of Japan’ *, The JWM, April 16, 1892
4. ‘Mr. Conder’s Work on Japanese Flowers’ *, The JWM, March 18, 1893
5. ‘Japanese Flower Arrangement’, The Studio,1896-97, 1896

4) 売立目録

1. Doctor Josiah Conder’s Sampling af Japansk Kunst, 1942, V. Winkel & 
Manussen, Kobenhavn

2. Catalogue of Fine Japanese Paintings and Colour Prints, Day of Sale: 
Monday, January 18th 1965, Japanese Paintings and Screens from the 
Collection of the late Dr. Josiah Conder

第 3 巻：河鍋暁斎論　B4 判・約 260 頁

1. Kyōsai, The JWM, May18, 1889*（unsigned obituary, attributed to Josiah 
Conder）

2. Paintings and Studies by Kawanabe Kyosai, 1911
Contents: Plates and Illustrations / Life of Painter / Painting Materials 
/ Painting Methods / Examples of Technique / Signature and Seals / 
Catalogue of Collection / Glossary

第 4 巻：コンドル博士記念表彰会編『コンドル博士遺作集』

（昭和六年刊）および英文紙誌の訃報　B4 判・約 120 頁

Collection of the Posthumous Works of Dr. Josiah Conder, F.R.I.B.A, 
Committee of The Memorial Album of Dr. Conder’s Posthumous 
Works, Tokyo, 1932 / 『昭和 6 年

［英文新聞・雑誌の訃報］ 
1. Japan Times and Mail, June 23, 1920 / 2. Japan Advertiser, June 23, 1920 

/ 3. The Builder, Sept. 10, 1920 / 4. RIBA Journal, Vol. 27, Sept. 1920 / 5. 
The Building News, Nov. 19, 1920, p. 256
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『ジャポニスムの系譜』第 10 配本

パリ装飾芸術美術館浮世絵版画展
1909 ～ 1914 年 全図録集成 

【復刻版】図録 6 点・合本 3 巻＋別冊解説
Estampes japonaises, tirées de diverses collections et exposées au 
Musée des Arts Décoratifs de Paris 1909-1914
Collection des Catalogues dressés par M. Vignier avec la collaboration de M. Inada

【監修・解説（日本語）】南 明日香（相模女子大学教授）

【シリーズ監修】馬渕明子（国立西洋美術館館長）

2018 年 9 月刊行（限定 100 部）　B4 判　全 3 巻・総約 950 頁（図版約 1056 点、内カラー約 68 点）　

本体セット価￥148,000-（+ 税）　ISBN : 978-4-86166-203-4

1909 年から 1914 年の 6 年間、毎年 1-2 月にパリ装飾芸術美術

館にて開催された、大規模な浮世絵版画展の大判図録 6 点の完

全復刻版です。フランス 19 世紀末ジャポニスムブームの立役

者で、後に同館の副館長となる R. ケクランの企画・監修により

実現したこの展覧会では、師宣、写楽、歌麿、北斎のような人

気浮世絵師から知名度の低い絵師まで約 130 作者の作品約 2300
点と関連の書籍を 6 回に分け展示するという類のないシリーズ

展でした。ジャポニスム期を代表する美術商ビング、ラファエ

ル・コラン、アンリ・リヴィエールといった同時代の画家、宝

石商アンリ・ヴェヴェールのような美術愛好家など、多彩な日

本美術コレクター 66 名の収集品が出品され、また日本美術の

所蔵を始めていたルーヴル美術館とパリ装飾芸術美術館の所蔵

品版画も一部展示されました。それまでに開催されていた個人

コレクター収集品の日本美術展などとは規模、網羅性でも一線

を画し、浮世絵版画史の時代区分に従い系統的に企画された初

の浮世絵版画展で、ジャポニスム期の西洋での日本美術受容を

明らかにするだけでなく、その後の西洋での浮世絵研究を大き

く広げる画期的な展覧会となりました。しかし、6 分冊で刊行

された展示図録は各限定部数（100～130部）発行の豪華本であっ

たため、図書館、研究機関での所蔵も極めて少なく、その全容

を知ることは容易ではなく、本展覧会にかんする本格的な研究

もまだあまり進んでいません。

　今回の出版は余白を詰めますが、原寸に近い大判（B4 判）で、

カラー図版もすべて収録する初の完全版です。内容は、ケクラ

ンによる解説（一部共著）と展示品目録および主要作品の図版

からなります。目録の編集は、詩人・文学者であると同時に美

術商として l'Hôtel Drouot でルイ・ゴンス収集品など日本美術の

競売にも関わったシャルル・ヴィニエが担当し、展示作品の主

題と判型、絵師名に加え、版元や彫師、所蔵者名などの情報も

わかる範囲で掲載、この時代の西洋での浮世絵版画研究の水準

を示しているといえます。ジャポニスム研究、国際浮世絵研究

だけでなく、より広く日本美術史、東西文化接触史研究に必携

の一次資料です。
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●収録内容●

第 1 巻

Estampes japonaises primitives, exposées au Musée des arts décoratifs en Février 1909
1909 年浮世版画展図録：初期浮世絵版画 ( 仏教版画や菱川師宣、鳥居清信など 24 名の絵師の作品）

解説（ Raymond Kœchlin）3 頁｜目録（掲載 328 点）23 頁｜図版（白黒 170 点）：64 頁

Harunobu, Koriusaï, Shunsho : estampes japonaises, exposées au Musée des arts décoratifs en Janvier 1910
1910 年浮世版画展図録：鈴木春信、礒田湖龍斎、勝川春章を中心に約 33 名の絵師の作品

解説（ Raymond Kœchlin）14 頁 | 目録（掲載 328 点）46 頁 | 図版（白黒点 90 点、カラー 5 点）67 頁

第 2 巻

Kiyonaga, Buncho, Sharaku : estampes japonaises,  exposées au Musée des arts décoratifs en Janvier 1911
1911 年浮世版画展図録：鳥居清長、一筆斎文調、東洲斎写楽を中心に約 8 名の絵師の作品

解説（ Raymond Kœchlin）23 頁 | 目録（掲載 335 点）31 頁 | 図版（白黒点 189 点、カラー 20 点）102 頁

Utamaro : estampes japonaises, exposées au Musée des arts décoratifs en Janvier 1912
1912 年浮世版画展図録：喜多川歌麿を中心に約 10 名の絵師の作品

解説（ Raymond Kœchlin）19 頁 | 目録（掲載 306  点）28 頁 | 図版（白黒点 207 点、カラー 15 点）114 頁

第 3 巻

Yeishi, Choki, Hokusaï : estampes japonaises, exposées au Musée des arts décoratifs en Janvier 1913
1913 年浮世版画展図録：鳥文斎栄之、栄松斎長喜、葛飾北斎を中心に約 24 名の絵師の作品

解説（ Raymond Kœchlin）25 頁 | 目録（掲載 405 点）32 頁 | 図版（白黒点 249  点、カラー 14 点）143 頁

Toyokuni, Hiroshigé : estampes japonaises, exposées au Musée des arts décoratifs en Janvier 1914
1914 年浮世版画展図録：歌川豊国、歌川広重を中心に約 26 名の絵師の作品

解説（ Raymond Kœchlin & Charles Vignier）11 頁 | 目録（掲載  404 点）30 頁 | 図版（白黒点 151  点、カラー 14 点）100 頁

推薦文
　小林 忠（国際浮世絵学会会長）

従来『ヴィニエ‐稲田版画目録』の名で知られている稀覯

書が復刻されるという吉報が届いた。

 原書は、ジャポニスムの熱狂がまだ冷めやらない 20 世

紀初頭、1909 年から 1914 年にかけて、６年間６回にわ

たりパリの装飾芸術美術館で開催された系統的な浮世絵展

の、詳細なカタログである。企画者は同館の副館長Ｒ . ケ

クランで、目録の編集にあたったのは、パリの美術商シャ

ルル・ヴィニエと当時遊学中であった京都の美術商稲田賀

太郎であった。

  全展示作品の目録とそのうちの優品を収めた図版からな

る大型図録は、当時のパリを中心とするヨーロッパの浮世

絵コレクションの全貌をうかがうに足るものであった。し

かしながら、刊行された６分冊は 100 部から 130 部とい

う稀少な豪華限定本であり、日本の浮世絵やジャポニス

ムの研究者も容易に目にすることが叶わない、幻の画集と

言って過言ではなかった。それが、ほぼ原書の味わいを損

なうことなく再現されるとのことなので、復刻の意義はす

こぶる大きく、有難い。

  一日も早く手に取って、その床しい風味を味わいたく、

全巻の刊行完結を切望している。
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ウィリアム・モリスの芸術と社会主義運動
同時代パンフレット復刻集成　全 3 巻＋別冊解説

William Morris, Art and Socialist Movements:
A Collection of Contemporary Pamphlets

【編集・解説】 川端康雄（日本女子大学教授）

2019 年 9 月刊行　A5 判・全約 1,250 頁

本体セット価：\98,000-（＋税）※限定 100 部　ISBN: 978-4-86166-210-2

ヴィクトリア朝時代英国を代表する文筆・芸術家であるウィリアム・

モリスの文学創作や装飾芸術作品の制作が、彼の社会主義思想と深く

関わるものであることはつとに知られています。実際、彼の著作の多

くはその活動の拠点となった Socialist League（社会主義同盟）の機関紙

やパンフレットなどに当初発表されています。本集は、モリスが所属

したこの同盟の公式パンフレットを中心にその周辺で刊行された様々

な小冊子類 47 点をまとめる復刻資料集です。

　第 1 巻には社会主義同盟の 2 つのパンフレットシリーズ全点とこの

同盟の報告書等の史料類、第 2 巻は、モリスおよび彼の盟友たちが発

表した社会主義に関する小冊子や、モリス自身も編集に加わった労働

歌集など、そして第 3 巻にはモリスが行った社会主義と芸術に関する

講演録を収録。

　ウォルター・クレインによる挿画入りの冊子やモリス自身がデザイ

ンした活字体（ゴールデン・タイプ）によって印刷されたものなど、

初出時の版面をできる限り再現し、モリスの思想と芸術の神髄の視覚

的な研究や教育の手助けとなるよう編集されています。編者による書

下ろし解説（日本語）付きです。

CONTENTS
Volume 1

I.  Socialist Pamphlets Series
II. Miscellaneous Documents related to the Foundation 

of the Socialist League
III. Socialist Platform Series

Volume 2
IV.  Miscellaneous Pamphlets on Socialism
V.  Songs for Socialists

Volume 3
VI.  Art and Socialism
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早稲田大学政治経済学部教授・慶應義塾大学名誉教授

坂本達哉英文著作集　全１巻

David Hume and Adam Smith, A Japanese Perspective
By Tatsuya Sakamoto
Foreword by Ryu Susato / 壽里 竜（慶應義塾大学経済学部教授）

2020 年 10 月刊行　B5 判変・318 頁 上製　本体価格 9,800 円（＋税）　ISBN：978-4-86166-221-8

　『ヒュームの文明社会 勤労・知識・自由』（創文社 1995 年。1996 年サントリー学芸賞、2001 年日本学士院賞）、『ヒュー

ム希望の懐疑主義 ある社会科学の誕生』（慶応義塾大学出版会 2011 年）、『社会思想の歴史　マキアヴェリからロー

ルズまで』（名古屋大学出版会 2014 年）等の著作で知られる、坂本達哉教授の初めての英文単著です。それまで二

つの異なる側面として論じられることの多かった、ヒュームの経済学と社会思想を統合的にとらえた著者の研究は

当初より国際的にも高く評価され、日本イギリス哲学会（2014-2016年会長）、社会思想史学会（2016-2019年代表幹事）、

そして今なお唯一のアジアでの年次大会（東京大会 2004 年）開催に尽力した [ 国際 ] ヒューム学会など、坂本教授

は国内外の学術団体で広く活動、今日もヒュームとアダム・スミス、啓蒙思想、社会思想史の研究に大きな役割を担っ

ています。

　1990 年から 2017 年までに公刊された 10 点の学術論文を収録する本書は、40 年近い著者の研究活動のなかで英

文学術誌、英文論集に発表された 7 点（ヒューム、スミス研究の大家 D.D. ラファエル教授との共著論文 1 点をふく

む）と、日本語による公刊論文から今回初めて英訳された 3 点の論文を収録、自身のヒューム研究を主題の時系列

順に編集した第 1 部と、明治維新以来のスミス、ヒュームらの日本での受容を、福澤諭吉、内田義彦への影響を中

心に論じた第 2 部からなります。すべての論文において最新の研究状況を反映する大幅な改訂、増補が行われており、

一例としては、著者の問題提起による「ヒューム「初期草稿」論争」にさらなる一石を投じる内容ともなっています。

　全体として本書は、ヒューム、スミスを中心とする国際的な研究動向に新たな展開を促し、大きな指針と刺激を

与える注目の著作といえるでしょう。

　新世代のヒューム研究を国際的にリードする壽里竜教授による解題（「前書き」）も必読です。

経済学史研究と日本　全１巻

―田中敏弘（関西学院大学名誉教授）英文論文集 

Japan and the Study of the History of Economic Thought
- Collected English Essays

【著 / 文】田中敏弘　【著 / 文 | 編集】井上琢智

2020 年 3 月刊　A5 判  280 頁 上製　本体価格 13,800 円（＋税）　ISBN978-4-86166-222-5

田中敏弘（関西学院大学名誉教授）が国内外の学会誌等に英文で発表された論文 27 編の集成です。戦後若くして

米国へ留学した著者は、コロンビア大学、シラキューズ大学で学び、修士号取得後帰国、その後関西学院大学で長

く教鞭をとりました。その間、経済学部長、図書館長を歴任、同大学の経済学、経済学史教育、研究の発展に尽く

すと同時に、経済学史関連の貴重文献、資料の収集にも精力的な活動をしました。学外でも経済学史学会やアメリ

カ経済学史研究会などの中心人物の一人として活躍、海外でもグラスゴウ大学やケンブリッジ大学での研究や吉林

大学での教育、さらにオーストラリア経済学史学会設立の支援などにも尽力、経済学史研究の日本と海外の架け橋

ともなりました。本英文論文集は、マンデヴィル、ヒューム研究から、著者が特に力をいれた J. B. クラークを中心

としたアメリカ経済学史研究、そして日本における経済学史研究を海外に紹介した雑誌記事など幅広く網羅し、編

者による注釈、書誌解説が加えられます、

新 刊

新 刊
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校訂版

W・スタンレー・ジェヴォンズ選集
全 2 巻

W. Stanley Jevons
Selected Works in Variorum Editions in Two Volumes

【編集・解説】 　井上琢智（元関西学院大学学長）

2018 年 11 月刊行　Ｂ 5 判・総 772 頁　本体セット価：\78,000-（＋税）　ISBN：978-4-86166-205-8

【国内総代理店】 ㈱極東書店

● 19 世紀を代表する英国の近代経済学者の一人ウィリアム・スタンレー・ジェヴォンズ（William 
Stanley Jevons, 1835–1882）が生前に手を加え、版を重ねた経済学分野の主著 2 書『石炭問題』と『経

済学理論』の初めての校訂版。

●各初版を新組で収録し、死後に刊行された異版も含む、『石炭問題』第 2 ～ 3 版、『経済学理論』第

2 ～ 5 版およびブラック版との差異の詳細な比較対象を各章文末註に掲載。校訂注の数は 4,700 点

近くにのぼり、全体の約半分のページがこれに割かれている。

●各版の統計データや図表の変更なども可能な限り照合し、ジェヴォンズ生前の思考と著作活動の流

れを明らかにする。

●編者による序文、解説に加え、ジェヴォンズ没後のリプリント版などに加えられたジェヴォンズ研

究者による重要な解説などの豊富な資料は合計 31 件の補遺として収録、さらに人名索引を各巻に

収録し、加えて第Ⅱ巻末には、ジェヴォンズの自然科学・論理学科学方法論等に関する論文・著作

とその書評・飜訳、学会報告および追悼文を含む決定版ともいえる書誌を収録する。

●今後のジェヴォンズ研究だけでなく、経済学史研究や英国 19 世紀経済史研究の指針ともなる重要

文献。
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推薦文　「独創的な経済学者ジェヴォンズ」
八木紀一郎（摂南大学学長・京都大学名誉教授）

　ウィリアム・スタンレー・ジェヴォンズは 19 世紀半ばのイギリスにあらわれた天才の一人である。経済事情のため、

学業半ばにしてオーストラリアに渡らなければならなかった青年は、試金技師としての業務のかたわら、その数理的素

養を経済学に応用しはじめた。帰国後、当時支配的であった古典派経済学の教科書に不満をおぼえ、限界効用にもとづ

く価値論、あるいは「快楽と苦痛の微積分学」という自分のアイデアを論文にまとめた。彼は本著に収録されているこ

の論文を大英学術協会に送りその部会で読み上げさせたが、誰からも注目されなかった。1862 年のことである。当時は、

ジョン・スチュアート・ミルによって洗練された古典派経済学のもとで、価値の理論は完成したもののように思われて

いたのであった。その後数年して、気を取り直して『経済学理論』を執筆し、それを 1871 年に出版しなければ、彼は

限界革命の「埋もれた先駆者」になっていたことであろう。

　ジェヴォンズは思想から出発するのではなく、データのなかに問題を発見し、それを論理的あるいは数理的に取り扱

うことで結論を引き出そうとする実際的な学者であった。思想家というよりも科学者であったと言ってもよい。イギリ

スの産業の支えであった石炭の枯渇可能性に注目し、当時可能なかぎりのデータにもとづいて警鐘を鳴らしたこと（『石

炭問題』1865 年）にも、その個性がよくあらわれている。

　編者は英国および日本の経済学の文献に詳しい碩学である。30 年以上前に『ジェヴォンズの思想と経済学 ― 科学者

から経済学者へ ―』（1987 年）を公刊し、欧米における研究と呼応して経済学史の研究領域をいわゆる「近代経済学」

にまで拡げることに貢献した。今回はジェヴォンズ若年の二著の版別の異同調査をおこなった集注版を刊行することで、

海外も含めた後続する研究者に有益な研究ツールを提供した。古典派の衰退からアルフレッド・マーシャル『経済学原理』

（1890 年）の出現にいたる時代の英国経済思想の理解に資することは間違いない。

CONTENTS:
Volume I: The Coal Question, An Inquiry 

Concerning the Progress of the Nation, 
and the Probable Exhaustion of Our 
Coal-mines. (Variorum edition based on 
the first edition in 1865 with editorial 
notes and appendixes.), approx. 405 pp.

W. Stanley Jevons (1835-1882) : From a Man 
of Science to an Economist, by Takutoshi 
Inoue

Headnote of The Coal Question, by Takutoshi 
Inoue

Textual Note of The Coal Question ,  by 
Takutoshi Inoue

Abbreviations
Acknowledgements
Introduction
Chapters I – XVII (Texts based on the first 

edition 1865 and end notes by Takutoshi 
Inoue)

Appendix I: Preface to the second edition
Appendix II: Index
Appendix III: Preface to the third edition
Appendix IV: Explanation of Plates
Appendix V: Name Index

Volume II: The Theory of Political Economy 
(Variorum edition based on the first 
edition in 1871 with editorial notes and 
appendices.), approx. 380 pp.

Headnote of The Theory of Political Economy, 
by Takutoshi Inoue

Textual Note on The Theory of Political 
Economy, by Takutoshi Inoue

Preface and Introduction

Chapters I –VIII (Texts based on the first 
edition 1871 and end notes by Takutoshi 
Inoue)

Appendix I: Preface to the second edition
Appendix II: Logical Method of Economics
Appendix III: Disutility and Discommodity
Appendix IV: Theory of Dimensions of 

Economic Quantities
Appendix V: Popular Use of the Term Value
Appendix VI: Dimension of Value
Appendix VII: Analogy to the Theory of Lever 
Appendix VIII: Negative and Zero Value 
Appendix IX: Variation of the Price of Corn
Appendix X: Dimension of Labour
Appendix  XI :  Rela t ions  of  Economic 

Quantities
Appendix XII: Joint Production
Appendix XIII: Dimension of Capital, Credit, 

and Debit
Appendix XIV: Dimension of Interest
Appendix XV: Peacock on the Dimension of 

Interest
Appendix XVI: List of Mathematico-Economic 

Writings
Appendix XVII: List of the Author’s Economic 

Writings
Appendix XVIII:  ‘Notice of a General 

Mathematical Theory of Political Economy,’ 
Report of British Association for the 
Advancement of Science, 1862 (1863), 
Notices and Abstracts of Miscellaneous 
Communications to the Section (Statistical 
Science), pp. 158-59.  

Appendix XIX: ‘Brief Account of a General 
Mathematical Theory of Political Economy,’ 
Journal of the Statistical Society of London, 
vol. xxix (1866), pp. 282-87 (reprinted in 
the Theory of Political Economy, ed. by H. S. 
Jevons, 4th edition, 1911, Appendix III, pp. 
303-14) 

Appendix XX: ‘Note by the Editor on the 
Author’s Theory of Interest (Theory of 
Political Economy, ed. by H. S. Jevons, 4th 
edition, 1911, Appendix I, pp. 279-293)

Appendix XXI: A Fragment on Capital, 
Interested to form part of Chapter XXV, 
Author’s Principles of Economics (Theory 
of Political Economy, ed. by H. S. Jevons, 
4th edition, 1911, Appendix II, pp. 294- 
302)

Appendix XXII: Preface to the third edition by 
Harriet A. Jevons (1888, pp. li-lii.) 

Appendix XXIII: Preface to the fourth edition 
by H. Stanley Jevons (1911, pp. lv-lix.)

Appendix XXIV: Preface to the fifth edition by 
H. Stanley Jevons (1957, pp. i-iii.)

Appendix XXV: Introduction and Notes to the 
Penguin Books’s Edition by R. D. Collison 
Black (1970, pp. 7-39, 262-71.)

Appendix XXVI: Bibliographical List of W. S. 
Jevons’s Writings, etc., by Takutoshi Inoue 
and Micheal V. White. With a list of the 
reviews and translations of his writings and 
obituaries of him, by Takutoshi Inoue

Appendix XXVII: Name Index
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西洋の論じた日中・太平洋戦争
同時代英語文献復刻シリーズ

第 1 回配本：太平洋戦争 戦前期編　全 6 巻
編集・解説：ロジャー・バックリー（元国際基督教大学教授）

Wars and Rumours of War - Japan, the West and Asia Pacific, 1918-1945
Selected Contemporary Readings on Crises and Conflict, Series I: 1918-1937
Edited and Introduced by Roger Buckley, Former Professor of International Christian University, Tokyo
Foreword by Anthony Best, London School of Economics

2016 年 1 月刊行　全約 3,600 頁　本体セット価￥148,000-（＋税）　 ISBN: 978-4-902454-91-8

　第二次世界大戦後 70 年を迎え、歴史学をはじめ、政治学や国際関係学分野でも多様な太平洋戦争研究が盛んになってい

ますが、公文書や様々な一次資料を扱いながらこの戦争に至った経緯や原因などに関する重要な歴史研究が展開している一

方、この時代に海外からどのような視線が日本や極東アジアに向けられ、戦時色の強まるこの地域に関して世界全体でどの

ような議論がなされていたのかについて、同時代に海外で読まれていた文献を検証しての研究はまだ充分になされてはいな

いと言えます。本コレクションは、今後国内外でより深い研究対象となると思われるこのテーマに関しての文献を広く集め、

時代別に 2 回配本、各 6 巻、合計 12 巻の研究資料集として提供するものです。

Foreword by Antony Best
Preface &Acknowledgements
Introduction: The Rise and Fall of ‘The Coming 
Power of Asia’, by Roger Buckley

VOLuME 1: JOuRNALS
1-1 G. Shibata, What Japan is Thinking, The 

New Republic, 13 July 1918, pp. 313-315  
1-2 James Thayer Addison, The Value of 

Japanese Promises, The New Republic, 17 
September 1919, pp. 202-205

1-3 John Dewey, The American Opportunity 
in China, The New Republic, 3 December 
1919, pp. 14-17

1-4 Masujiro Honda, National,  Racial 
and International Sentiments: Japanese-
Chinese-American Relations in the League 
of Nations, The Journal of International 
Relations, 10, 3, January 1920, pp. 245-250

1-5 Payson J. Treat, The Shantung Issue, The 
Journal of International Relations, 10, 3, 
January 1920, pp. 289-312

1-6 Benny Kumar Sarkar, The International 
Fetters of Young China, The Journal of 
International Relations, 11, 3, January 1921, 
pp. 347-368

1-7 Kenneth Scott Latourette, Japan and 
America, The Journal of International 
Relations, 12, 1, July 1921, pp. 14-26

1-8 Frederick Moore, The Washington 
Conference and the Foreign Policies 
of Japan, The Journal of International 
Relations, 12, 4, April 1922, pp. 474-484

1-9 B, anonymous, The Situation in the Far 
East, Foreign Affairs, June 1923

1-10 Stanley K. Hornbeck, Has the United 

States a Chinese Policy?, Foreign Affairs, 5, 
4, July 1927, pp. 617-632

1-11 Hiram Bingham, New China's Political 
Bible, Foreign Affairs, 6, 2, January 1928, 
pp. 203-216

1-12 K. K. Kawakami, Manchuria: The 
Crux of Chino-Japanese Relations, Foreign 
Affairs, 6, 3, April 1928, pp. 379-394

1-13 Franklin D. Roosevelt, Our Foreign 
Policy: A Democratic View, Foreign Affairs, 
6, 4, July 1928, pp. 573-586

1-14 Harold S. Quigley, Foreign Concessions 
in Chinese Hands, Foreign Affairs, 7, 1, 
October 1928, pp. 150-155

1-15 Walter H. Mallory, China's New Tariff 
Autonomy, Foreign Affairs, 7, 3, April 1929, 
pp. 497-499

1-16 Comparative Naval Strengths, Foreign 
Affairs, 7, 3, April 1929, pp. 500-501

1-17 Nathaniel Peffer, What Next in China? 
I. Relations with the Great Powers, The New 
Republic, 17 July 1929, pp. 225-227

1-18 Harold S. Quigley, The United States 
in the Pacific: A Survey of the Relations of 
the United States with China and American 
Opinion Thereon. August 1, 1927 - June 1, 
1929, Pacific Affairs, 2, 8, August 1929, pp. 
470-495

1-19 K.K. Kawakami, The Russo-Chinese 
Conflict in Manchuria, Foreign Affairs, 8, 1, 
October 1929, pp. 52-68

1-20 Walter Lippmann, The London Naval 
Conference: An American View, Foreign 
Affairs, 8, 4, July 1930, pp. 499-518

1-21 Editorial, The Stimpson Letter, The New 
Republic, 9 March 1932, pp.85-87

1-22 P., Communism in China, Foreign 
Affairs, 9, 2, January 1931, pp. 310-316

1-23 Yusuke Tsurumi, Japan in the Modern 
World, Foreign Affairs, 9, 2, January 1931, 
pp. 254-265

1-24 A. Lawrence Lowell, Manchuria, the 
League, and the United States, Foreign 
Affairs, 10, 3, April 1932, pp. 351-368

1-25 Kikujiro Ishii, The Permanent Bases of 
Japanese Foreign Policy, Foreign Affairs, 11, 
2, January 1933, pp. 220-229

1-26 E.M. Gull, Second Thoughts on the 
Lytton Report, Transactions of The Japan 
Society London, Vol. XXX, 1933, pp. 39-51

1-27 Yosuke Matsuoka, Speech to Japan 
Society, Transactions of The Japan Society 
London, 1933, pp. 4-7

1-28 William V. Pratt, The Setting for the 
1935 Naval Conference, Foreign Affairs, 12, 
4, July 1934, pp. 541-552

1-29　Political Parties of Japan in Critical 
Period, Japan Today and Tomorrow, No. 7, 
1933/34, pp.56-57

1-30  Bosworth Goldman, China Old and 
New, The Spectator, 21 December 1934, p. 
970

1-31 Kichisaburo Nomura, Japan's Demand 
for Naval Equity, Foreign Affairs, 13, 2, 
January 1935, pp. 196-203

1-32 Nathaniel Peffer, We Drift Toward War 
in the Orient, The New Republic, 20 March 
1935, pp. 154-156

1-33 Walter Lippmann, Britain and America: 
The Prospects of Political Cooperation in the 
Light of Their Paramount Interests, Foreign 
Affairs, 13, 3, April 1935, pp. 363-372

■第１回配本：日中・太平洋戦争戦　前期編（全６巻）　収録文献■
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1-34 A.J. Grajdanzev, Profit and Loss in 
Manchuria, Pacific Affairs, 8, 2, June 1935, 
pp. 144-158

1-35 Hector  C.  Bywater,  Japanese and 
American Naval Power in the Pacific, Pacific 
Affairs, 8, 2, June 1935, pp. 168-175

1-36 Reijiro Wakatsuki, The Aims of Japan, 
Foreign Affairs, 13, 4, July 1935, pp. 583-594

1-37 Nathaniel Peffer, America: The Jellyfish 
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シリーズ

欧米ジャーナリストの記した近代日本・中国・東アジア
Western Journalists on Japan, China and Greater East Asia
編集・解説：Peter O’Connor ( ピーター・オコーノ　武蔵野大学教授）

第 1 回配本 : 欧米ジャーナリストの記した戦前期日本　  

　　　　　　　　16 文献　合本 10 巻

Western Journalists on Japan, China and Greater East Asia, Series 1: Japan 1897-1942
2012 年 12 月刊行　約 4,000 頁　本体セット価￥168,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-171-6　

　西洋列強に対抗し東アジア各地の植民地化を進めた日本は、当時の西洋メディアが最も力を注いだ報道対象の地域の一つ

で、多くのジャーナリストが日本・アジアを舞台に積極的な報道合戦を繰り広げました。彼らの中には日本の立場に好意的で、

その言論が日本政府に利用される者から、中国を擁護し反日報道を西洋向けに発信する者まで、それぞれ異なる主義、主張

を持ち活動を続けました。弊社ではこれまでに、この時代の日本に関する西洋文献を、『ジャパニーズ・プロパガンダ』（全

20 巻）、『日本批判』（全 20 巻）のシリーズにまとめてまいりましたが、新たに企画されたシリーズでは、戦前・戦中期に活

躍した西洋人ジャーナリストによる著述を、時代、地域別に編集復刻いたします。全 40 巻中に 60 ～ 70 点の文献を収録す

る予定で、日本だけでなく中国や東アジア全体に関する文献も幅広く対象とし、中国や日本の英字新聞社からの出版物も含

まれます。また、女性ジャーナリストによる著作のみをまとめたコレクションも第 2 回に配本予定です。

　2012 年秋刊行の第 1 回配本は、戦前期に日本を主な拠点として活動した英米ジャーナリスト 14 名の日本に関する著作集

成です。幕末維新から 19 世紀末に出版された西洋人の日本関連書の多くが、旅行家やジャパノロジストによる日本文化へ

の憧憬から著されていたのに対し、19 世紀末から 20 世紀前半のこれらの日本関連書は、ジャーナリストならではの冷徹な

視線で世界の一員となった日本を語り、その多くが太平洋戦争へとつきすすむ日本を批評的に論じています。

　戦前の日本と中国、東アジアや西洋の関係、国際政治とメディアの関わりなどの包括的研究の資史料集として、広くご活

用ください。
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VOL. 2: Pooley, A.M., Japan at the Cross Roads, London: George Allen & Unwin Ltd., 1917.
 Mason, Gregory, Japan, Germany, Russia and the Allies. An Authorized Interview with Count Masataka Terauchi, Premier of 

Japan, New York: The Outlook, May 1918, pp18-22.
 Henry W. Kinney, Japan Since the Earthquake, A Series of articles on recent developments. Peking Leader Reprints No.6, 

Peking: Peking Leader Press, 1925.
VOL. 3: Japan Chronicle, The Great Earthquake of September 1st 1923, Kobe: The Japan Chronicle, 1923.
 Young, Douglas M. (ed.), Kobe - The Premier Port of Japan. Illustrated. Issued in Commemoration of the First Port Festival, 

November 1933, Kobe: Kobe and Osaka Press Ltd., 1933.
VOL. 4: Captain Kennedy, Malcolm, The Problem of Japan, London: Nisbet & Co., 1935. 
 Kennedy, M.D., Behind the News in Tokio, London: Transactions and Proceedings of The Japan Society, Vol.XXXIII, 45th 

Session, 1935-1936, [pp.93-09].
VOL. 5: Price, Willard, Children of the Rising Sun, New York: National Travel Club, 1938.
VOL. 6: Oliver, Frank, Special Undeclared War, London: Jonathan Cape, 1939.
VOL. 7: Young, A. Morgan, The Rise of a Pagan State. Japan’s Religious Background, London: George Allen and Unwin, 1939.

	 May, Henry John, Little Yellow Gentlemen, London, Toronto, Melbourne and Sydney: Cassell, 1937.
VOL. 8: Chamberlin, William Henry, Japan Over Asia, London: Duckworth, 1938.
VOL. 9: Fleisher, Wilfrid, Volcanic Isle, New York: Doubleday Doran and Company, 1941.
VOL. 10: Abend, Hallett, Japan Unmasked, London: The Bodley Head, 1941.

残部僅少
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第２回配本

女性ジャーナリストの記した戦前・戦中期の

日本・中国・東アジア　11 文献　合本 10 巻

Western Journalists on Japan, China and Greater East Asia,
Series 2: Pioneering Women Journalists, 1919-1949 
編集・解説：Peter O’Connor ( 武蔵野大学教授 )　序文：土屋礼子（早稲田大学教授）

2014 年 5 月刊行　約 4,150 頁　本体セット価￥198,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-172-3　

戦前・戦中期に活躍した西洋人ジャーナリストによる日本・アジア関連著述を復刻集成するシ

リーズの第 2 回配本は、20 世紀前半に東アジアからの報道の場で活躍した、英米女性ジャー

ナリストたちの著作を集めます。19 世紀後半、社会的に自立し、活動の場を世界に求めた欧

米の「新しい」女性たちは、当初、教師、宣教師や看護婦などの職につきアジアやアフリカの

植民地を目指しますが、20 世紀に入ると国際報道に職を得て、ジャーナリストとして世界各

地で活躍する女性たちが現れます。彼女たちの内には新聞・雑誌社の記者として中国や日本に

派遣され、様々な記事を送ると同時に、その経験や見聞を執筆、単行本として出版した者もい

ました。

　本コレクションではそのような女性ジャーナリスト 11 名による著書 15 点を復刻集成しま

す。戦前、戦中期に東アジアの最前線に身を投じた彼女たちは、当時の政治情勢だけでな

く、社会の内面へもより強い関心を持ち、幅広い問題に関する著述を残しており、そのなかに

は、Gentlemen of Japan: A Study in Rapist Diplomacy のような戦中の日本に関する書籍や、Ellen 
Thorbecke による香港や上海の報道写真集のように、入手の困難な中国の英文出版社の刊行物

なども含まれます。

　東アジア近代史、メディア史研究だけでなく、女性史、ジェンダー史研究の資料としてもお

薦めいたします。
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Fiji: A Story of Missionary Enterprise, Trials, and Triumphs, 
pp.103-196, London : Hodder and Stoughton, 1882, 95pp.

Butler, Annie R.
Stories about Japan, London : Religious Tract Society, 1888, 120pp.

Wilson-Carmichael, Amy
From Sunrise Land : Letters from Japan, London : Marshall 
Bros., 1895, 195pp

VOLuME 2: (c. 500pp.)
Page, Jesse
Japan: Its People and Missions, London: S. W. Partridge, 1895, 
190pp.

Awdry, Frances
Daylight for Japan : The Story of Mission Work in the Land of 
the Rising Sun, London : Bemrose & Sons, 1904, 300pp.

VOLuME 3: (c. 525pp.)
Fisher, Gertrude Adams
A Woman Alone in the Heart of Japan,
London : Sisley's, 1906, 305pp.

復刻シリーズ　西洋女性宣教師の語った日本
Japan as Seen by Western Women in Christian Mission

　エディション・シナプスでは Japan in English（『西洋の語った日本』）等のシリーズにて、

19 世紀末から 20 世紀初頭の日本の近代化を見つめた西洋の視線による、様々な日本関連洋書

の復刻出版を試みていますが、本企画はこの時代に日本を訪れたキリスト教女性宣教師（宣

教師の妻も含む）らによる日本に関する書籍をシリーズ化し復刻するものです。

　英米プロテスタントの海外伝道事業が組織化されていった 19 世紀後半から 20 世紀初頭に

かけ、多くの女性宣教師が日本含むアジア諸国へ派遣されてゆきます。彼女たちは、各地で

男性宣教師とは異なる社会的役割をにない活動を行いますが、日本においてもミッション・

スクールの設立や運営に深く関わり、日本・アジアでの女性教育の成立に大きく貢献したこ

とが知られています。教育者でもあった女性宣教師の内には、宣教活動の記録と同時に滞在

した日本の文化や生活を、女性ならではの視線で記述し残した者も多く、それらは今日、日

本の近代キリスト教史の史料としてだけではなく、教育史、女性史など幅広い日本の近代化

や西洋との文化交流史、そしてまたジェンダー研究、英米帝国史研究のための文献として読

み直されつつあります。

　第 1 回は英国人女性宣教師の著作を収録、第 2 回以降は米国人女性宣教師の著作を年代順

に出版する企画です。

第１回配本　英国人女性宣教師の日本　全５巻＋別冊解説

Japan as Seen by British Women in Christian Mission　監修・解説：並河葉子（神戸市外国語大学准教授）

2009 年 11 月刊行　A5 判・約 2,250 頁　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN  978-4-86166-115-0

Arnold, Miss Alfreda (comp.)
The Light of Japan, Church Work in the Dioceses of South 
Tokyo, Osaka and Kiushiu under the Church of England, 
Hartford : Church Missions Publishing Co., 1906, 213pp.

VOLuME 4: (c.500pp.)
Allen, Beatrice Julian
Our Sister Beatrice : Recollections of Beatrice Julian Allen 
and Her Letters / collected by her sister Grace Grier..., London : 
Longmans, Green & Co., 1907, 305pp.

Bickersteth, Mrs. Edward
Japan (Handbook of English Church Expansion Series)
London : A.R. Mowbray, 1908, 185pp

VOLuME 5: (c. 340pp.)
Ballard, Susan
Fairy Tales from Far Japan : translated from the Japanese; with 
a prefatory note by Mrs Isabella L. Bishop, London : Religious 
Tract Society, 1898, c.130pp.

Ballard, Susan
Jottings from Japan, Westminster: Society for the Propagation of 
the Gospel in Foreign Parts, 1912, 105pp.

Ballard, Susan
More about Japan, Westminster: Society for the Propagation of 
the Gospel in Foreign Parts, 1915, 90pp. 
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第２回配本　アメリカ人女性宣教師の日本
第 1 期：明治期編　13 タイトル・合本５巻＋別冊解説

Japan as Seen by American Women in Christian Mission 1869-1910
【監修・解説】小檜山ルイ（東京女子大学教授）

2010 年 11 月刊行　A5 判・約 2,500 頁（図版白黒多数）　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-116-7

　英米プロテスタントの海外伝道事業が組織化されていった 19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけ、多くの女性宣
教師が日本含むアジア諸国へ派遣されましたてゆきます。彼女たちは、各地で男性宣教師とは異なる社会的役割を
にない活動を行いますが、日本においてもミッション・スクールの設立や運営に深く関わり、日本・アジアでの女
性の教育の成立に大きく貢献したことが知られています。教育者でもあった女性宣教師に課された重要な仕事の一
つには、自分の宣教活動や体験を本国で伝道事業を支える女性たちに知らせるということがありました。そうした
報告の一部は書籍となり、広く流通しましたが、活動の記録と同時に滞在した日本の文化や生活を、女性ならでは
の視線で記述し残した者も多く、それらは今日、日本の近代キリスト教史の史料としてだけではなく、教育史、女
性史、など幅広い日本の近代化や西洋との文化接触の歴史、またジェンダー研究、英米帝国史研究のための文献と
して読み直されています。
　第 2 回配本では、中国でのプロテスタント宣教に大きな功績を残した John Livingstone Nevius の妻 Helen が
夫と共に訪れた日本の旅行記、横浜共立学園を設立した Mary Pruyn がアメリカの 3 人の孫たちに宛てた手紙形式
で著された日本生活記、長老教会の宣教師として 8 年間日本で活動した Julia Carrothers が日本の女の子と男の子
を主人公に庶民の生活を語った著作、東北学院第 2 代院長 Schneder の妻が語る仙台神学校での女子教育に協力し
た Miyamoto O Mura の生涯など計 13 点の著作を多くの図版も含め収録。

※収録文献の詳細は http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-116-7.html でご覧いただけます。

第３回配本　アメリカ人女性宣教師の日本
第２期：大正・昭和初期編　14タイトル・合本５巻＋別冊解説

Japan as Seen by American Women in Christian Mission 1913-1934
【監修・解説】小檜山ルイ（東京女子大学教授）

2013 年 6 月刊行　A5 判・約 2,500 頁（図版白黒多数）　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-117-4

　第 3 回配本では、聖学院を設立したチャールズ・E・ガルストの妻による日本での宣教活動を中心とした夫の伝記、
中国・日本で宣教したメアリ・バートンの日本の女性教育および職業女性に関する調査、アメリカン・バプテスト
女性海外伝道協会長で社会改革者としても活躍したヘレン・バレット・モンゴメリの日本を含む海外宣教地の記録、
東洋学園創立者宇田尚の妻宇田愛らとともに同仁キリスト教会女子寮ブラックマー・ホームや同仁美登里幼稚園で
女子教育、幼児教育に力を注いだキャサリン・Ｍ・オスボーン、神戸女学院学院長も務めた宣教師シャーロット・
B・デフォレスト、20 世紀初めアメリカン・ボードの宣教活動を行い、戦後同志社で教えまた国際基督教大学設立
にも尽力した R.I. シーベリーらの著作を収録。当時の日本の生活や女子学校などの写真も多数含まれています。

※収録文献の詳細は
　http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-117-4.html で
　ご覧いただけます。
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黄禍論－英語文献復刻シリーズ－

第１回配本：英国黄禍論小説集成　全７巻

Yellow Peril, Collection of British Novels 1895 - 1913
編集・解説■橋本順光（大阪大学）

2007 年 1 月刊行　本体セット価 ￥138,000 -( ＋税 )　ISBN: 978-4-86166-031-3

●世紀転換期に欧米で吹き荒れた反東洋、黄禍論に関する同時代の一次資料を集成する新シリーズ

●第 1 回配本は「怪人フー・マンチュー博士」シリーズに代表される英国の小説９編の初版または

今日の研究に重要な版を図版含め復刻

●続刊では黄禍論に援用された日本人、東洋人の著作も収録し、この時代の西洋 vs. 東洋のメディア

戦争を再現

◆収録内容◆

第 1 巻： Pearson's Prediction: Yellow Peril or White Hope?　
「黄禍論の予言者ピアソンとその余波」　

Introduction and Bibliographic Notes by Yorimitsu Hashimoto

第 2 巻：The Boxer Rebellion - Letters to and from China
「中国と西洋の覚醒　義和団事件をめぐる往復書簡」　

第 3 巻

Part 1: The Spectre of Genghis Khan: Japan as Model and Monster 
「第１部 : ジンギスカンの亡霊とモデルとしての日本」 

Part 2: The Russo-Japanese War as Racial Conflict 
「第 2 部 : 人種戦争としての日露戦争」 

第 4 巻：The Breakup of China and Asia for the Asiatics　
「アジア主義への警戒と辛亥革命」 

※収録文献の詳細は、http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-033-7.html でご覧いただけます。

黄禍論－英語文献復刻シリーズ－

第２回配本：黄禍論史資料集成　全４巻

Primary Sources of Yellow Peril Series II

Yellow Peril, Collection of Historical Sources
編集・解説■橋本順光（大阪大学）

2012 年 6 月刊行　A5 判・約 1,900 頁　本体セット価￥118,000- ( ＋税）　ISBN: 978-4-86166-033-7

●反日・反アジア主義小説集の第一回配本に続き、今回はそれらの小説とも密接に関連する史資料 40 点を復刻集成。

● 19 世紀末から第一次世界大戦まで、作家、外交官、研究者、ジャーナリストらの論説や研究書からの抜粋、パ

ンフレット、雑誌論文などを収録し、経済的・軍事的脅威論の系譜を追う文献集。

●同時に、日本やアジアのナショナリストたちの反論も収載、東西の複雑なメディア戦争を再現する。

●日本、東アジア、英国の近代史研究だけでなく、明治から大正初期のアジアと西洋間の関係史、そして比較文学・

文化、メディア史の資料として広く利用可能なコレクション

残部僅少
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復刻集成　１９世紀英国のアジア・イメージ
―ヴィクトリア時代評論誌所収論文選集―　全６巻＋別冊日本語解説

Asian Images in the 19th Century British Reviews
編集・解説■東田雅博（金沢大学文学部教授）

2008 年 2 月刊行　A5 判・約 3,200 頁　本体セット価 ￥138,000-（＋税 )　ISBN: 978-4-902454-24-6

●英国ヴィクトリア朝社会の観念＝「文明化の使命」が醸成された場、評論誌で展開されたアジア

３国に関する重要な論述を精選収録

●近代英国のアジア・イメージ、さらに英国自身の帝国イメージの変遷を辿る好企画

●経済のみならず科学技術、芸術、文芸、教育、法制度、布教など多様な視角から論文記事を選出

【日本】	 Vol.	1-2	:	Japan	 Vol.1: 461pp,  Vol.2: 481pp（38文献）
【中国】	 Vol.	3-4	:	China	 Vol.3: 482pp,  Vol.4: 521pp（40文献）
【インド】	 Vol.	5-6	:	India　	 Vol.5: 604pp,  Vol.6: 580pp（41文献）

【編者の言葉】　　　                                             
金沢大学文学部　東田雅博

　ヴィクトリア朝英国の評論誌はどれくらいあるのだろうか。The Wellesley Index に掲載されているものだけで

も 40 を越える。これらの評論誌には、きわめて多様な論文が掲載されている。ためしに、アロー戦争が終結した

1860 年 1 月号の『クォータリー・レヴュー』Quarterly Review の目次を見てみよう。オーストラリア植民地と金の

供給、綿紡績機、中国と戦争、ローマの壁、宗教的リヴァイヴァル、改革計画、こうした論文が掲載されていた。

実に多様である。

　これらの多種多様な論文を掲載していた評論誌は、イギリスの文化と歴史に関心を持つ者には資料の宝庫といっ

てよい。しかし、これらの雑誌の紙質はかなり劣悪であり、そのコピーを入手するのも困難になりつつある。大学

によっては、コピーを禁じているところもある。適当なテーマでまとめたこれら雑誌論文の復刻資料集が求められ

ていると言えよう。

　この度これらの評論誌から４誌を選び、そこに掲載された日本、中国、インドに関する論文をまとめた資料集が

刊行されることになった。『クォータリー・レヴュー』、『エディンバラ・レヴュー』Edinburgh Review、『ウェストミ

ンスター・レヴュー』Westminster Review、『ブラックウッズ・マガジン』Blackwood's Edinburgh Magazine の 4 誌である。

少なすぎるかもしれない。だがこの時代に刊行されていた評論誌はかなり多いが、ヴィクトリア朝時代を通じて発

行されていた雑誌は意外に少なく、The Wellesley Index に掲載された雑誌の中では、これらの 4 誌のみである。さらに、

これらの 4 誌は、それぞれ保守、自由、急進、トーリーというヴィクトリア朝の主要な政治的立場を代表してもおり、

4 誌の選択はバランス的にも問題がない。

　先に述べたが、これらの雑誌論文は多種多様である。その中に、先の『クォータリー・レヴュー』の例にあるように、

日本や中国、あるいはインドなどのアジア諸国に関係する論文も含まれていた。これらの論文を読むことでヴィク

トリア朝英国におけるアジア観と英帝国のセルフイメージの変遷がかなりあざやかに浮かび上がるであろう。また、

日本、中国、インドに対する認識の差異も理解できるであろう。

　近年のアジア観、より広くオリエンタリズム研究の資料はきわめて多様になっている。言説資料でも、たとえば

Penny Illustrated Paper のような大衆的な資料も入手できるようになっているし、絵画やイラスト、あるいは写真な

ども大いに利用されている。しかし、それでも『クォータリー・レヴュー』などの雑誌論文の資料的価値が減じる

わけではない。

　本コレクションを、専門研究者および、関連する学術機関・図書館に広く推したい。

本書の特色

残部僅少
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アフリカ学の系譜 Series: History of African Thought

【復刻版】J・C・ヘイフォード著作集　全 3 巻

Writings of Joseph Casely hayford (Ekra-Agiman)
新序文：Tom Lodge, University of the Witwatersrand, Johannesburg
2003 年 4 月刊行　本体セット価￥45,000-（＋税）　ISBN 978-4-901481-43-6

●アフリカのアイデンディティー確立を目指したヘイフォード著作の初の復刊。

● 政治思想著書２作に加え、アフリカ人が英語で発表した初の小説を収録。

●南アフリカを代表するアフリカ研究者 Professor Tom Lodge による序文

英領西アフリカ出身で、英国で教育を受けた法律家 Ekra-Agiman（英名：Joseph Casely Hayford）は、19 世紀から 20 世紀初

頭にかけて、アフリカの主体性を最も明確に擁護した知識人の一人といわれます。現在のガーナに生まれ、英国で法律家の

資格を得た後 1896 年にゴールド・コーストに戻ります。ヨーロッパで教育を受けたこの時代のアフリカ人同様、彼も英国

やヨーロッパのアフリカへの侵食に相反する感情を持ちます。英国を国家モデルとしたアフリカ独自の政府の設立を主唱す

る一方で、英国の西アフリカ統治は進歩でなく後退であり、アフリカの国家意識を阻害し、独自の民主的国家設立の可能性

を否定すると考えます。こうして、Hayford は西アフリカ・ナショナリストのパイオニアの一人となり、1920 年の National 
Congress of British West Africa 設立を助けることになります。彼の思想は後の汎アフリカ主義に大きな影響をあたえたと考え

られています。本著作集は、彼の発表した 3 つの主著をまとめます。第一作の Gold Coast Native Institutions は、Hayford の英

国の統治に反対する姿勢を明確にした代表作です。第三作の The Truth about the West African Land Question は英国の土地政策

に反対する Aborigine's Rights Protection Society の依頼で執筆されたもので、アフリカにおける近代的国家アイデンティティー

の確立と、英帝国の中での自由な政府の設立への強い意志が読み取れます。これら 2 作に対し、Ethiopia Unbound は自叙伝

的性格の強い文学作品で、英語で出版されたアフリカ人による初めての小説です。アフリカ人の主人公とそのイギリス人の

友との対話を通し、アフリカ人や文化の多様性、そして神や精神についての思想を語り、アフリカ近代化への理想と現実を

描き出しています。

■内容明細■

Vol. 1: Gold Coast Native Institutions, with thoughts upon a healthy imperial policy for the Gold Coast and Ashanti [Sweet & Maxwell, 
London, 1903] 434pp.

Vol. 2: Ethiopia Unbound [C.M. Phillips, London, 1911] 215pp.
Vol. 3: The Truth About the West African Land Question [C.M. Phillips, London, 1913] 203pp.

【復刻版】Ｊ・Ｍ・サルバ著作集　全３巻

Writings of John Mensah Sarbah 
新序文：Tom Lodge, University of the Witwatersrand, Johannesburg
2004 年 10 月刊行　本体セット価￥49,800-（＋税）　ISBN 978-4-901481-57-6

西アフリカのゴールドコーストのファンティ族出身の John Mensah Sarbah (1864-1910) は、10 代にロンドンにわたり法律を学

び、1888 年にゴールドコースト出身者で初めて英国法廷弁護士の資格を得ます。その後法律知識を生かし、英国の西アフリ

カでの土地所有の不当性を批判、borigines' Rights Protection Society の設立に参加、植民地主義批判の代表的アフリカ知識人

となってゆきます。彼はアフリカ人自身の手による近代的統治と、そのための教育の重要性を訴えましたが、同時にアフリ

カの異なる部族の伝統も保持してゆこうと考えていました。このような彼の政治理念からまとめられていった著作が、本著

作集に収録される Customary Law に関する 2 著書と、彼の政治思想の集大成ともいえる 'Constitution' です。これらの著作の

なかには初期のアフリカ・ナショナリズム思想が集約されているといえるでしょう。四十数年の短い人生の大半をアフリカ

人自身の政府の設立に尽くした彼の功績は現在も称えられており、ガーナ大学はその講堂を Sarbah Hall と名づけています。

■内容明細■

Vol. 1 (363pp) : New introduction by Tom Lodge
Fanti Customary Laws: a brief introduction to principles of the native laws and customs of the Fanti and Akan districts of the 

Gold Coast, London: Clowes, 1897
Vol. 2 (189pp) : Fanti Law Report of Decided Cases on Fanti Customary Law; Selected from the records of the appeal and 

Divisional courts at Accra, Axim, Cape Coast Castle, and Elmina, London: Clowes, 1904
Vol. 3 (297pp) : Fanti National Constitution, London: Clowes, 1906

残部僅少

残部僅少
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フィラデルフィア万国博覧会（1876 年）
―公式資料と日本関連文献集成―　全５巻＋別冊解説

International Exhibition of 1876 in Philadelphia:
A Collection of Official Records and Miscellaneous Publications
監修・解説：大井浩二（関西学院大学名誉教授）

2014 年 4 月刊行　A4 判 ・総約 2,650 頁　 本体セット価￥138,000 ( ＋税 )　ISBN: 978-4-902454-85-7

● 1876 年 5 月 10 日から 11 月 10 まで、アメリカ独立 100 年を記念して開催されたフィラデルフィア万博は、アメリカの成

長と進歩の宣伝を目的としたアメリカの工業製品などの展示とともに、海外からも 30 か国以上が参加、7 つの主要会場を

含む広大な敷地には約 250 のパヴィリオンが作られ、978 万人を超える入場者があった。

●日本はウィーン万博に続き 2 度目の公式参加をはたし、会場内に日本家屋を建て、陶磁器を中心とした工芸品をジャポニ

スムブーム最中の欧米に紹介した。また本万博は、翌年から日本で開催が始まった「内国勧業博覧会」のモデルとなった

ことも指摘されている。

●今回まとめられる本万博の初の資料集には、会場で販売されたガイドおよび出展品の公式目録と図入り万博史、そして日

本政府の出品目録に『日本史略』と題された同万博用の英文日本紹介冊子を加え、全 6点の資料を 5巻に収録する。

●西洋近代史研究やアメリカ史、アメリカ文化研究だけでなく、国際文化接触、多文化研究、メディア研究など、多様な視

点から研究の進む初期万博研究の基礎資料として必要不可欠な文献集。

■収録文献■

Volume 1： ［ガイドブックおよび日本関連資料］総約 435 頁
Visitors' Guide to the Centennial Exhibition and Philadelphia
Authorized by the Centennial Board of Finance, and Approved by the Director-General. The Only Guide-book Sold on the Exhibition 
Grounds, J. B. Lippincott & Co, Philadelphia, 1876, c. 52 pp. + 2 fold-outs

Magee's Illustrated Guide of Philadelphia and the Centennial Exhibition: A Guide and Description to All Places of Interest in or 
about Philadelphia, to the Centennial Grounds and Buildings, and Fairmount Park 
R. Magee & Son, Philadelphia, 1876, c. 193 pp. + 3 fold-outs + 1 color plate

『費府博覧会日本出品目録』
International Exhibition, 1876, Official Catalogue of the Japanese Section and Descriptive Notes on the Industry and Agriculture of Japan 
The Japanese Commission, Philadelphia, 1876, c. 138 pp. + 4 fold-outs + 2 color plates

『日本史略』
The Empire of Japan, Brief Sketch of the Geography, History and Constitution
Imperial Commission for the Philadelphia International Exhibition, Philadelphia, 1876, c. 45 pp.

Volume 2-3: ［公式出品目録］総約 1,210 頁 
United States Centennial Commission
International Exhibition 1876, Official Catalogue, 1876
2nd revised edition, John R. Nagle & Co., Philadelphia, 1876
Vol. 1: Part 1: Main Building and Annexes & Part 2: Art 
Gallery, Annexes, & Out-door Works of Art, c. 644 pp.
Vol. 2: Part 3: Machinery Hall, Annexes, & Special Buildings, 
c. 565 pp.

Volume 4-5: ［図説万博史］
James D. McCabe
The Illustrated History of the Centennial Exhibition Held 
in Commemoration of	 the One Hundredth Anniversary of 
American Independence
National Publishing Co., Philadelphia, 1876
Vol. 4: Chapter 1-13, c. 505 pp. + 13 fold-outs
Vol. 5: Chapter 14-31, c. 463 pp. 
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1862 年国際博覧会（第２回ロンドン万国博覧会）資料総覧
～公式図解カタログと『絵入り家庭新聞』国際博覧会特集～　【復刻版】全５巻＋別冊解説

The International Exhibition of 1862, London:
Official Illustrated Catalogue & Cassell's Illustrated Family Paper Exhibitor
【監修・解説】松村昌家（大手前大学名誉教授）

2014 年 2 月刊行　本体セット価￥168,000- （＋税）　ISBN: 978-4-902454-82-6
総約 3,400 頁（全 5 巻＋別冊）折込地図・図版（一部カラー）多数 / 判型：B5 判（第 1-4 巻）、A4 判（第 5 巻）

1862 年にロンドンで開催された国際博覧会（第 2 回ロンドン万国博覧会）は、アルバード

公死去翌年の開催だったこともあり、水晶宮で行われた第 1 回ほど華やかさに欠けてはい

ましたが、世界各地より 39 か国が参加、1862 年 5 月から半年間に 610 万人が来場し、会

場のスペース含めその規模において第 1 回ロンドン万博を上回るものでした。クリミア戦

争や植民地インドでの反乱などを経験した英国でのこの万博は、大英帝国の国家主義が強

く打ち出され、軍需産業品や最新の工業製品が広く展示されましたが、また同時に、植民

地各地の展示やライバルのパリ万博を意識した美術・工芸品の展示にも大きなスペースを

割き、ヴィクトリア中期の大英帝国や世界の最先端の科学・技術、文化・芸術が結集した歴史的なイヴェントでした。

　幕末の日本からは、正式な出展はなかったものの、初代駐日英国公使ラザフォード・オールコックが自身の日本美術品

のコレクションを多数出品し、イギリスのジャポニスム・ブームに火をつけることになりました。また、開港延期の交渉

に幕府より派遣されていた文久遣欧使節はこの万博の開会式に賓客として出席しましたが、使節団の中には福澤諭吉、福

地源一郎らも含まれており、彼らがアームストロング砲など西洋の最新兵器や技術に大きな刺激を受けたことは想像に難

くありません。

今回の復刻資料集には、第 1 回ロンドン万博から第 2 回万博に至る歴史などの解説を含む英国展図入り目録全 2 巻に、

植民地や海外各国の目録各種をまとめ全 4 巻で刊行された公式資料集に、キャッセル社が発行した『絵入り家庭新聞』

の国際博覧会特集を加え全 5 巻にて出版いたします。いずれも初めて復刻される資料です。博覧会史、ヴィクトリア朝

研究、大英帝国史、日英交流史などから産業史、社会経済史研究まで、分野を超えてご利用いただける文献集です。

■ CONTENTS ■
Volume 1-4：The Illustrated Catalogue of the International Exhibition of 1862, London, Printed for Her Majesty's Commissioners

Vol. 1 (c. 835 pp.) : The Illustrated Catalogue of the Industrial Department, British Division - Vol. I
Grand Plans of Building and of Galleries
A Concise History of the International Exhibition of 1862

Vol. 2 (c. 875 pp.): The Illustrated Catalogue of the Industrial Department, British Division - Vol. II

Vol. 3 (c. 560 pp.): The Illustrated Catalogue of the Industrial Department, Colonial and Foreign Divisions
Colonial Possessions: Australia, South / Australia, Western / Bahamas / Barbados / Bermuda / Borneo / British Columbia / Canada / Cape of Good 
Hope / Ceylon / Channel Islands (Jersey and Guernsey) / Dominica / Hounduras, British / Jamaica / Malta / Mauritius / Natal / New Brunswick / 
Newfoundland / New South Wales / New Zealand / Nova Scotia / Prince Edward's Island / Queensland / St. Helana / St. Vincent / Tasmania / Trinidad 
/ Vancouvre / Victoria

A Classified and Descriptive Catalogue of the India Department
The Illustrated Catalogue of the International Exhibition, Foreign Division
Africa, Central / Africa, Western / Belgium / Brazil / China / Costa Rica / Denmark / Ecuador / France / France, Colonies of

Vol. 4 (c. 780 pp.): The Illustrated Catalogue of the Industrial Department, Foreign Division
 Germany: Austria at the International Exhibition of 1862
 Hanse-Towns	/	Mecklenburg-Schwerin
 Special Catalogue of the Zollverein-Department, First Division
 Special Catalogue of the Zollverein-Department, Second Division
 Greece / Hawaiian or Sandwich Islands / Hayti / Ioneian Islands / Italy / Japan / Liberia / Madagascar / Netherlands, The / Norway / Peru /  Portugal /  
Rome / Russia / Siam / Spain / Sweden / Switzerland / Turkey / United States / Uruguay / Venezuela

Vol. 5 (c. 315 pp.): Cassell's Illustrated Family Paper Exhibitor - containing About Three Hundred Illustrations, with letter-press 
descriptions of all the principal objects in The International Exhibition of 1862, Published by Cassell, Peter, & Galpin, London, 1862
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日英博覧会（1910 年）－公式史料と関連文献集成－

【復刻集成版】　全 11 文献・合本６巻＋別冊解説（日本語）

The Japan-British Exhibition of 1910: 
A Collection of Official Guidebooks and Miscellaneous Publications
監修・解説：松村昌家（大手前大学名誉教授）

2011 年 11 月刊行　約 3,500 頁（折込地図、図版（一部カラー）多数）　判型：第 1-2 巻：A5 判 　/　第 3-6 巻：A4 判

本体セット価￥148,000-（＋税）　ISBN: 978-4-902454-75-8 

２０世紀初頭の英国に、近代日本と台湾、朝鮮、満州を紹介した最大級のイベント
● 1910 年にロンドンにて開催された日英博覧会に関する、英文公式史料と博覧会に合わせて刊行された関連英

文文献をを集成する初の本格的史料・文献集

●英国や日本で刊行された英文による入場者向けガイドやカタログ、開催後に発表されたレポートに加え、この

博覧会開催に合わせて刊行されたロンドン・タイムズ紙の日本関連記事集成、日本の英字新聞ジャパン・ガゼッ

ト社刊行の英国産業界向けの日本案内、政治家で英文通信社の経営にも携わっていた望月小太郎が、博覧会

記念に出版した 800 頁を超える日本を宣伝用の大著『今日の日本』など、周辺の英文書も同時に復刻

●収録内容●

■ VOL. 1-3: OFFICIAL GuIDE, CATALOGuES & REPORT OF ThE ExhIBITION 
VOL. 1: Japan-British Exhibition, 1910, Shepherd's Bush London, Official Guide, 2nd ed. revised.
 London: The Japan-British Exhibition British Commission, 1910, c. 185 pp. (fold maps & numerous plates, some in colour)
 Japan-British Exhibition, 1910, Shepherd's Bush, London, Official Catalogue, 3rd ed.
 London: The Japan-British Exhibition British Commission / Bemrose & Sons, 1910, c. 342 pp.
 Imperial Geological Survey of Japan: with a Catalogue of Articles exhibited at the Japan-British Exhibition held at London,  
 England in 1910, Tokyo: Imperial Geological Survey, 1910, c. 102 pp. c. 102 pp. (fold maps)

VOL. 2: An Illustrated Catalogue of Japanese Old Fine Arts displayed at the Japan-British Exhibition, London, 1910.
 Tokyo: The Shimbi Shoin, 1910, c. 255 pp. (numerous plates)
 An Illustrated Catalogue of Japanese Modern Fine Arts displayed at the Japan-British Exhibition, London, 1910.
 Tokyo: The Shimbi Shoin, 1910, c. 181 pp. (numerous plates)
 Kyoto, [Handbook] issued by Kyoto's Exhibitors' Association to the Japan-British Exhibition 1910.
 Kyoto Exhibitors' Association, 1910, c. 160 pp. (plates some in colour)

VOL. 3: Official Report of the Japan British Exhibition, 1910, at the Great White City, Shepherd's Bush, London
 London: Printed by Unwin Brothers, 1911, c. 559 pp. (numerous illustrations and a fold map)

■ VOL. 4-6: MISCELLANEOuS PuBLICATIONS RELATED TO ThE ExhIBITION 
VOL.4: The Japanese Empire: A Reprint of the Times Japanese Edition, July 19, 1910
 London: J.P. Bland, 1910, c. 445 pp. (fold maps & numerous plates)

VOL. 5: The World's Work, June 1910, a Japanese Number (The Alliance and the Empire / The Manchurian Railway / 

 The Japan-British Exhibition), London: William Heineman, 1910, c. 110 pp. (plates)　 

 Japan Alliance Exhibitional: to promote Anglo-Japanese Commerce

 Yokohama: Japan Gazette, 1910, c. 239 pp. (fold map & numerous plates, some in　colour)

VOL. 6: Japan To-day; a Souvenir of the Anglo-Japanese Exhibition held in London 1910 
 (a Special Number of the "Japan Financial and Economic Monthly"), by Kotaro Mochizuki.
 Tokyo: "The Liberal News Agency", 1910, c. 892 pp (fold map & numerous plates, some in colour)
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英領インド人の旅した世界 
－ 19 世紀～ 20 世紀初頭紀行文集成－【復刻集成】全 5 巻

Indian Travel Writing, 1841-1943
Edited by Pramod K. Nayar, Dept. of English, University of Hyderabad
2016 年 12 月刊行　総約 2,300 頁　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN：978-4-86166-193-8

◆英領インド時代に世界各地を旅したインド人が残した英文紀行文。

◆インド人のみた、ヴィクトリア期から戦前期のイギリス、ヨーロッパ、北米、日本含む極東アジア、

オセアニア、中東、アフガニスタン、そしてアフリカ。

　大英帝国による実質的な植民地化が進んだ 19 世紀半ばのインドでは、西洋の近

代的教養を身につけた上流・知識人階級の人々がインド版グランドツアーともいえ

る海外旅行を始め、その見聞録が英語で出版されるようになります。宗主国イギ

リスやヨーロッパ大陸だけでなく、アメリカや日本、アジアを旅したこれらの著

者の旅の目的はそれぞれですが、支配されている国の支配階級である彼（女）が

西洋を旅した際の内からでも外からでもない視線、そして中近東、極東アジアな

ど非西洋文化圏へ旅したときに抱く西洋人とは異なるエキゾティシズムなど、複

雑な植民地言説がこれらの旅行記の中に読み取れます。

　本コレクションは、19 世紀～戦前期にインド国内や英米で出版されたインド人

による海外旅行記を精選し、それらの抜粋を地域別に編集し復刻にて収録します。

王族、政治家、法律家、社会改革家、商人、スポーツ家や芸術家など女性を含む

多様な著者による記録で、各地の風俗、地理はもとより、文学・芸術、政治制度、

人権、階級といった社会問題など、それぞれ異なる問題意識が特徴的にあらわれ

ている文献を広く集めています。英国・ヨーロッパを 2 巻、北米、極東・オセア

ニア、中東・アフリカ・アフガニスタンをそれぞれ 1 巻にまとめ、各巻に編者の

解説を付します。

　植民地史、帝国史やオリエンタリズム、西洋と東洋の間だけでなく非西洋文化

圏内での文化接触も含めたグローバル史など、近代史や文化史に関するより深い

調査、研究に大変貴重な原資料集です。

 

■各巻内容■

Volume 1-2: England and Europe（Extracts from 17 books）
Volume 3: North America (Extracts from 8 books)
Volume 4: The Far East, Australia and New Zealand (Extracts from 6 books)
Volume 5: Africa, Afghanistan and the Middle-East (Extracts from 7 books)
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■内容明細■

Volume 1: England and Europe
Introduction
1. Jehangeer Nowrojee and Hirjeebhoy Merwanjee, ‘Tour to 

the Naval Arsenals and Principle Seaports’, in Journal of a 
Residence of Two Years and a Half in Great Britain (London: 
WH Allen, 1841), pp. 385-450.

2. Diary of the Late Rajah of Kolhapoor during his Visit to Europe 
in 1870, Edward West (ed.), (London: Smith, Elder and Co, 
1872), pp. 1-41.

3. Lala Baijnath, England and India (Bombay: Jehangir B. Karani, 
1893), pp. 21-55, 185-207, 208-219.

4. N. L. Doss, Reminiscences, English and Australasian (Calcutta: 
MC Bhowmick, 1893), pp. 34-93. 

5. Jhinda Ram, My Trip to Europe (Lahore: Mufid-I-Am Press, 
1893), pp. 11-32, 45-9, 53-7, 75-85, 95-122.

6. Jagatjit Singh, My Travels in Europe and America, 1893 (London: 
George Routledge, 1895), pp. 162-200. 

7. Hajee Sulaiman Shah Mahomed, Journal of My Tours Round the 
World, 1886-1887 and 1893-1895 (Bombay: Duftur Ashkara 
Oil Engine Press, 1895), pp. 264-281.

8. Berhamji Malabari, The Indian Eye on English Life (Bombay: 
Apollo, 1895), pp. 148-171, 246-287.

9. Romesh Chunder Dutt, Three Years in Europe, 1868-1871 
(Calcutta: SK Lahiri, 1896), pp. 204-304.

Volume 2: England and Europe
Introduction 
10. T. B. Pandian, England to an Indian Eye, Or English Pictures 

from an Indian Camera (London: Elliot Stock, 1897), pp. 4-18, 
20-31, 79-83, 91-94.

11. Rakhal Das Haldar, The English Diary of an Indian Student, 
1861-62 (Dacca: The Asutosh Library, 1903), pp. 26-68, 72-84, 
88-93.

12. Syed Mahdi Hussain Bilgrami, Oxford and ‘Varsity Life (NP: A. 
Venoogopaul Pillya and Sons, 1907), pp. 1-55.

13. D. C. Jessawalla, The Story of My Life (Bombay: The Times, 
1911), pp. 274-297, 334-341.

14. Cornelia Sorabjee, India Calling: The Memoirs of Cornelia 
Sorabji (London: Nisbet, 1934), pp. 19-53.

15. S. Natarajan, West of Suez (Bombay: The Indian Social 
Reformer, 1938), pp. 12-35, 72-93.

16. Kshitish Chandra Banerjee, My Impressions of the West 
(Calcutta: Phani Bhusan Roy, 1938), pp. 102-143.

17. K. J. Kharas, R. D. Gandhi, R. D. Shroff, Across the Highways 
of the World, 2nd ed. (Bombay: NP, 1941), pp. 28-43.

Volume 3: North America 
Introduction 
18. A. L Roy, Reminiscences English and American: Part I: Three 

Years among the Americans (Calcutta: Roy, 1888), pp. 35-64, 
88-104.

19. Hajee Sulaiman Shah Mahomed, Journal of My Tours Round 
the World, 1886-1887 and 1893-1895 (Bombay: Duftur Ashkara 
Oil Engine Press, 1895), pp. 108-146.

20. Jagatjit Singh, My Travels in Europe and America, 1893 
(London: George Routledge, 1895), pp. 110-154.

21. Sudhindra Bose, Fifteen Years in America (Calcutta: Kar, 
Majumder & Co. 1920), pp. 24-38, 79-100, 261-279.

22. A. J. Appasamy, Student Life in the West (Madras: Christian 
Literature Society for India, 1929), pp. 9-16, 56-63, 72-83.

23. Cornelia Sorabjee, India Calling: The Memoirs of Cornelia 
Sorabji (London: Nisbet, 1934), pp. 290-299.

24. K. J. Kharas, RD Gandhi, RD Shroff, Across the Highways of 
the World, 3nd ed. (Bombay: NP, 1941.), pp. 98-120.

25. D. F. Karaka, New York with its Pants Down (Bombay: Thacker 
& Co., 1946), pp. 9-24, 33-40, 52-58, 81-87.

Volume 4: The Far East, Australia and New Zealand
Introduction 
26. N. L. Doss, Reminiscences, English and Australasian (Calcutta: 

MC Bhowmick, 1893), pp. 163-219.
27. Hajee Sulaiman Shah Mahomed, Journal of My Tours Round 

the World, 1886-1887 and 1893-1895 (Bombay: Duftur Ashkara 
Oil Engine Press, 1895), pp. 60-72.

28. Jagatjit Singh, My Travels in China, Japan and Java, 1903 
(London: Hutchinson & Co., 1905), pp. 5-14, 57-99.

29. Sarat Chandra Das, A Journey to Lhasa and Central Tibet (New 
York: EP Dutton and London: John Murray, 1902), pp. 1-44, 
104-121, 171-194.

30. Syed Ross Masood, Some Impressions of Japan (Hyderabad: 
Government Central Press, 1926), pp. 3-22.

31. Lalubhai Samaldas, My Impressions of Japan (Bombay: DB 
Taraporewala Sons & Co., 1933), pp. 5-7, 10-21, 106-129.

Volume 5: Africa, Afghanistan and the Middle-East
Introduction 
32. Mohan Lal, Journal of a Tour through the Panjab, Afghanistan, 

Turkistan, Khorasan, and part of Persia (Calcutta: Baptist 
Mission Press, 1834), pp. 71-124, 252-279, 289-305.

33. Hajee Sulaiman Shah Mahomed, Journal of My Tours Round 
the World, 1886-1887 and 1893-1895 (Bombay: Duftur Ashkara 
Oil Engine Press, 1895), pp. 16-23, 40-50, 306-318.

34. Hamid Yar Jung, A Trip to Baghdad (Bombay: The Bombay 
Gazette Press, 1908), pp. 4-28.

35. C. M. Cursetjee, The Land of the Date (Bombay: DB 
Taraporewala, 1918), pp. 30-39, 42-45, 50-61, 70-73, 87-98, 
120-124, 138-141, 150-157, 173-183, 212-222.

36. Sorab K.  H. Katrak, Through Amanullah’s Afghanistan 
(Karachi: DN Patel for Sind Observer and Mercantile Steam 
Press, 1929), pp. 25-34, 40-44, 60-65, 79-85.

37. K. J. Kharas, R. D. Gandhi and R. D. Shroff, Across the 
Highways of the World (Bombay, 1941), pp. 41-2, 47-70.

38. Kshitish Chandra Banerjee, Across the Near East (Calcutta, 
1943), pp. 7-75.
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●産業革命とともに近代化が進んだ、19 世紀～ 20 世紀初頭の英国の主要地方

都市に関する同時代のガイドブックの復刻集成。

● 1831 年に創立された英国科学振興協会（The British Association [for the 
Advancement of Science]）が、英国内各都市で巡回開催した年大会用に作成

した参加者向けの開催都市ガイドから選書し、ヴィクトリア期・エドワード

期英国地方都市研究のための同時代一次資料集として提供。

●各ガイドの編集は各都市協会支部に委ねられ、いずれもそれぞれの都市の郷

土史家や科学愛好家などが中心となり執筆された。各地の地理、歴史、経済、

産業、教育、芸術から生態系などを簡潔にまとめ紹介しており、この時代の

地方都市の客観的な史資料として信頼できるソースになっている。

●第 1 期北部編、第 2 期中部・南部編全 12 巻にイングランド 16 都市のガイド

17 点を収録、多数の折込地図なども含め完全復刻。

●多くのイギリス 19 世紀文学の中にも頻繁に使われる舞台となったこれらの都

市の同時代のや地図は、イギリス近代史、都市・地方史研究の一次資料とし

てだけでなく、文学・文化研究の資料としても有用。

イングランドの地方都市
―ヴィクトリア期・エドワード期のガイドブックコレクション－

Provincial Towns in Victorian and Edwardian England: 
A Collection of Local Town Handbooks for the British Association of the Advancement of Science

【編集・解説】　伊藤航多（津田塾大学）

第１期 : 北部編　9文献・合本 6巻＋別冊解説

Part 1: Northern England
2014 年 11 月刊行　A5 判　総頁数：約 2,350 頁（折込地図・図版多数）

本体セット価：￥128,000- （＋税）　ISBN: 978-4-902454-88-8 

■収録明細■

Volume 1: [Newcastle-upon-Tyne] A Hand-book to Newcastle-on-Tyne,
                  1863, c. 350 pp.
Volume 2: [York] A Handbook to York, 1906, c. 380 pp.
Volume 3: [Leeds and Airedale] Handbook for Leeds and Airedale, 1890,
                   c.140 pp.
                   [Bradford] Handbook to Bradford and the Neighbourhood, 1900,
                   c. 200 pp.
Volume 4: [Sheffield] Handbook & Guide to Sheffield, 1910, c. 510 pp.
Volume 5: [Manchester] Handbook of Manchester, 1887, c. 125 pp.
                  [Manchester] Manchester in 1915, 1915, c. 120 pp. 
                  [Liverpool] Handbook to Liverpool, 1896, c. 200 pp.
Volume 6: [Southport] Southport: A Handbook of the Town and
                  Surrounding, 1903, c. 260 pp.
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第 2期 : 中部・南部編　8文献・合本 6巻＋別冊解説

Part 2: Middle & South England
2016 年 11 月刊行　A5 判　総頁数：約 2,200 頁（折込地図・図版多数）

本体セット価：￥128,000- （＋税）　ISBN: 978-4-902454-89-5

■収録明細■

Volume 1: [Nottingham] Allen's Illustrated Handbook and Guide to All the Places of Interest
            in Nottingham and Its Environs, 1866, c.290 pp.
Volume 2: [Leicester] A Guide to Leicester and District, 1907, c. 450 pp.
Volume 3: [Birmingham] Handbook of Birmingham, 1886, c. 380 pp.
Volume 4: [Canterbury] Handbook to the City of Canterbury, 1899, c. 100 pp.
                  [Dover] Handbook to Dover, 1899, c. 130 pp.
Volume 5: [Portsmouth] Handbook and Guide to Portsmouth, 1911, c. 250 pp.
Volume 6: [Bath] Handbook to Bath, 1888, c. 290 pp.
                  [Bristol] Handbook to Bristol, 1898, c. 240 pp.

… 本シリーズに収録したガイドブックの多くが、市庁舎や図書館、学校や病院といったアメニティの

紹介に紙数を割いているのも、そうした [ 社会が時を追ってより高いステージへと進歩し続けるという

ヴィクトリア朝的 ] 都市の近代性という理念の表れであろう。このような地域社会の進歩という筋書き

は、国民意識の問題とも無関係ではない。それぞれの地域における産業や文化の発展が、ローカルな次

元にとどまらず、イングランド／イギリスの国全体の繁栄に寄与してきたという「国民の歴史（ナショ

ナル・ヒストリー）」の文脈で語られたのである。　英国科学振興協会のガイドブックは、このように

郷土誌をより広い視点から捉え直すのに適した一次史料であり、今後こうした文献のさらなる分析をと

おして、近代イギリスの社会や文化に関する研究がいっそう深まっていくことに期待したい。

（伊藤航多著　第 2 期解説「旅から郷土誌へ　英国科学振興協会のガイドブック」より）
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ジョサイア・コンダー編

世界旅行者大全　【復刻版】全３０巻 / 全５回配本

The Modern Traveller
A Description, Geographical, Historical, and Topographical, of the Various Countries of the Globe
By Josiah Conder
底本：London: James Duncan, 1830 (2nd edition) [1st edition 1825-1829]

【監修・解説】原田範行（慶應義塾大学教授）

ヴィクトリア期直前の『大英帝国』が旅した世界
● 19 世紀前期の英国で、The Eclectic Review や The Patriot 紙の編集者として

活躍していたジョサイア・コンダー（鹿鳴館の建築などで著名なコンドルの
祖父）が、自ら執筆・編集した世界旅行ガイド全 30 巻を、多くの図版、折
り込み地図含め完全復刻。

●蒸気機関の発明による交通革命時代の直前、1825 年から数年にわたり出版さ
れた本書は、それまでに多く出版されていた空想的外国旅行記や航海記の内
容とは一線を画し、地球が小さくなりなり始めていたこの時代の旅行者や一
般読者に、最新の客観的情報を出来る限り広く提供する方針で、中東諸国、
アジア、アフリカ、南北アメリカなどを旅する際に有用な、各国の地理、歴
史、政治状況、文化、風習、そして主要都市や旅行ルートに沿った名所旧跡、
景勝地などを詳細に解説。携帯可能なポケット版で刊行された。（今回の復
刻では約 20％拡大し B6 判にて復刻。）

● 18 世紀の旅行・紀行記の出版スタイルを残しつつも、本書より約 10 年後に刊行が始まるマレーの旅行ハン
ドブックなど、今日につながる各国別の旅行ガイドを予感させる出版物で、近代ツーリズム史の研究にはも
ちろん、19 世紀英国文化研究資料としても貴重な文献。

●各配本毎に監修者による解説（英文および和文）付。

世界旅行記、もしくはヴィクトリア朝覇権戦略の情報源―ジョサイア・コンダー編『世界旅行者大全』の魅力― 

原田範行（東京女子大学教授）

　ジョサイア・コンダー編『世界旅行者大全』は、1825 年から 29 年にかけて、十二折本全 30 巻として刊行された。「世界各

国の地理、歴史、地誌に関する記述」という副題が示す通り、対象はヨーロッパから中東、アジア、アフリカ、南北アメリカ

に及び、まさしく世界旅行者のためのポケット版必携書となっている。今回復刻刊行されるのは、地図や図版なども整備され

たその第二版（1830 年刊）で、原本は初版と同じく十二折本であったが、読みやすさを考え、20％ほど拡大した B6 判となっ

ている。

　『世界旅行者大全』の魅力は、何といっても、その記述が詳細で、各国の地理・歴史のみならず、名所・旧跡や景勝地、そ

してそれらを結ぶ旅行ルートの解説まで懇切丁寧になされているということである。その情報は、今日でも少なからず役に立

つ。だが、それにも増して魅力的なのは、この詳細な記述こそ、1830 年の、すなわちヴィクトリア朝をむかえる直前の「大英

帝国」が有した世界各地の情報を如実に反映したものであるということだ。それは、この帝国がその後世界中に覇権を展開し

ていくための橋頭堡でもあったと言えるだろう。大英帝国がそれぞれの国をどう捉えていたのか、それがはっきりと分かるの

である。

　著述と編纂は、ジョサイア・コンダーという一人の精力的な文筆家によってなされた。『パトリオット』をはじめとする雑

誌編集や讃美歌作者としても知られるが、イギリスにおける反奴隷制運動の中心的な人物の一人でもあった。鹿鳴館建築で有

名な同名の「コンドル」は、彼の孫にあたる。興味深いことに、この『大全』には、実は重要な二つの地域が抜けている。オ

セアニアと、そして『ガリヴァー旅行記』のような 100 年前のフィクションにさえ登場する日本だ。その不在の理由をあれこ

れ詮索してみるだけでも実に愉しい。それだけ『大全』としての完成度が高いのである。 
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The Modern Traveller －シリーズ完結　　全 30 巻セット 特価￥370,000-（本体）

第１回配本：中東諸国編　全６巻＋別冊解説（英文・和文）

Part 1: Palestine, Syria, Asia Minor, Egypt, Nubia, & Abyssinia
2012 年 3 月刊行　総約頁 2,300 頁　ISBN: 978-4-902454-67-3　本体セット価￥88,000-（＋税）

【第 1 回配本　各巻内容】

Vol. 1: 『パレスチナ』Palestine, c. 382 p. Vol. 4: 『アラブ諸国』Arabia, c. 372 p.
Vol. 2: 『シリア』 Syria 1, c. 360 p. Vol. 5: 『エジプト』Egypt 1, c. 374 p.
Vol. 3: 『シリア＆小アジア地域』Syria 2 & Asia Minor, c. 370 p. Vol. 6: 『エジプト、ヌビア＆アビシニア』Egypt 2, Nubia & Abyssinia, c. 376 p.

第２回配本：インド、ビルマ、ペルシャ、中国　全７巻＋別冊解説（英文・和文）

Part 2: India, Birmah, Persia, & China
2013 年 2 月刊行　総約 2,700 頁（図版 25 点、折込地図 4 点）　ISBN: 978-4-902454-68-0　本体セット価￥88,000-（＋税）

●第 2 回配本は、インドおよびビルマ、ペルシャ、中国を対象に、英国の一般読者へ向けてこの時代の「最新情報」を紹介。
●特に支配力を強めていたインドには 4 巻を費やし、ヴィクトリア朝直前の英国人のインド像を語る文献としても重要資料。

【第 2 回配本　各巻内容】

Vol. 7-10: 『インド』 India c.1,545 pp.  Vol. 12: 『ペルシャ』Persia 1, c. 376 p. 
Vol. 11:  『ビルマ』 Birmah, c. 387 pp.  Vol. 13 『ペルシャ、中国』 Persia 2 & China, c. 356 p.

第３回配本：トルコ、ギリシャ、ロシア、スペイン、ポルトガル　全６巻＋別冊解説（英文・和文）

Part 3: Turkey, Greece, Russia, Spain, & Portugal
2014 年 3 月刊行　総約頁 2,200 頁　( 図版約 20 点、折込地図 3 点）　ISBN: 978-4-902454-69-7　本体セット価￥88,000 -（＋税）

●第 3 回配本は西側諸国とイスラム圏の接点であった５地域を中心に 6 巻を復刻。帝国主義の時代に、さまざまな国際紛
争の舞台となるこれらの地域への、19 世紀初期の英国人の関心や理解を探る資料としても貴重な文献。

【第 3 回配本　各巻収録地域】

Vol. 14:『トルコ』Turkey, c. 368 p.    Vol. 17:『ロシア』Russia, c. 348 p.
Vol. 15:『ギリシャ①』Greece 1 & The Morea, c. 382 p.  Vol. 18:『スペイン①』Spain 1, c. 379 p.
Vol. 16:『ギリシャ②』Greece 2 (The Morea & Hellas), c. 352 p. Vol. 19:『スペイン②およびポルトガル』Spain 2 & Portugal, c. 352 p.

第 4回配本：アフリカ、北米　全５巻＋別冊解説（英文・和文）

Part 4: Africa & North America, c.1,820 p. (incl. 16 plates & 3 folded maps) 
2015年 6月刊行　ISBN: 978-4-902454-70-3　本体セット価￥88,000 -（＋税）

●第 4 回配本はアフリカと北米地域を扱う 5 巻を収録。
●奴隷貿易の禁止にもかかわらず奴隷制度の残る 19 世紀初頭にあって、前世紀に三角貿易の中心となっていた英国はアフ

リカをどのように描いたのか、アメリカ独立の経緯やその後の様々な英米間の衝突、そして植民地カナダに対する「近代」
イギリスの視線、等々、ヴィクトリア朝直前の英国と世界との複雑な関係を映しだす格好の同時代資料。

【第 4 回配本　各巻収録地域】

Vol. 20: 『アフリカ①』Africa 1, c. 384 p.   Vol. 23: 『北アメリカ①』North America 1, c. 383 p.
Vol. 21: 『アフリカ②』Africa 2, c. 364 p.   Vol. 24: 『北アメリカ②』North America 2, c. 342 p.
Vol. 22: 『アフリカ③』Africa 3, c. 336 p. 

第 5回配本『中南米、南米』全６巻＋別冊解説

Part 5: Mexico, Guatimala, Colombia, Peru, Brazil & Buenos Ayres, c. 2,170 p. (incl. 19 plates & 4 maps) 
2016年 9月刊行　ISBN: 978-4-902454-71-0　本体セット価￥88,000 -（＋税）

【第５回配本　各巻収録地域】

Vol. 25: 『メキシコ①』Mexico 1, c. 382 p.    Vol. 28: 『ペルー』 Peru, c. 372 p. 
Vol. 26: 『メキシコ②およびグアテマラ』Mexico 2 & Guatimala, c. 332 p. Vol. 29: 『ブラジル①』Brazil 1, c. 358 pp. 
Vol. 27: 『コロンビア』Colombia, c. 366 p.    Vol. 30: 『ブラジル②およびブエノスアイレス』

	 	 	 	 	 	 	 	 	 Brazil 2 & Buenos Ayres, c. 354 p. 
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●収録内容●

Volume 1:
Japan: containing illustrations of the character, manners, customs, 
religion, dress, amusements, commerce, agriculture, etc. of the 
people of that empire, 1823, c. 348 pp. incl. 20 colour plates
Contents: Japanese Islands / Persons of the Japanese / Form of 
Government / The Dairi, or Spiritual Emperor / Dress of Both 
Sexes / Houses and Furniture / Marriage / Japanese Language / 
State of the Roads, Modes of Travelling / Public Festivals and 
Amusements / Agriculture / Fisheries / Foreigners / Islands of 
Yesso and Sagaleen, etc.

Volume 2-3:
China: containing illustrations of the manners, customs, character, 
and costumes of the people of the Empire [1823]
v. 1: c. 275 pp. incl. 15 colour plates
v. 2: c. 304 pp. incl. 15 colour plates
Contents: Mandarin / A Lady of Distinction / Imperial Sedan-
Bearer / A Female Bonze / A Watchman / A Matchlock Soldier / An 
Infantry Soldier / Juggler / A Chinese with Umbrella / Confectioner 
/ Seamstress / Waterman / Itinerant Fruit-Seller / Fruit Stall / A 
Bookseller’s Stall / An Itinerant Flower-Seller / Pedlar / Dog-
Seller / Fisherman / Countryman with a Cloak of Rice Straw / 
Barber / Viper-Seller / Pigeon-Seller / Puppet-Show /The Miao-Tse 
/ Chinese Mahometans / Eleuth Tartar / Corean Mandarin / Filial 
Respect of the Chinese / Mourning / Funeral, etc. 

＜ 100 点以上のカラー図版とともに、日本、中国、フィリピン、インドネシア、

　ミクロネシア、ポリネシアを西洋に紹介した 19 世紀初頭のシリーズ＞

19 世紀ミニチュア世界の中のアジア・パシフィック
全７巻＋別冊解説
The World in Miniature;
Japan, China, The Asiatic Islands and New Holland, & South Sea Islands

【監修・解説】志渡岡理恵（実践女子大学）

2015 年 2 月刊行　A6 判・総約 2,320 頁（カラー図版 102 点）　本体セット価 ￥128,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-185-3 

ドイツから移民したルドルフ・アッカーマン（Rudolf Ackermann，1764-1834）が 1796 年にロンド

ンに創立したアッカーマン社は、 The Microcosm of London (3 volumes, 1808?1811), Westminster Abbey (2 
volumes, 1812) など彩色版画入りの大型絵入り本や、絵入り雑誌 Repository of Arts, Literature, Fashions 
(1809-1829) で知られる、19 世紀の初めの英国を代表する書肆です。なかでも Repository of Arts の編

集者で、自身イラストレーターでもあったフレデリック・ショバール（Frederic Shoberl, 1775-1853）
の編著で刊行した The World in Miniature (43 volumes, 1821-6) は、世界各地の地理、文化、風習、服

飾などをカラー図版入りで紹介し大成功したシリーズです。文字通り一般読者向けの小型本として

製作され、海外に目を向け始めたヴィクトリア期直前の英国近代市民の間で人気を博し、6 年間に全

43 巻が刊行されました。

 本集では、この The World in Miniature シリーズのなかの、日本（全 1 巻）、中国（全 2 巻）、フィリピン、

インドネシアなど東南アジア地域（全 2 巻）、ハワイやニュージーランドを含むミクロネシア・ポリ

ネシア地域（全 2 巻）の計 7 巻を 100 点以上の彩色図版とともに復刻するものです。伝聞や想像をもとに著された 18 世紀

の書物の中にある記述とは異なり、この地域を旅し、滞在した西洋人の旅行記などから「事実」を抽出した編集を試みては

いますが、まだそこには多くの誤解や先入観の入ったアジア像が見出されます。産業革命や交通の近代化とともに世界が小

さくなりだしたこの時代を象徴する本書は、英国や西洋に日本やアジアの国々がどのように映っていたのかを視覚的にも認

識させてくれる興味深い資料です。

Volume 4-5:
The Asiatic islands and New holland: being a description of the 
manners, customs, character, and state of society of the various 
tribes by which they are inhabited [1824]
v. 1: c. 338 pp. incl. 14 colour plates
v. 2: c. 324 pp. incl. 12 colour plates
Contents: The Philippine Islands / The Marian Islands / Sumatra 
/ Engano / The Nassau or Poggis Islndas / Poulo Nias / Nicoabar 
Islands / The Andaman Islands / Java / Bali / Timor / Savu / Rottie 
/ Ombay / Borneo / Celebes / Amboyna / Rawak / Waigioo / New 
Guinea / New Holland / Van Diemen’s Land 

Volume 6-7:
South Sea Islands: being a description of the manners, customs, 
character, religion, and state of society among the various tribes 
scattered over the Great Ocean, called the Pacific, or the South Sea, 
[1824]
v. 1: c. 362 pp. incl. 11 colour plates
v. 2: c. 362 pp. incl. 15 colour plates
Contents: The Friendly Islands / Sandwich 
Islands / The Marquesas / Easter Island / 
Society Islands / The Feejee Islands / New 
Zealand / Radack Islands / The Caroline 
Islands / New Caledonia / The New Hebrides 
/ Pitcairn’s Island
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モダン・ツーリズム・ライブラリー　第４回配本

【和書復刻版】　世界旅行 萬國名所圖繪　（全７冊）　
　　　　　　　付録●世界旅行 萬國全地圖　合本全４巻

Illustrated Guide Book for Travellers round the World & The Map for Travellers round the World
青木恒三郎編輯 南枝醇閲　／　監修・解題：荒山正彦（関西学院大学文学部教授）

底本：大阪 ［青木］ 嵩山堂刊（明治 18-19 年）地図（明治 20 年）［Osaka : Awoki Szandow, 1885-1887］

2012 年 11 月刊行　本体セット価：￥78,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-159-4
判型：B6 判（原本版面を約 20％拡大）/　別冊カラー地図：44 x 66cm を B6 判に折込　総約 1,110 頁

●青木恒三郎（1863-1926）が明治 10 年に大阪で創業し、出版から印刷、書籍（和洋書）

小売にいたる総合図書ビジネスを東京から全国に広げた青木嵩山堂（あおきすうざんど

う）が、『内國旅行　日本名所圖繪』と並んで発行した『世界旅行 萬國名所圖繪』の復刻版。

●明治 18-20 年に全 7 冊と別冊折込大地図の計 8 冊のシリーズで刊行された原本を 4 巻

に合本、約 20％拡大し B6 判にて復刻。

●仮名垣魯文の『西洋道中膝栗毛』が人気を博し、明治政府の欧化政策により鹿鳴館時

代が幕開け、異国への関心を強く持った一般向けに出版された世界案内。

●洋書販売も行っていた青木恒三郎が、海外文献からの豊富な情報を用い、世界各地の

歴史、地理、風俗を詳しく紹介、さらにほぼ全頁に掲載されている半頁以上の版面を占

める銅板挿絵により、明治期日本人のヴァーチャルな世界周遊旅行体験を可能にした。

● 1885 年 5 月に創刊、当初西洋各国のガイドを隔月 5 巻のみ刊行するシリーズであった

が、その後アジアを対象とした 2 巻を加え、全 7 巻を約 1 年間半を費やし完結、その後

も版を重ねた。

●初版本の美麗な各巻表紙もカラーで再現し、巻頭の「外国時刻早見表」（回転板付き各

国の時刻を表示）や、シリーズ完結後製作され今日入手の困難なカラー大地図も収録する。

●図書館所蔵の原本は貴重書扱いが多く、今回の初の復刻出版で、研究資料としての本

書の利便性を高める。

●観光文化史の視点から近代日本を研究する監修者による解題入り。

【各巻内容明細】

第 1 巻：約 235 頁

解題：荒山正彦（関西学院大学文学部教授）

巻ノ一：北亜米利加之部、明治 18 年 5 月、約 115 頁

巻ノ二：英吉利、葡萄牙、西斑牙、佛蘭西之部、明治 18 年 8 月、約 100 頁 

第 2 巻：約 275 頁

巻ノ三：仏蘭西巴黎、白耳義、和蘭、日耳曼、嗹馬、北洋旅行沿革、明治 18 年 10 月、約 115 頁

巻ノ四：北氷洋洲奇觀、那威、瑞典、魯西亞、土耳其、希臘、伊太利、墺斯利、瑞西、

　　　　明治 19 年 1 月、約 160 頁

第 3 巻：約 365 頁

巻ノ五：亞非利加、亞西尼亞兩洲之部、明治 19 年 4 月、約 180 頁

巻ノ六：亞細亞土耳其、阿剌比亞、波斯土耳其斯坦、阿非業斯坦、皮路直坦、印度又天竺、西藏

　　　　明治 19 年 7 月、約 185 頁

第 4 巻：約 230 頁＋折込地図

巻ノ七：緬甸、巫來由半島、暹羅老 ?、東蒲寨、安南、支那、朝鮮、日本、明治 19 年 1 月、約 230 頁

『世界旅行 萬國全地圖』カラー地図 1 枚、明治 20 年 1 月
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 モダン・ツーリズム・ライブラリー　第２回配本

アメリカ少年の旅した 19 世紀の

日本・中国・アジア・アフリカ　【復刻版】全５巻

The Boy Travellers in the Far East
～ Adventures of Two Youths in a Journey to Japan and China / Siam and Java / Ceylon 
and India / Egypt and the Holy Land / Africa, By Thomas Wallace Knox
【解説】中垣恒太郎（大東文化大学経済学部） 

2012 年 6 月刊行　約 2,300 頁（図版多数・一部カラー）　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-154-9

19 世紀アメリカの旅行作家トマス・ノックス（Thomas Wallace Knox, 1835-1896) による、1879 年から 84 年に出版

された子どもや若者向け旅行記シリーズの復刻版です。

　南北戦争時に新聞記者として活躍したノックスは、その後世界を旅し、各地での豊富な経験から 40 作以上の旅

行記を発表、この時代を代表する人気旅行記作家となります。中でも The Boy Travellers シリーズはもっとも成功し、

世界へと目を向け始めていたアメリカ中産階級の子どもや若者向けの読み物、そして世界の中のアメリカを認識さ

せる啓蒙書として刊行が続けられ、計 20 タイトルが出版されました。

　今回復刻される The Boy Travellers in the Far East はこのシリーズ中の一部を成したもので、当初日本、中国からイ

ンドへの旅物語 3 巻本として企画されましたが、読者からの要望に応え、中近東とアフリカの巻が加えられ全 5 巻

となり完結したものです。いずれもアメリカの二人の少年が各国を旅した冒険物語のスタイルをとっていますが、

各地の地理、文化、社会、風俗に関する記述は、著者自身の経験に加え、当時の信頼できる書籍（例えば日本に関

する情報はオルコックやグリフィスの著書）を活用し、できる限り正確に世界の最新情報を教えるよう心掛けられ

ています。またカラー口絵や本文中の豊富な図版が、子ども達を見知らぬ地へと誘い、視覚的な理解も助けています。

　アメリカの時代 20 世紀が始まる直前、アメリカの子どもたちはアジアについて何を教えられ、どのような知識

とともにアジアを眺めていたのか？　戦前のアメリカの日本・アジア研究者は若い頃にこのような冒険物語を読ん

でいたのだろうか？ 等々の問いかけとともに、様々な刺激を与えてくれる文献です。観光・旅行、アメリカ文化、

児童文学・教育史、日米文化史、比較文化、東西文化接触など広い分野の研究にご活用ください。

【収録内容】

Volume 1:
The Boy Travellers in the Far East Part 1 - Adventures of Two Youths in a Journey to Japan and 
China,	Harper & Brothers, 1879, c. 425 pp.

Volume 2: 
The Boy Travellers in the Far East Part 2 - Adventures of Two Youths in a Journey to Siam and 
Java, with Descriptions of Cochin-China, Cambodia, Sumatra and the Malay Archipelago, Harper 
& Brothers, 1881, c. 450 pp.

Volume 3:
The Boy Travellers in the Far East Part 3 - Adventures of Two Youths in a Journey to Ceylon and 
India, with Descriptions of Borneo, the Philippine Islands and Burmah, Harper & Brothers, 1881, c. 
490 pp.

Volume 4:
The Boy Travellers in the Far East Part 4 - Adventures of Two Youths in a Journey to Egypt and the 
Holy Land, Harper & Brothers, 1882, c. 440 pp.

Volume 5:
The Boy Travellers in the Far East Part 5 - Adventures of Two Youths in a Journey through Africa, 
Harper & Brothers, 1884, c. 480 pp.
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◆収録文献◆

Volume 1:
A Lady［M.A.Hanway］
A Journey to the Highlands of Scotland, with Occasional Remarks on 
Dr. Johnson’s Tour
London: Fielding & N.D.Walker, 1776, xvi,163 pp.

Dorothy Wordsworths ( ed. by J.C. Shairp )
Recollections of a Tour Made in Scotland A.D. 1803
New York: G.P. Putnam’s Sons, 1874, xliv, 316 pp. 

Volume 2:
Mrs. Murray［Sarah Murray］
A Companion and Useful Guide to the Beauties of Scotland to the 
lakes of Wentmoreland, Cumberland, and Lancashire; and to the 
Curiosities in the District of Craven, in the West riding of Yorkshire. 
Also A Description of Part of Scotland…, Vol. 1
London: W. Bulmer & Co., 1810, xii, 456 pp.

Volume 3:
Mrs. Murray［Sarah Murray］
A Companion and Useful Guide to the Beauties of Scotland to the 
lakes of Wentmoreland, Cumberland, and Lancashire; and to the 
Curiosities in the District of Craven, in the West riding of Yorkshire. 
Also A Description of Part of Scotland…, Vol. 2
London: W. Bulmer & Co., 1810, xvi, 436 pp.

Volume 4:
Robert Heron
Observations Made in a Journey through the Western Counties of 
Scotland; In the Autumn of MDCCXCIL,	Vol. 1
Perth: R.Morison, 1793, vi, 387 pp.

スコットランドの旅
18-19 世紀旅行記・案内書コレクション復刻集成　全８巻 + 別冊解説

Scottish Tours:
A Collection of Travel Writings and Guide Books in the Romantic Era
【編集・解説】　金津和美（同志社大学文学部）

2012 年 9 月刊行　A5 判　c.3,535 pp. 　本体セット価￥148,000-（＋税）　ISBN: 978-4-902454-79-6

●スコットランド旅行文化の形成に先鞭をつけたジョンソン、ギルピン、ペナントなど、先駆的作品

の影響を受けて育まれた、18 世紀末から 19 世紀初頭のロマン主義期に刊行された代表的な旅行記

を集成

●ピクチャレスク美学からロマン主義的美学が醸成されていく、ピクチャレスク美学の伝統的規範か

ら逸脱し、より崇高美へと接近した過程を捉える

●スコットやワーズワスらイギリス・ロマン派文学の作品理解、美学研究、また近代ツーリズムの歴

史の研究に重要な作品群

Volume 5:
Robert Heron
Observations Made in a Journey through the Western Counties of 
Scotland; In the Autumn of MDCCXCIL, Vol. 2
Perth: R.Morison, 1793, iv, 514 pp. 

Volume 6:
John Stoddart
Remarks on Local Scenery and Manners in Scotland during the years 
1799 and 1800, Vol. 1
London: William Miller, 1801, xxiv, 310 pp. 18 pl.

Volume 7:
John Stoddart
Remarks on Local Scenery and Manners in Scotland during the years 
1799 and 1800, Vol. 2
London: William Miller, 1801, xiii, 342 pp. 17 pl.

Volume 8:
Walter Scott
Provincial Antiquities and Picturesque Scenery of Scotland with 
Descriptive Illustrations
London, John & Arthur N.D.Arch, Cornhill, 1826, lii, 208 pp. 51 pl.



42

19 世紀アイルランド

旅行ガイドコレクション
全５巻＋別冊日本語解説

Ireland in the 19th Century through Travellers’ Guides
【監修・解説】勝田俊輔（東京大学文学部）　

2015 年 6 月刊行　A5 判・約 2,400 頁（地図・図版多数）　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN 978-4-902454-90-1

1801 年にブリテン（イギリス）とアイルランドが合同し連合王国が発足して以降、両国の政治、経済、文化の関係

は緊密さを増し、人的な交流も盛んになります。本書はその 19 世紀に連合王国で刊行された旅行ガイドを、数多

くの図版や折込み地図など含め復刻するコレクションです。合同から世紀半ばの大飢饉、自治を求める運動が盛ん

になる世紀後半へと、激しく変化するアイルランドの 19 世紀が俯瞰できるよう、それぞれの時代の特色ある５種

の文献を収録します。

　アイルランド史研究としてだけでなく、アイルランド文学研究の背景資料や文化史、近代ツーリズム研究の資料

としてご利用いただけます。

●収録タイトル●

Volume 1:
The Travellers Guide through Ireland/ or, a Topographical 
Description of that Kingdom
Rev. Jo. Robertson 
Edinburgh & London: Denham & Dick - Vernon, Hood, and Sharp, 
1806, c.350 pp., incl. a fold-out, hand-coloured map.

Volume 2:
The Traveller's New Guide through Ireland
London: Longman, Hurst, Rees, Orme, and Brown, 1815, c. 580 pp. 
incl. a fold-out map

Volume 3:
A Hand Book for Travellers in Ireland, Descriptive of Its Scenery, 
Towns, Seats, Antiquities, etc., with Various Statistical Tables…
James Fraser
Dublin: William Curry, 1844, c. 748 pp., incl. a fold-out map

Volume 4:
The Irish Tourist's Illustrated Handbook for Visitors to Ireland in 
1852, 2nd ed.
London: Office of the National Illustrated Library, 1852, c.200 pp., 
incl. 3 fold-out maps

Volume 5:
Black's Tourist's Guide to Ireland, 19th ed.
Edinburgh: Adam & Charles Black, 1886, c. 478 pp. incl. 4 fold-out 
maps
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ポケット版　18 世紀英国旅行便覧
【復刻版】　全６巻＋別冊解説（日本語）

The British Tourists; or Traveller's Pocket Companion, through England, Wales, Scotland, and Ire-
land. Comprehending the most celebrated Tours in the British Islands. Edited by William Mavor

【監修・解説】原田範行（慶應義塾大学教授）

2009 年 6 月刊行　本体セット価￥98,000 -（＋税）　ISBN 978-4-902454-53-6　

A6 判・約 2,010 頁 ( 折込カラー地図 5 点 )　底本 : 増補改訂第 2 版 (London: E. Newbery, 1800)

●特権階級の娯楽であった旅行が、 少しずつ中産階級に広がり、 ピクチャレスク ・ ツアーが盛んになり始めた 18 世紀

末に編まれた英国旅行ガイドの嚆矢。 イングランド、 スコットランド、 ウェールズからアイルランドまでを網羅。

●この時代各地を旅し、記録を残したサミュエル・ジョンソン、アーサー・ヤング、トマス・ペナントらの紀行文などを原典に、

編者ウィリアム ・ メイヴァーが編集。

●旅行者のコンパニオンとして携帯に便利なポケット版として刊行すると同時に、 旅をする余裕のない若者や学生のた

め、 英国各地の情報を提供する参考図書を目指した書物。

● 1798 年の初版 （全 5 巻） の成功の後、 ロンドンとオックスフォード、 ケンブリッジ、 そして海水浴や温泉など行楽地

を収録した巻を加え、 全 6 巻で刊行された増補改訂第 2 版 （1800 年） を、 ほぼ原寸のポケットサイズで復刻。 地

名や名所、 史跡に関する巻末索引入り。

● 18 世紀からロマン主義時代の英国文学、 文化、 歴史研究および観光 ・ 旅行学の史料としても貴重。

■収録明細■
Volume 1: (frontispiece + xii + folding map + 302pp.)
 Fist Tour in Scotland by Thomas Pennant, in 1769.
 Second Tour in Scotland and a Voyage to the Hebrides, by Thomas Pennant, in 1772.
Volume 2: (iv + folding map + 342)
 Journey to the Western Islands of Scotland by Samuel Johnson in 1773.
 Tour in Ireland by Richard Twiss in 1775.
 Excursion to the Lakes, with a Tour through Part of the North of England by W. Hutchinson in 1773 and 1774.
 Tour through Some of the Midland Counties into Derbyshire and Yorkshire by Willam Bray in 1777.
Volume 3: (iv + folding map + 323)
 Tour through different Parts of England, Scotland, and Wales by Richard Joseph Sulivan in 1778.
 Tour in Ireland by Arthur Young made between 1776 and 1779.
 Tour through Monmouthshire and Wales by Henry Penruddocke Wyndham in 1774 and 1777.
 Journey from Chester to London by Thomas Pennant in 1780.
Volume 4: (iv + folding map + 313)
 Travels through various Parts of England in 1782 by Charles P. Moritz.
 Tour in England and Scotland in 1785 by Thomas Newte.
 Tour to the West of England by the Rev. Stebbing Shaw.
Volume 5: (iv + 310)
 Tour of the Isle of Wight by Mr. J. Hassell in 1789.
 Tour through the Isle of Man by David Robertson in 1791
 Tour through South Wales, and Some of the adjacent English Counties by Henry Skrine.
 Tour through North Wales, and Some of the adjacent English Counties by Henry Skrine.
 Journal of the Three Weeks Tour in 1797 through Derbyshire to the Lakes by Johnson Grant.
 Index to the Towns, Castles, Abbeys, Gentlemen’s Seats, Mountains, Views, etc.[in volumes 1-5]
Volume 6: (viii + folding map + iv + 316)
 Tour of London by Thomas Pennant
 Tour of the University of Oxford by the Editor.
 Tour of the University of Cambridge by a Student, in a Letter to a Friend.
 Tour of Health and Pleasure: or a Visit to the Principal Sea-Bathing Places, and Mineral Waters, in England, in a Letter to the Editor.
 A List of all the Cities, Boroughs, Market-Towns, and remarkable Villages, in England and Wales; The Days on which their
 Markets are held, and how far distant from London in measured Miles.
 Back Matter / Index / Index to the Colleges, Paintings, Curiosities, &c. Described in the Tour of the University of Cambridge
 Index to the Principal Sea-Bathing Places, and Mineral Waters, &c. in England, described in the Tour of Health and Pleasure.

本書の特色
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英国湖水地方への旅
18-19 世紀旅行記・案内書コレクション　全６巻＋別冊解説書

Lake District Tours: A Collection of Travel Writings and Guide Books in the Romantic Era

【編集・解説】小田友弥（山形大学教授）　

2008 年 2 月刊行　A5 判・約 2,720 頁　本体セット価￥138,000- ( ＋税 ) 　ISBN 978-4-902454-35-2

●ワーズワースをはじめ多くの英国ロマン主義文学者に賛美され、 その自然愛の象徴的対象となった湖

水地方に関する同時代の文献集成

●ピクチャレスク ・ ツアーが流行した時代の主要旅行記と案内書８点を図版、 地図とともに復刻

●英国ロマン主義文学を生んだ時代の一次資料、 そして 18 世紀から 19 世紀の湖水地方の百科事典

的情報源として貴重

■収録文献■

VOL. 1: c.397pp.
William Hutchinson, 
An Excursion to the Lakes, in Westmoreland and Cumberland, August 1773., 1st Edition, 1774. 193 pp.

Thomas West,
A Guide to the Lakes., 1st Edition, 1778. 204 pp.

VOL. 2: c.267pp
Joseph Budworth,
A Fortnight’s Ramble to the Lakes in Westmoreland, Lancashire and Cumberland., 1st Edition, 1792. xxvii, 267 pp.

VOL. 3: c.536pp
John Hausman,
A Topographical Description of Cumberland, Westmoreland, Lancashire., 1st Edition, 1800. xii, 536 pp.

VOL. 4: c.463pp / VOL.5: c.507pp.
William Green,
The Tourist’s New Guide, containing a description of the lakes, mountains, and scenery, in Cumberland, Westmoreland, 
and Lancashire, ...being the result of observations made during a residence of eighteen years in Ambleside and Kes-
wick., 1st Edition, 1819. xi,vii, 463 pp. / x, 507 pp

VOL. 6: c.547pp.
Joseph Wilkinson and William Wordsworth.
Select Views in Cumberland, Westmoreland and Lancashire., 1st Edition, 1810. xxxiv, 46 pp. plus 48 plates.

Jonathan Otley,
A Concise Description of the English Lakes, the mountains in their vicinity, and the roads by which they may be vis-
ited; with remarks on the mineralogy and geology of the district., 2nd Edition, 1825. 141 pp.

Edward Baines,
A Companion to the Lakes of Cumberland, Westmoreland and Lancashire; in a descriptive account of a family tour, 
and an excursion on horseback ...with a new, copious, and correct itinerary., 2nd Edition, 1830. vii, 312 pp.

本書の特色
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ウェールズへの旅 
英国 18-19 世紀紀行記・案内書復刻集成　全４巻＋別冊解説

Picturesque Wales - Facsimile Reprints of ''Pennant's Tours'' and ''Wales Illustrated''

Reprint supervised and introduced by Satoko Ito-Morino, Shizuoka University
監修・解説：森野聡子（静岡大学）

2009 年 12 月刊行　本体セット価￥98,000 -( ＋税 )　ISBN: 978-4-902454-54-3
判型：A5 判 (Vol. 1-3) / B5 判 (Vol. 4) ・総頁数：約 1860 頁（図版・白黒：156 点）

「連合王国」の周縁にあり独自のルーツを持つウェールズ文化は、同じブリテン島のなかでイングランド文化と複

雑に交渉しあいながら共存していますが、英国内でのウェールズへの関心は、18 世紀のウェールズ文化復興と期

を同じくする英国でのピクチャレスク・ツアーの流行が、景観鑑賞の対象としてウェールズの人気をよび、ウェー

ルズ観光が誕生していった頃に端を発するとされます。この時代ウェールズの知識人やウェールズを訪れたイギリ

スの作家達は、様々な旅行記や旅行ガイドを執筆、積極的にこの文化復興や観光に関わり、ウェールズの地位向上

に貢献します。

　今回の集成では、この時代を代表する以下の２種の文献を復刻し、18 紀末から 19 世紀にかけてのウェールズが

どのように描かれ、イメージされていったのかを知るための基本史料として提供します。図版を数多く含むこれら

の文献は、視覚資料としても価値が高く、研究、教育に広くご利用いただけます。

VOLUME 1-3 (size: A5)
Preface by Satoko Ito-Morino
Thomas Pennant (edited by John Rhys)
Tours in Wales, by Thomas Pennant, with Notes, Preface and Copious Index by John Rhys, 
Professor of Celtic in the University of Oxford, to which is added, An Account of the Fine 
Tribes of Cambria, and of the Fifteen Tribes of North Wales, and their Representatives, with 
their Arms, as given in Pennant's History of Whiteford and Holywell, new edition, 3 vols.
Caernarvon: H. Humphreys, 1883, c.1500pp. (44 plates.)

● 1778 年から 6 年を費やし刊行された、トマス・ペナント（1726-98）による大著。

初の総合的ウェールズ・ガイドとして知られる最重要文献。死後 1810 年にロンド

ンで刊行された新版が、ウェールズ・ガイドの決定版として 19 世紀を通し利用さ

れたが、今回は、その 1810 年の版を底本に 19 世紀の著名なケルト学者ジョン・リー

ズ（学生の大半がウェールズ人であったオックスフォード大学ジーザス・カレッジ

の学寮長）が、解説、注釈、付録資料、索引を加え、ウェールズにて 1883 年に出

版した貴重な学究版を復刻。

VOLUME 4 (size: B5)
Henry Gastineau
Wales. Illustrated, in a Series of Views, comprising the picturesque Scen-
ery, Towns, Castles ... Engraved on steel, from Original Drawings, by H. 
Gastineau. Accompanied by Historical and Topographical Descriptions.
London: Jones & Co., 1830, c. 360pp. (112 plates)

●英国の風景画家ヘンリー・ガスティノーが描いたウェールズの

100 箇所強の名所旧跡に、各地の地理や文化、歴史についての

簡潔な解説を加えた、19 世紀ウェールズのヴィジュアル版百科。

Thomas Pennant 
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西洋人女性の明治日本記
英文書誌事典　全１巻

Meiji Japan as Western Women Saw It 
A Bibliographic Companion
編・著　Ronald D. Klein / ロナルド・クライン ( 元広島女学院大学教授 )
2016 年 10 月刊行　B5 判・クロス装　約 345 頁（カラー図版・白黒写真入り）

本体価格：￥34,800（＋税）| ISBN: 978-4-902454-93-2　[Series: Victorian Lady Travellers in Asia]

●明治日本を著した西洋人女性約 200 名の詳しい人物情報と主著 600 点の解題、さらに

雑誌記事や二次文献も含めた 1,200 件近い書誌情報をまとめた初の本格的英文書誌。

●著者を①旅行者、②キリスト教宣教師、③日本滞在者、④小説家に分類し、各項目に

はその分野での西洋と日本との接触・関係史を詳説する序文が書き下ろされ、さらに

原書カヴァーや挿絵のカラー図版や著者の肖像写真など視覚資料も掲載。

Isabella Bird 

CONTENTS
Book Covers and Illustrations 
General Introduction 
Chapter I: Tourists and Travelers 
[Travel Writers 40 / Annotations 45 / Bibliography 109]
Portraits of Women Travelers
Introduction

1.Victorian Women Travelers
2.Women Tourists and Travelers to Japan 
3.Guide Books for Tourists
4.Varieties of Women Tourists and Travelers to Japan 
5.Conclusion

Key Works by Women Tourists and Travelers
Part 1: Early Impressions—1860s and 1870s
Part 2: The Second Wave—1880s 
Part 3: The Latecomers—1890s 
Part 4: The Last Wave — 1900 to the End of the Meiji Era

Bibliography                                        
Part 1: Works by Women Tourists and Travelers 
Part 2: Secondary Sources 
Part 3: Secondary Sources on Specific Authors 

Chapter II: Missionaries 
[Missionaries Writers 59 / Annotations 155 Bibliography 574 ]
Portraits of Women Missionaries
Introduction  

1. Women’s Work for Women Worldwide 
2.The Protestant Church 
3.The Roman Catholic Church 
4.The Greek Orthodox Church 
5.The Church Missionary Society
6.Other Christian Institutions

7.Women’s Education
8.Social Services 
9.Conclusion

Key Works by or about Meiji Women Missionaries
Part 1: Works by Missionaries
Part 2: Secondary Sources

Appendix 1: Early Women’s Missionary Societies
Appendix 2: List of Annual Letters from the Field by CMS 
Missionaries 
Appendix 3: Leading Missionaries in Women’s Education 
Appendix 4: Key Japanese Women Influenced by Missionaries 
Appendix 5: Girls’ Schools Founded 1870-1912

Chapter III: Sojourners
[Sojourners Writers 36 / Annotations 133 / Bibliography 159]
Portraits of Women Sojouners
Introduction                                                 
Key Works by Sojourners 
Bibliography                                         

Part 1: Works by Sojourners
Part 2: Secondary Sources 

Chapter IV: Writers 
[Writers (Authors) 74 / Annotations 286 / Bibliography 330]
Portraits of Women Writers
Introduction                                                 
Key Works by Writers
Bibliography 

Part 1: Works by Writers
Part 2: Secondary Sources 

Author Index
Mrs. Fraser
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モダン・ツーリズム・ライブラリー　第３回配本

世界周遊旅行の始まり－英文旅行ガイド・ハンドブック復刻集成

９文献・合本５巻＋別冊日本語解説

The Emergence of the World Tour - A Collection of Early Travel Guides and Handbooks
【監修・解説】伊藤久子（元横浜開港資料館調査研究員）

2010 年 11 月刊行　A5 判・約 3,100 頁（折込地図多数）　本体セット価￥143,000-（＋税）　ISBN  978-4-86166-136-5

●「世界周遊旅行」が始まった 19 世紀後半に英米で出版され、世界旅行者に広く利用された旅行ガイドや旅行者

用の要覧など計９点を 5 巻に収録

●アメリカ太平洋郵船が太平洋航路を開設するにあたって作成した『中国・日本新航路要覧』、ユニオン・パシフィッ

ク鉄道とセントラル・パシフック鉄道によるアメリカ大陸横断鉄道の開通にあわせて出版された旅行ガイド、中

国や日本の開国で設けられた開港場の情報を詳しく網羅した旅行者・商人・住民用の完全ガイド、英国で出版さ

れたレディー・トラベラー用の心得、そして英国の鉄道時刻表「ブラッドショー」が世界周遊旅行者のために初

めて出版した 1903 年の世界旅行ガイドなど、いずれもこの時代の貴重な資料類を、多数の折り込み地図も含め

収録

◆収録文献◆
VOL. 1: （約 630 頁）◇太平洋横断定期航路、アメリカ横断鉄道ガイド 3 点◇

A Sketch of the New Route to China and Japan, by the Pacific Mail Steamship Co.’s Through Line of Steamship between 
New York, Yokohama, and Hong Kong, via the Isthmus of Panama and San Francisco. San Francisco: Turnbull & Smith, 
1867. 104, [4] p.

Great Trans-Continental Tourist's Guide, Containing a Full and Authentic Description of Over Five Hundred Cities, Towns, 
Villages, Stations, Government Forts and Camps, Mountains, Lakes, Rivers, Sulphur, Soda and Hot Springs, Scenery, Watering 
Places, Summer Resorts… over the Union Pacific Railroad, Central Pacific Railroad of Cal., Their Branches and Connections 
by Stage and Water from the Atlantic to the Pacific Ocean. New York: Geo. A. Crofutt, 1870. 208 p., 1 folded map. 

The Pacific Tourist: Williams' Illustrated Trans-Continental Guide of Travel, from the Atlantic to the Pacific Ocean, 
Containing Full Descriptions of Railroad Routes ...: A Complete Traveler's Guide of the Union and Central Pacific 
Railroads, edited by Henry T. Williams.  New York: H. T. Williams, 1876. 293 p., 5 folded maps. 

VOL. 2:（約 750 頁）◇中国・日本開港場ガイド◇

The Treaty Ports of China and Japan: A Complete Guide to the Open Ports of Those Countries, together with Peking, Yedo, 
Hongkong and Macao, Forming a Guide Book & Vade Mecum for Travellers, Merchants, and Residents in General, edited 
by N. B. Dennys, Wm. Fred Mayers, and Chas. King. London: Trubner, 1867. 668 p., 29 folded maps.

VOL. 3: （約 720 頁） ◇世界周遊旅行者のための主要都市・港・旅行ルート事典◇

Our Ocean Highways: A Condensed Universal Hand Gazetteer and International Route Book, by Ocean, Road, or Rail, 
edited by J. Maurice Dempsey & W. Hughes. London: E. Stanford, 1870. cciv, 482 p.  

VOL. 4:（約 340頁 ) ◇レディー・トラベラーのためのガイド、女性ジャーナリストによる中国・日本旅行ガイド◇

Hints to Lady Travellers at Home and Abroad, by Lillias Campbell Davidson. London: Iliffe & Son, 1889. 256 p.

Westward to the Far East, A Guide to the Principal Cities of China and Japan with a Note on Korea, by Eliza Ruhamah 
Scidmore. 4th edition. [Montreal] Canadian Pacific Railway Co., 1893. 76 p., 1 folded map.

Peninsular & Oriental Steam Navigation Company’s Guide Book for Passengers, London, 1893. 

VOL. 5: （約 550頁） ◇ブラッドショーの世界旅行ガイド◇

Bradshaw's Through Routes to the Capitals of the World and Overland Guide to India, Persia, and the Far East: A 
Handbook of Indian, Colonial and Foreign Travel. London: Bradshaw's Guide Offices, 1903. xlviii, 500 p. [pp.453-500 
advertisements], 15 folded maps. 
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オイレンブルク
東アジア ･ 日本遠征公式記録　全４巻 

Die preussische Expedition nach Ost-Asien, nach amtlichen Quellen 
2001 年 12 月刊行　本体セット価￥98,000- ( ＋税 )　ISBN 978-4-931444-75-1
■ 底本 1864-73 年刊　A5 判　約 1,750 頁

ペリーやエルギン卿の遠征記とならぶ

日本開国期の最重要資料

本書は 1860-62 年にプロイセンが莫大な予算を投じて送り出した東アジア・日本への使節団の公式記録です。この遠征に

関する文献は、参加メンバーによる回想録など様々な形で残されていますが、プロイセン政府の公式記録として編集された

ものは本書のみで、最も詳細かつ権威ある文献です。シンガポールから江戸へ向かう航海、幕末期の日本の気候、風土、宗教、

文化、芸術に関する記述、訪れた江戸、横浜、長崎での民衆や居留地での外国人の生活など、当時の日本社会や日常に関し、

実に細部にまで記述されています。遠征団は日本との条約締結を果たしますが、条約締結にいたる折衝の報告や、交渉を通

して観察、分析された日本の政治情勢の報告には、幕府の崩壊とその後の明治政府成立の予言も含まれており、幕末維新期

の史料としての価値を高めています。原本は稀覯書で、古書でも入手は困難です。

■各巻内容■

VOL. 1
EINLEITENDES ZUM VERSTÄNDNISS DER JAPANISCHEN 
ZUSTÄNDE.
I. Geographische Lage und Beschaffenheit, 
 Mythologie und	Geschichte
II. Politische Einrichtungen und Zustände während der
 Absperrung
III. Der Fremdenverkehr während der Absperrung und
 die Aufschliessung des Reiches

REISEBERICHT.
I. Singapore. Vom 2. bis 13. August 1860
II. Reise der Thetis von Singapore nach Yeddo.   
 Vom 12. August bis 14. September
III. Reise der Arkona von Singapore nach Yeddo. 
 Vom 13. August bis 4. September
IV. Yeddo. Vom 5. bis 19. September
V. Yeddo. Vom 19. September bis 2. October

VOL. 2
VI. Yeddo. Vom 2. October bis 1. November 1860
VII. Yeddo. Vom 1. Nobember bis 7. December 1860
VIII. Die Fahrt der Elbe von Singapore nach  Yeddo über
 Hongkong, Formosa und Nagasaki. Vom 4. September
 bis 3. December 1860
IX. Yeddo Vom 7. December 1860 bis 1. Januar 1861
X. Yeddo. Vom 1. bis 31. Januar 1861
XI. Fahrt der Arkona und der Thetis von Yokuhama nach  
 Nagasaki. Aufenthalt daselbst. Vom 31. Januar bis 23.  
 Februar 1861
XII. Reise der Arkona und der Thetis von Nagasaki nach
 dem Yangtsekiang. Vom 24. Februar bis 2. März 1861
Anhang I.   Der Vertrag mit Japan
Anhang II.  Die Ereignisse der letzten Jahre
Register zum I. und II. Bande

VOL. 3
CHINA’S BEZIEHUNGEN ZUM WESTEN BIS 1860.
I. Die älteren Berührungen und die Handelsbeziehungen  
 bis zum Erlöschen des Monopols der
 englisch-ostindischen Compagnie 1834.
II. Der Opium-Handel und Opium-Krieg. Bis 1842.
III. Die Zustände nach dem Frieden von Nan-kin. Bis 1849.
IV. Die Tea-pin-Bewegung. Bis 1857.
V. Der Lorcha-Krieg. Bis 1858.
VI. Die Operationen der Gesandten bei Ta-ku 1859   
 und der englisch-französische Feldzug gegen Pe-kin  
 1860
REISEBERICHT.
XIII. Shang-hae. Vom 7. März bis 22. April 1861.

VOL. 4
REISEBERICHT.
XIV. Reise der Arkona von Wu-son nach der Pei-ho-Münd
 ung. Vom 23. bis 29. April 1861
XV. Tien-tsin. Vom 29. April bis 30. Juni 1861
XVI. Tien-tsin. Vom 30. Juni bis 11. September 1861
XVII. Ausflug nach Pe-kin. Vom 10. September bis 6. October
 1861
XVIII. Abreise von Tien-tsin. Reise der Arkona von der Pei-ho- 
 Mündung nach Nagasaki und Hong-Kong. Vom 7. 
 October bis 11. November 1861
XIX. Hong-Kong. Kanton. Macao. Vom 11. November bis 5. 
 December 1861
XX. Reise der Arkona von Macao nach der Rhede von
 Paknam. Vom 5. bis 14. December 1861
XXI. Bankok. Vom 23. November 1861 bis 30. Januar 1862
XXII. Ausflug nach Phrabat. Abreise aus Siam. Reise   der
 Arkona  nach Singapore. Vom 30. Januar bis 3. März.
 Schluss
Anhang I.    Der Vertrag mit China
Anhang II.   Der Vertrag mit Siam
Anhang III.  Die Auswechselung der Ratifications - Urkunden in 
      Shang-hae
Anhang IV.  Das Ende der Tea-Pin
Litterature / Register zum III. und IV. Bande

ドイツ語初版復刻

残部僅少
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マリアンヌ・ノース自伝　全３巻

Recollections & Further Recolletions of a Happy Life : 
being the Autobiography of Marianne North 
 2005 年 9 月刊行　A5 判・約 1,505 頁　本体セット価￥48,000- （＋税）　ISBN  978-4-86166-026-9

  

イザベラ・バードとならぶヴィクトリア朝時代の女性旅行家マリアンヌ・ノース

（1830-1890）は、今日でもその名を残す英国王立植物園キュー・ガーデンのマリア

ンヌ・ノース・ギャラリーに収められた膨大な植物画でよく知られています。幼少

時代より父の友人であった科学者や知識人と接して育った彼女は、若い頃から家族

や父に連れられヨーロッパそして中近東へと旅して回ります。父の亡き後、旅は彼

女にとっての生きがいとなり、北南米、シンガポール、インド、オーストラリアな

どなど、世界各地を訪れることとなります。日本へも 1875 年から 76 年にかけ、横

浜、神戸、京都周辺を訪問しています。バードと異なり、旅行記を自ら著すことの

なかったノースですが、その情熱は、恵まれた芸術面の才能をいかした植物の写生

に向かいます。その才能を評価したチャールズ・ダーウィンが、さらなる旅へと彼

女を後押ししたこともあるようです。こうして書き溜められた植物画の一般公開の

ため、前述のノース・ギャラリーが 1882 年にオープンしています。彼女の功績を称

えた王立植物園は、5種の植物に彼女にちなんだ命名をしています。

本書は、ノース自身が残した膨大な旅の記録を、その死後に妹が全 3 巻にまとめた

ものです。彼女自身の旅行での体験や他の女性旅行家の逸話などが挿入されており、

ヴィクトリア朝女性旅行家の同時代の記録として代表的な文献です。

■内容明細■

第１－２巻

Recollections of a Happy Life : being the Autobiography of 
Marianne North
Edited by Mrs. John Addington Symonds
2nd ed., with corrections, London ; New York : Macmillan, 1893
Vol. 1: viii, 351pp.
Vol. 2: 343pp.

CONTENTS
Early Days and Home Life
Canada and United States
Jamaica
Brazil
Teneriffe-California-Japan-Singapore
Borneo and Java
Ceylon and Home
India
Hill Places in India
Rajputana
Second Visit ot Borneo-Queensland-New South Wales
Western Australia-Tasmania-New Zealand
South Africa
Seychelles Islands
Chilli

第３巻

Some Further Recollections of a Happy Life, selected from the 
Journals of Marianne North, chiefly between the year 1859 
and 1869
Edited by Mrs. John Addington Symonds
London : New York : Macmillan, 1893
viii, 316 p., [3] leaves of plates

CONTENTS
In the Pyrenees and Spain
Switzerland-Italy-Trieste-Pola-Fiume,,,
Adriatic and Syria
Egypt
Palestine and Syria
In the Dolomite Alps, Australia
Mentone and Sicily
Syracuse and its Neighbourhood - Taormina, Monte Generoso, 
and Trafoi
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 モダン・ツーリズム・ライブラリー　第２回配本

ベイヤード・テイラー編集　19 世紀世界旅行百科　【復刻版】　全２巻

Cyclopaedia of Modern Travel: A Record of Adventure, Exploration and Discovery,
for the Past Sixty Years
Prepared and arranged by Bayard Taylor
Comprising narratives of the most distinguished travelers since the beginning of this century
Embellished with fine engravings on steel by Buttre, and illustrated by over forty wood engravings by Orr,
and thirteen authentic maps by Schonberg, Revised and Enlarged Edition in Two Volumes.

2008 年 7 月刊行　本体セット価 ￥48,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-101-3
Ａ５判　約 1,040 頁 ( 図版白黒多数）【底本】Moore, Wilstach, Keys (New York), 1860　

19 世紀アメリカの著名な文筆家ベイヤード・テイラーは、世界各地を旅行しその旅行記で当時人気を博したことで

も知られます。日本へもペリー艦隊に遠征記録係として随行、A Visit to India, China, and Japan (1853) を出版してい

ます。本書は、そのテイラーが 1860 年に編集した旅行百科で、1800 年から 1860 年の間の、欧米人による主要な世

界各地への旅行や探検につき、各旅行家の人物情報と旅行・探検の背景、そして旅行記からの抜粋等が多くの図版

や地図とともにまとめられています。テイラー自身が序文で語るように、19 世紀とともに、大航海時代とは異なっ

た科学的目的や近代的知識をもった新たな旅の時代“Age of Exploration and Discovery”が幕を開けます。このよう

な時代、世界への進出を始めるアメリカに身をおき、自らそのさきがけとして世界を旅を実践したテイラーの手に

なる本書は、19 世紀の西洋での旅への情熱や非欧米世界への限りなき探究心を表した記念すべき大事典といえます。

スモレット編　世界の旅行記　全７巻

A Compendium of Authentic and Entertaining Voyages
Edited by Tobias Smollett 　【新序文】Robert Mayhew, University of Wales, Aberystwyth

2003 年 2 月刊行　■ 底本 1766 年第 2 版 （A5 判 約 2,250 頁、図版・折込地図入り）

本体セット価 ￥148,000- （＋税）　ISBN 978-4-901481-39-7

●スモレット編集による世界旅行記の初の復刻 ● 18 世紀後半英国で大評判となった書物

●多数の図版 ､ 折り込み地図も含め完全復刻 ●原本は稀覯本

　トバイアス・スモレット－ Tobias Smollet (1721-71) －は、今日「ロデリック・ランダム」、「ペ

リグリン・ピックル」、「ハンフリー・クリンガー」など旅や冒険を題材にした 18 世紀の流行作家

として知られますが、同時に編集者そして批評家として旺盛な活躍をしたことは見落とされがち

です。編集者としての彼は数多くの出版に関わりましたが、従軍医として西インド諸島でスペイ

ンと戦い、ジャマイカで出会った女性を妻としたスモレットの体験と力量が最大限発揮され、ま

た同時代に最も評価を得た作品が本書です。コロンブス、バスコ・ダ・ガマ、ドレーク等々、過

去の探検記、旅行記をまとめ再編集した本書は、刊行当時大変な人気を博し、模倣出版物が相次

いだと言われます。その背景には、覇権を確立しつつあった 18 世紀後半の英国の、世界各地への

旅や地理的発見に対する関心の高さがうかがえます。

　18 世紀英文学研究に不可欠な文献であると同時に、豊富なイラストや地図とともにこの時代の

英国の世界への眼差しを肌で感じさせてくれる本書は、比較文化やコロニアリズム・オリエンタ

リズムの研究にも大変貴重です。原本（1766 年刊第 2 版）刊行以来初の復刻です

■内容明細■

Vol. 1 (286pp, 2 plates, 3 foldouts) : Introduction	/	Christopher Columbus, Vasco da Gama, Pedro Alvarez de Cabral, Hernando Cortes.
Vol. 2 (288pp, 3 plates, 4 foldouts) : Hernando Cortes, Francis Pizarro, Discovery of Florida
Vol. 3 (285pp, 7 plates, 2 fold-outs) : Discovery of Florida, Voyages of Fernandes Magellan, Francis Drake, Walter Raleigh, Thos Rowe, 

John Monk.
Vol. 4 (299pp, 3 plates, 5 fold-outs) : Voyages to Greenland and Iceland, Voyages by Thomas James and John Nieuhoff.
Vol. 5 (342pp, 2 plates, 5 fold-outs) : Philip Baldaeus, a Gentleman's Account of North Europe, Lional Wafer, English Expedition against 

Carthegene.
Vol. 6 (339pp, 2 plates, 2 fold-outs ) : William Dampier, John Francis Gemelli.
Vol. 7 (366pp, 2 plates, 2 fold-outs) : John Francis Gemelli, Woodes Rogers, George Lord Anson.

残部僅少
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英国女性の初期旅行記
－ロマン主義時代の記録－　全８巻
Women's Travel Writings: 1750-1850
ES Series: Historical Sources of Women’s Studies
編集・解説：Caroline Franklin, University of Swansea, UK

2006 年 5 月刊行　約 3300 頁　本体セット価￥180,000- (+ 税 )　ISBN 978-4-901481-94-6

● 18 世紀末から 19 世紀のロマン主義期の英国で刊行された女性の旅行記で、現在入手の困難

な貴重文献６作を全点完全復刻し集成

●「コロニアリズム」「ポスト・コロニアリズム」に関する文化研究の史・資料としても有効

異国へと旅した女性たちの言説は、「グランド・ツアー」や「ピクチャレスク・ツアー」が広く実践されていた 18 世紀の英国貴族・

市民階級の男性社会と一線を画し、社会の「主流」ではなかった女性達の異文化・外部社会へのまなざしであります。今日関

心をあつめる「階級、人種、ジェンダー」に関する複合的研究のための一次文献としても多様に活用いただけます。

【収録内容】

第 1－ 2巻

●ヘレン・マライア・ウィリアムズ

　『フランス便り』　全２巻
Helen Maria Williams
Letters from France; containing a great variety of information 
concerning the most important events that have occurred in that 
country in the years 1790, 1791, 1792, and 1793 ... To which are 
annexed, the correspondence of Dumourier with Pache, etc., 2 
vols. J. Chambers: Dublin, 1794, c. 550pp in total
ロマン主義時代の女性詩人 ・ 小説家である作者のフランス革命の記録。

革命を熱心に擁護し、 恐怖政治時代には投獄もされたウィリムズは、 そ

の後もパリに留まり英国へこのレポートを送り続けた。 ８回に分けて刊

行された本書は当時の英国で大きな反響を呼んだ。 ( ２巻に合本された

1794 年の版を収録。） 本書に関しては、 エリザベス ・ ボールズの最近

の研究書 （『美学とジェンダー女性の旅行記と美の言説』 （長野順子訳、

ありな書房） が 「ピクチャレスクの政治化」 という視点から先鋭的に解

読している。

第 3巻

●アンナ・マリア・ファルコンブリッジ

　『シエラレオネ川への２度の旅』
A.M. Falconbridge
Narrative of two voyages to the River Sierra Leone, during the 
years 1791-2-3, 2nd edition,  Higham: London, 1802, 279pp
著者は、 反奴隷貿易の活動家として知られ後にシエラレオネの英総督

にもなったアレクサンダー ・ ファルコンブリッジの妻。 夫とともに滞在した

植民地での旅の記録。 英国女性の西アフリカ旅行記の嚆矢。

●メアリー・シェリー

　『フランス、スイス、オランダでの６週間の旅』
Mary Wollstonecraft Shelley, with a preface by Percy Bysshe Shel-
ley
History of a six weeks' tour through a part of France, Switzerland, 
Germany, and Holland: with letters [by Percy Bysshe Shelley] de-
scriptive of a sail round the Lake of Geneva, and of the Glaciers of 
Chamouni. (Mont Blanc. Lines written in the Vale of Chamouni [by 
Percy Bysshe Shelley].) 1817, pp.183
『フランケンシュタイン』 で有名なメアリー ・ シェリーが、 1814 年にパー

シー ・ シェリーとヨーロッパに駆け落ちした際の各地での旅の記録。 母

メアリー ・ ウルストンクラフトの著書 Letters Written during a Short Resi-
dence in Sweden, Norway, and Denmark (1796) をモデルにしたと言われ

る。

第 4巻

●イライザ・フェイ

　『インドからの手紙』
Mrs. Eliza Fay
Original Letters from India; containing a narrative of a journey 
through Egypt, and the author's imprisonment at Calicut by Hyder 
Ally. To which is added an abstract of three subsequent voyages to 
India, Calcutta, 1821, 404pp
E. M. フォスターが "A Passage to India" 執筆の参考とし、 後にフォスター

自身が編集、 出版したことで知られる書簡集のインドで刊行されたオリジ

ナル版。 18 世紀末には、 英国から女性が新たな人生を求め植民地イン

ドへと旅を始め、 彼女たちの多くが書簡形式で植民地の記録を残してい

る。 裁縫婦や教師などの職を経験したフェイも 1779 年から 1816 年の間、

４回にわたりインドへと旅し、 この人間性にあふれる描写を残した。 フォ

スターは 'a work of art' と本書を絶賛した。

第 5巻

●ジェミーマ・キンダスリー

　『テネリフェ島、ブラジル、喜望峰、東インド諸島からの

手紙』
Jemima Kindersley
Letters from the Island of Tenerife, Brazil, Cape of Good Hope and 
the East Indies, London, 1777, 301pp
夫とともに各地を旅し、 記録を残した著者の中南米での旅行記。 奴隷貿

易に関する彼女の描写は英国内で衝撃を与えたとされる。

第 6－ 8巻

●シドニー・オウェンソン [モーガン夫人 ]

　『イタリア』　全３巻
Sydney Owenson, Lady Morgan
Italy, London: Henry Colburn & Co., 1821, c. 1500pp in total
19 世紀前半に人気を博したアイルランド女性小説家のイタリア旅行

記。 ラディカルな政治思想を持っていた著者の本書 （およびその前

作 ”France”） は保守的な批評家や政府からは激しく攻撃されたが、 一

方ロマン派文学者達は彼女を熱く支持し、 なかでもバイロンはアイルラ

ンドの詩人 Thomas Moore への手紙のなかで、 ”Her work is fearless and 
excellent on the subject of Italy; pray tell her so. I know the country. I wish 
she had fallen in with me; I could have told her a thing or two that would 
have confirmed her position.” と本書を称している。

本書の特色

残部僅少
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19 世紀初頭ロンドン ･ イギリス漫遊探訪記
【復刻版】　全８巻＋別冊
Tour, Adventure and Rambles in England:
A Collection of the Early 19th Century Sources
【監修】松村昌家　【解説（別冊・日本語）】中島俊郎（甲南大学教授）

 2005 年 6 月刊行　約 3,910 頁・図版（白黒）多数　本体セット価 ￥148,000-（＋税）　ISBN 978-4-902454-07-9

“…ペンとペンシルで描かれた

19 世紀初期のイギリス全域にわたる

世相の大パノラマが

ここにくりひろげられている。”

松村昌家

本書の特色

■収録文献■

第１-３巻 

Ｒ・サウジー著

『ドン・マニュエル・アルヴァレイス・エスプリエラのロンドン通信』

Letters from England by Don Manuel Alvarez Espriella 
Written by Robert Southey, London, 1808. 
Vol.1 ( xvii, 365 pp.) ,Vol. 2 ( ix, 369 pp.), Vol. 3 ( vii, 365 pp ): 1127pp

第４巻

Ｗ・クーム著

『シンタックス博士のロンドン探訪記』

The Tour of Dr. Syntax through London, or the Pleasures and Miseries of the Metropolis.
Written by William Combe. Illustation by Thomas Rowlandson., London, 1820, 3rd edition.
Vol. 4: ( iv. 319 pp)+ ill. 19 : 361pp

第５‐６巻

『ロンドンの実生活』

Real Life in London, or the rambles and adventures of Bob Tallyho, esq., and his cousin, the Hon. Tom. Daschall, through the metropolis: 
exhibiting a living picture of fashionable characters, manners, and amusements in high and low life / by an Amateur.
Illustration by William Heath, Henry Thomas Alken, Richard Dighton, Thomas Rowlandson, etc. London, 1821. 
Vol. 5 (iii. X.[3] 656 pp.) Vol. 6: (i. x. [3] 668 pp.)+ill. 32:1418pp

第７巻‐８巻

Ｃ・ウェストマコット著

『イングリッシュ・スパイ：バーナード・ブラックマントル氏の英国探訪記』

The English Spy: an original work, characteristic, satirical, and humorous. 
Comprising scenes and sketches in every rank of society, being portraits of the illustrious, eminent, eccentric, and notorious/ drawn from 
the life by Bernard Blackmantle. Written by Charles Molloy Westmacot. Illustrations by Robert Cruikshank. London, 1826. 
Vol. 7 : ( xxiii, 417 pp.) Vol. 8 : ( xv, 399 pp.)+ ill.73:1000pp

● 「鉄道以前」 イギリスの都市、 地方の社会と生活をエネルギッシュに活写し、 人々の高い支持を得たジャ

ンル＝探訪記の知られざる傑作を集成

●クルックシャンク、 ロウランドスン他、 19 世紀英国を代表する挿絵画家による挿画を多数収録

● 19 世紀初頭のイギリス社会事情、 風俗習慣、 言語、 制度等の理解に、 好個の資料

残部僅少



【収録文献】
Vol. 1 : 505 pp.
William Ford, A Description of the Scenery in the Lake District 
(R. Groombridge & Sons, [1839]1852) xiv, 246 pp. with 5 double-
page maps. 4 in colour.

鉄道の招来は湖水地方にツーリズムの波を生み出し、その地を一大観
光地へと変貌させた。ツーリズム全盛期を支え、指南の書になったのは、
ウィリアム・フォード師の本書であり、実用面と旅情を巧みに結びつ
けた編集で版を重ねた。

Our English Lakes, Mountains, and Waterfalls as Seen by 
William Wordsworth, (A. W. Bennett, 1864) xiv, 191 pp. 13 plates.

錚々たる人士が参加したワーズワース協会が設立され、湖水地方詣で
はその詩的源泉にふれる精神修行に組み込まれ、陸続と出版されたガ
イドブックは必ずその詩句を引用しテキストのなかに埋め込んだので
あった。現在までその伝統はつづいているが、ワーズワース詩を歌枕
とするこの湖水地方ガイドブックは嚆矢であり、また別の意味でワー
ズワース鑑賞の手引にもなっている。今日、ガイドブックには写真図
版が不可欠であるが、本書は湖水地方ガイドブックとして初めて写真
が図版として使用された。ここで用いられたステレオ写真は、視覚文
化史のうえからも貴重な資料を提供してくれるであろう。

Vol. 2: 316 pp.
Harriet Martineau, A Complete Guide to the English Lakes 
(John Garnett, 1855) xii, 233 pp. 22 illus.

ヴィクトリア時代は出版の時代でもあった。そして女性作家が大いに
健筆をふるった時代でもあったが、女性の警世家・社会改良論者が活
動領域をガイドブックにまで広げ、沃土のすそ野をさらに豊かにし、
トラヴェローグの可能性を問いただした。「女性作家のなかで当代一の
書き手」（ジョージ・エリオット）と称されたハリエット・マーティノー
の湖水地方ガイドはまさにその意味において、注目に値する。1844 年
からアンブルサイドに住み始めた著者の目に映った湖水地方は、もは
やピクチャレスクを求める聖地ではなく、ミドルクラスの人々が闊歩
する居住地へと変貌していた。当地に蠢く貧民をいたずらに神聖視し
てフィクション化するのではなく、経済的窮状を直視しようとした。

復刻集成　ヴィクトリア時代の湖水地方案内　

６文献・合本５巻＋和文解説

Lake District Tours at the Victorian Age 1842-1902
【監修・和文解説】中島俊郎（甲南大学教授）　【序文】Malcolm Andrews（ケント大学名誉教授）

2013 年 2 月刊行　A5 判・約 2,100 頁　本体セット価 ￥128,000-（＋税）　ISBN 978-4-902454-73-4

英国湖水地方はイングランド北西部のウェストモーランド、カンバーランドに位置し、氷河湖、小川、滝、ヒースの茂る湿

原や牧草地、岩が切り立った山々などの美しく変化に富んだ風景によって訪れる人々を魅了してきました。まさに湖水地方

は「イングランドでもっとも愛された庭園」（ルイ・カザミアン）であると言えましょう。とくに 19 世紀初頭にワーズワース、

コールリッジ、サウジーなど一群の詩人が移り住み、湖水派詩人と呼称されて数々の名詩を生み出したことでも広く知られ

ます。ヴィクトリア時代に至ると湖水地方は、英国の文化・時代精神そのものを映す鏡とされ、質の高い旅行ガイドが多く

出版され、イギリス史、文芸のみならず、社会史、ツーリズムの文化史、鉄道、ジャーナリズム、自然環境保護運動の研究

にも重要な視座を与えています。 本文献集は、この時代に刊行されたガイドブック群から精選するもので、コリングウッド、

フォード、マーティノー、リントンによって著された代表的なガイドブック 5 点と、1865 年に刊行された貴重なブラック社

ピクチャレスク・ガイド 1 点を収録しています。

Vol. 3: 397 pp.
Elizabeth Lynn Linton, The Lake Country, (Smith, Elder & Co., 
1864) xl, 351 pp.

政治問題についても積極的な発言を怠らなかったエリザベス・リン・
リントンも、群れなす女性ジャーナリストの最初のひとりである。ア
ンチ・フェミニスト論「奔放な女性」（1891）を物し激烈な論争を呼び
起こした女性論者であり、同時にウルストンクラフトの思想的末裔を
自認する矛盾をかかえたフェミニストでもあった。ロンドンのジャー
ナリズムの世界で孤軍奮闘するなかで、たえず精神的な慰撫となった
のは湖水地方であった。夫であるウィリアム・ジェームズ・リントン
が作製した全編を彩る図版は同時代の急進的な政治性を自然描写のな
かに多分に含んでいる。ただリントンのガイドブックを紐解く読者は、
観光案内の指南の書以上に、「読むガイドブック」に変貌を遂げている
のに興味をおぼえるであろう。すでにアームチェア・トラベラーから
の熱烈な需要に応えてこうした「旅行ガイド」が企画出版されていた
のである。

Vol. 4: 380 pp.
Anon., Black’s Picturesque Guide to the English Lakes, (Adam 
& Charles Black, 1865) xxxii, 293 pp. 16 illus. 

本書は、鉄道による湖水地方ガイドブックの代名詞となった。ヴィク
トリア朝は、科学的精確さにとらわれた時代であった。ガイドブックは、
旅行者への利便性とともに、「事実」への著しい傾斜を示し、丘陵、湖
などが実測値で表記され、情感的な側面とバランスを保っていた。

Vol. 5: 418 pp.
W. G. Collingwood, The Lake Counties 
(Frederick Warne, [1902]1932) xii, 368 pp. 16 illus. 1 folded map.

湖水地方の文学的源泉はワーズワースだけではなかった。コニストン
湖畔には高名な美術批評家にして社会改革家ジョン・ラスキンが自ら
の住居を建て、自然環境保護を声高に訴えていたラスキンの秘書であ
りすぐれたラスキン伝を書いた W.G. コリングウッドも同地に住み、湖
水地方を活写した自然誌をしるし、そのガイドブックはナショナル・
トラスト運動にも寄与し、今日では古典的な地位を与えられている。
さらに、コリングウッドが若きアーサー・ランサムと交流し、文学的
精神を涵養した事実もここで特記しておかねばならないだろう。ラン
サムは児童文学の傑作『ツバメ号とアマゾン号』シリーズを生み出し
たが、湖水地方の自然が児童文学の数々の名作を生み出す揺籃の地で
あったことは、ベアトリックス・ポッターの『ピーター・ラビット』
の例をあげれば十分であろう。
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ヴィクトリア時代女性のための大衆小説誌

【復刻版】プリンセス・ノヴェレット
全６巻＋別冊解説
The Princess's Novelettes, Complete Story, Vol. 1-6 (March 1886 - January 1889)
Edited by Edwin J. Brett　＜ヴィクトリア朝少年・少女雑誌復刻シリーズ＞第 3 回配本

【監修・解説】川端有子（日本女子大学）　／　【協力】村上リコ

2017 年 2 月刊行　A4 判・全約 2,550 頁　 本体セット価￥138,000-（＋税）　ISBN: 978-4-902454-84-0

●ヴィクトリア朝時代、主に労働者階級の女性の間で人気を博した週刊誌 『プリンセス・ノヴェレット』の創刊

号より 3 年分（全 6 巻）全号の原寸復刻版。

●少年向けの読み物雑誌 Boys of England を成功させた編集者 Edwin J. Brett が、若い女性向けに 1886 年に

創刊したペニー・マガジンで、各号に読み切りの小説 1 点と王室やセレブリティーに関する短いゴシップ記事

を、多数のイラストとともに掲載。同時代の女性の手記などから、都市部だけでなく農村部でも広く回し読み

されたことが知られる。

●ほとんどがロマンスにホラーやミステリの要素を加えたセンセーション・フィクションで、その後の少女向け

大衆小説、ハーレクイン・ロマンスやライトノヴェルの系譜につながる。

● Girls Own Paper など中流階級向けの女性誌に対し、より大衆向けの市場をターゲットに広く流通したと考え

られ、資料がわずかに散在するだけで、研究の対象になりにくかった労働者階級の女性の生活史・教育史研究

の一次文献としても貴重。

●国内の大学図書館には所蔵がまったく確認されておらず、海外でも初期の巻をまとめて所蔵する図書館は非常

に限られてている極めて入手の困難な文献。
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●シリーズ既刊書●

ヴィクトリア朝少年・少女雑誌　復刻シリーズ第 2 回配本

『ボーイズ・オウン・ペーパー』
1879-1882 年　全 4 巻＋別冊
Boy's Own Paper Vol. 1-4
監修・解説：川端有子（愛知県立大学教授）

Preface by Kimberley Reynolds （ニューカッスル大学教授） 

本体セット価格￥128,000 -（税込￥134,400-） ISBN 978-4-902454-18-5

A4 判・約 3,300 頁

監修者の言葉　川端有子（日本女子大学）

 『プリンセス・ノヴェレット』（The Princess’s Novelettes）という雑誌は、エドウィン・J・ブレット（Edwin J. Brett 1827-
95）が 1886 年から刊行し、労働者階級から中流階級の若い女性に非常に人気のあった短編小説を載せた週刊誌である。

この雑誌の所在は、たとえば労働者階級の女性の手記や日記などから、題名は知られているが、今までほとんど研究さ

れたことも、内容が吟味されたこともなかった。なぜなら、全世界でこの雑誌を一部でも所蔵しているのは十館程度の

図書館にすぎず、大英図書館においてすら全巻を保存はしていないからである。国内の図書館ではまったく所蔵が確認

されていない。

　また、エドウィン・ブレットはもっぱら研究者の間で、少年読み物の編集者として知られている。彼は、「ペニードレッ

ドフル」を刊行して、スリルとサスペンス、ホラーと冒険で少年たちを魅了し、また絶大な人気を誇っていた、宗教叢

書協会発行の『ボーイズ・オウン・ペーパー』（The Boy’s Own Paper, 1879-1967）の向こうをはった『英国の少年たち』（The 
Boys of England, 1866-99）の編集者として有名であり、二十一種類の少年向け読み物新聞を手がけたことは、つとに知

られているが、少女向けの出版に手を染めていたことは、どの研究書や解説を見ても明らかにされていない。

この女性向けの読み物新聞は、おもに上流階級の世界を舞台にしたロマンスや、ロマンティックなミステリーなど、短

編小説を一号につき一篇と、ちょっとしたゴシップ記事を一面載せ、一ペニーで売り出されており、そんな華やかな上

流の生活とは無縁の、都会の女店員やメイドなどに広く愛読されていたようである。安価なわりには豊富な挿絵の質が

かなり高く、ブレットは、若い女性読者を惹きつけるこつもよく知り抜いていたように思われる。

　この雑誌の初期の巻の復刻により、今まで「中流階級でない」ため、「若い女性」向けであるため、二重に周縁化さ

れて研究が進んでいなかった層への、ヴィクトリア朝文化研究のすそ野の拡がりが、大いに期待される。

●各巻内容●

Vol. 1: March 9, 1886 - August 31, 1886 (Vol. I # 1-26, incl. A Summer Number), 432 pp.
Vol. 2: September 7, 1886 - February 22, 1887 (Vol. II # 27-51, incl. A Christmas Number), 416 pp.
Vol. 3: March 1, 1887 - August 9, 1887 (Vol. III # 52-75, incl. A Summer Number), 416 pp.
Vol. 4: August 16, 1887 - January 31, 1888 (Vol. IV # 76-100, incl. A Christmas Number), 416 pp.
Vol. 5: February 7 - July 24, 1888 (Vol. V # 101-125, incl. A Summer Number), 416 pp.
Vol. 6: July 31, 1888 - January 22, 1889 (Vol. VI # 126 – 151, incl. A Christmas Number), 432 pp.

Titles & Authors of the Novels in the Volume 1:- 
Laura Temple, A Perilous Love / Alice Gunter, The Black Pearl / Wray Lindsay, The Mysteries of Kenyon Court / 
Sapphire, Shall We Meet Again / Effie Raleigh, A Double Disguise / Alice Gunter, A Mountain Fairy / Anon., The 
Rivals / Anon, Kitty, A Pastoral / Sapphire, Two Dreams /Anon., Loved She Wisely, or Too Well? / Anon., An 
Unknown Peril / Anon., A Cloud Maiden / Wray Lindsay, Woman's Crime / Anon., Wrecked / Anon., The Story 
of Wilmot's Wife / Anon., In My Lady's Keeping / Anon., A Fatal Promise / Alice Gunter, Struggle and Strife; A 
Woman's Life / Wray Lindsay, Who Was Guilty? / Laura Temple, Through the Woods; or Sylvia's Trust / Anon., A 
Woman's Love and Hate / Anon., I Promise / Anon., Carried by Storm / Alice Gunter, That Fatal Fifth /Anon, Two 
Secrets / Anon, The Gipsy's Curse
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ボーイスカウトとガールスカウト運動の誕生

第 1 回：英国の初期文献・資料集成　全４巻＋別冊
Boy Scouts and Girl Guides in the UK － A Collection of Early Sources
(The Foundation of Boy & Girl Scout Movements, Series 1)

【編集・解説】　藤本茂生（帝塚山大学教授）

2012 年６月刊行　B5 判・約 1,550 頁　本体セット価￥78,000-（＋税）　ISBN 978-4-902454-76-5
 
● 20 世紀初頭の英国で始まり、米国や日本を含む世界へと国境を越えて広がったボーイスカウト、ガールスカウト（ガー

ルガイド）運動の成立と初期の活動史を、同時代文献でまとめるシリーズ第１回配本。

●初回配本では英国の文献全４点を復刻集成し、第２回配本で米国の資料をまとめる。

●運動の創始者ロバート・ベーデン - パウエル自身が執筆し６分冊で刊行した『スカウティング・フォア・ボーイズ』と題

するボーイスカウト最初のハンドブック、ベーデン - パウエルが妹アグネスと共著し『少女はいかにして帝国の建設を助

け得るか』という副題をもつガールスカウト最初のハンドブック、そして英国ボーイスカウト、ガールガイドそれぞれの

連盟が公式な活動史として出版した二つの著作を収録。

●イラスト、写真等も含め原著を忠実に復刻。

●編者の解説（日本語）に加え、日本のボーイスカウト運動の始まりを英文で紹介した戦前の稀覯なパンフレットを付録。

●英米児童文化・教育史の資料としてだけでなく、国境を越えたグローバルな観点から、20 世紀初頭の子どもと革新主義・

帝国主義の関係、少年向けと少女向けの資料の対比からのジェンダー史研究、児童教育と環境保護との関係等々、今日の

多様な研究テーマのための一次文献として活用可能。

◆収録文献◆
VOL. 1:	
Preface by Shigeo Fujimoto

Baden-Powell, Robert
Scouting for Boys: A Handbook for Instruction in Good Citizenship, Part I-VI
London: Horace Cox, 1908, c. 425 pp.

VOL. 2: 
Baden-Powell, Agnes, and Robert Baden-Powell
The Handbook for Girl Guides, or How Girls Can Help to Build the Empire
London: The Girl Guides Association, 1912, c. 475 pp.

VOL. 3:
Wade, Eileen Kirkpatric
Twenty-One Years of Scouting:
The Official History of the Boy Scout Movement from Its Inception
London: C. Arthur Pearson Ltd., 1929, c. 345 pp.

VOL. 4:
Kerr, Rose
The Story of the Girl Guides
London: The Girl Guides Association, 1932, c. 300 pp.

別冊：-解説（藤本茂生）

　　　-大日本少年團聯盟編（Dai Nippon Shonendan Renmei, ed）
　　　  Scouting in Japan for Fifteen Years
　　　  Imperial Headquarters of Boy Scouts of Japan, 1937, c. 15pp.
　　　-  The Boy Scouts, Chapter CCLIII of The Times History and
　　　    Encyclopaedia of the War

  　　　   London: The Times Publishing Company, 1918, c. 38pp.
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【収録文献】

Vol. 1: c. 360 pp.
Seton, Ernest Thompson
Boy Scouts of America: Official Handbook
New York: Boy Scouts of America, 1910, c. 192pp.

How Girls Can Help Their Country (Handbook for Girl Scouts)
New York: Girl Scouts of United States of America, 1917, c. 154pp.

Vol. 2: c. 580 pp.
Murray, William D
The History of the Boy Scouts of America
New York: Boy Scouts of America, 1937, c. 574pp.

Vol. 3: c. 310 pp
Forbush, William Byron
The Boy Problem: A Study in Social Pedagogy
Boston: Pilgrim Press, 1902, c. 207pp.　[4th edition] (1st edition in 1901)

McCormick, William, 1866-1923
The Boy and his Clubs, ... with a Foreword by Thomas Chew
New York & Chicago: Fleming H. Revell Co., 1912, 96 p.

Vol. 4: c. 500 pp.
Wright, Katharine O.
Twenty-Five Years of Girl Scouting, 1912-1937 
New York: Girl Scouts of United States of America, 1937, c. 107pp.

Ferris, Helen Josephine
Girl’s Clubs, Their Organization and Management: A Manual for Workers 
New York: E.P. Dutton, 1918, c. 383pp.

ボーイスカウトとガールスカウト運動の誕生

第２回：米国の初期文献・資料集成　全４巻＋別冊
Boy Scouts and Girl Guides in the USA － A Collection of Early Sources 
(The Foundation of the Boy & Girl Scout Movements and Girl Scouts, Series 2)

【編集・解説】　藤本茂生（帝塚山大学教授）

2015 年 4 月刊行　A5 判・約 1,800 頁　本体セット価： ￥98,000-（＋税）　ISBN: 978-4-902454-77-2

● 20 世紀初頭の英国で始まり、米国や日本を含む世界へと国境を越えて広がったボーイスカウト、ガールスカウト運動の

成立と初期の活動史を、同時代文献でまとめるシリーズの第 2 回完結編。

●英国編に続く第 2 回配本では米国での資料 7 点を収録し、英米編合計全 8 巻に英米でのスカウト運動の起源と初期の活動

に関する同時代の主要史資料を網羅。イラスト、写真等も含め原著を忠実に復刻。編者の詳細な解説を別冊に加える。

●第 2 回米国編には、米国で最初に使われたボーイスカウトとガールスカウトの「ハンドブック」とスカウト連盟関係者自

身が著した草創期の歴史書に加え、スカウトを含む青少年や女子社会事業全体に関する同時代の文献を収録し、より客観

的な視点からも初期の活動を概観しその評価を可能にする。

●英米児童文化・教育史の資料としてだけでなく、国境を越えたグローバルな観点から、20 世紀初頭の子どもと革新主義・

帝国主義の関係、少年向けと少女向けの資料の対比からのジェンダー史研究、児童教育と環境保護との関係等々、今日の

多様な研究テーマのための一次文献として活用可能。
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女性と医学教育：19 ～ 20 世紀初頭英国文献集成

19 文献・合本５巻 + 日本語別冊解説

Women & Medical Education: 
Collected Writings of Female Pioneers in the United Kingdom
【編集・解説】香川せつ子（西九州大学）

2014 年 2 月刊行　A5 判 ( 図版白黒 )　総約 2,600 頁　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN 978-4-902454-80-2

● 19 世紀に始まった英国での女性のための医学教育に関する基本文献 18 件の復刻資料集。

●女性の医業進出への道を切り開き、後進の育成にも貢献したパイオニアたちの足跡を、同時代の雑誌記事、パンフレット、

書籍で俯瞰する。

●米英で最初の女性医師として活躍したエリザベス・ブラックウェル、女性への医業開放を推進したバーバラ・レイ・スミ

スやエミリ・デイヴィスなどのフェミニスト、ブラックウェルに次いで有資格医師となり女性医師の地位確立に貢献した

エリザベス・ガレット・アンダースン、ロンドン女子医学校設立の立役者ソフィア・ジェックス‐ブレイクなど約 10 名

の女性の著作や同時代の伝記資料を収録。

●英国における女性医学教育のメッカとされ、多数の女性医師を輩出したロンドン女子医学校の創立時の記録と、世界最初

の女性医学カレッジである米国のペンシルバニア女子医学校の関連資料を併せて収録。

●英領植民地インドでの女性医師の活動記録によって、大英帝国のなかの女性医師の活動と役割を通観、同時代における女

性の医業と医学教育の全体像に迫る。

●医学史、女性教育史の研究資料であるとともに、ヴィクトリア期のジェンダー研究にも重要な一次資料。

■収録文献■
Vol. 1: opening the Medical profession to WoMen

Introduction by Setsuko Kagawa

Barbara Leigh Smith, Women and Work, 1857.

Elizabeth Blackwell, Medicine as a Profession for Women, English 
Woman's Journal, Vol.V, pp.145-160, 1862.

Emily Davies, Medicine as a Profession for Women, 1862, in 
Thoughts on Some Questions Relating to Women, 1860-1908, pp. 
34-40, 1910.

Frances Elizabeth Hoggan, Women in Medicine, in Theodore 
Stanton, ed., The Woman Question in Europe, pp.63-89, 1884.

Sophia Jex-Blake, Medical Women : A Thesis and a History, 
1886.

Mary Scharlieb, Women in Medical Profession, Historical Review; 
An Address at the Women's Institute on January 25th,1898, pp.1-
16. Appendix pp.17-29, 1898.

Vol. 2: life and Work of feMale pioneer educators in 
Medicine, pt. 1
Elizabeth Blackwell, Pioneer Work in Opening the Medical 
Profession to Women, 1895.

Louise Garrett Anderson, Elizabeth Garrett Anderson 1836-1917, 
1939.

Vol. 3: life and Work of feMale pioneer educators in 
Medicine, pt 2
Margaret Todd, The Life of Sophia Jex-Blake, 1918.

 

Vol. 4: founding Medical schools for WoMen

Pechey-Phipson, Edith, Inaugural Address: London School of 
Medicine for Women, 1878.

Elizabeth Garrett Anderson, The Student's Pocket Book: Arranged 
for Students of the London School of Medicine for Women, 1878.

Mary Scharlieb, Seven Lamps of Medicine: Inaugural Address 
delivered at the London School of Medicine for Women, 1882.

Isabel Thone
Sketch of the Foundation and Development of the London 
School of Medicine for Women, 1915.

Ann Preston, Introductory Lecture to the Class of the Female 
Medical College of Pennsylvania, 1859.

Clara Marshall, The Woman's Medical College of Pennsylvania: 
An Historical Outline, 1897.

Mary Putnam Jacobi, Woman in Medicine, in Annie Nathan Meyer, 
ed., Woman’s Work in America, 1891.

Vol. 5: feMale Work in Medicine in colonial india

Frances Elizabeth Hoggan, Medical Work for Women in India, 
Englishwoman's Review, No. CXLIV, April 15th, 1885, pp.145-
158 & No. CXLV, May 15th, 1885, pp. 194-200.

Mary Scharlieb, Reminiscences, 1924.

Margaret Balfour, Ruth Young & Dame Mary Scharlieb, The Work 
of Medical Women in India, 1929.

残部僅少
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■収録文献■
VOL. 1: ChANGING ATTITuDE TOWARD ThE 
PhySICAL hEALTh OF WOMEN
Preface by Setsuko Kagawa

Walker, Donald
Exercises for Ladies; calculated to Preserve and Improve Beauty 
and to Prevent and Correct Personal Defects, inseparable from 
Constrained or Careless Habits: Founded on Physiological 
Principles, London, 1836.

Hamilton, Gustave 
The Elements of Gymnastics for Boys and of the Calisthenics for 
Young Ladies, London, 1840 (new ed.).

Wahl, Anne de
Practical Hints of the Moral, Mental and Physical Training of Girls 
at School, London, 1847.

VOL. 2: hEALThFuL ExERCISES FOR WOMEN
Madam Brenner
Gymnastics for Ladies: A Treatise on the Science and Art of 
Calisthenics and Gymnastic Exercises, London, 1870.

Alexander, A.
Healthful Exercises for Girls, London, 1896 (5th ed. Revised).

Ely, C. M.
Physical Education: Ling's Swedish Drill adapted for Use of 
Schools, London, 1896.

James, Alice, R.
Girls' Physical Training: being a Series of Healthy and Artistic 
Movements to Music, London, 1898.

VOL. 3: PhySICAL TRAINING FROM ThE MEDICAL 
POINT OF VIEW
Blackwell, Elizabeth, M.D.
Laws of Life, with Special Reference to the Physical Education of 
Girls, New York, 1852 (published in London, 1859).

本書の特色

女性と身体教育：19 ～ 20 世紀初頭英国文献集成

全 18 文献・合本５巻 ＋ 別冊日本語解説

Women’s Body, Health and Physical Education
in Nineteenth to Early Twentieth-century Britain
編集・解説 : 香川せつ子（西九州大学）

2011 年 11 月刊行　A5 判（図版白黒多数）・総約 2,500 頁　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN  978-4-902454-74-1

● 19 世紀前半～ 20 世紀初頭英国における女性の身体教育問題を中心に、健康、スポーツなど周辺テーマに関する文献も網

羅した復刻史料集。

●女性のためのエクササイズ教本、学校での女子身体教育に関する手引き書、女子学生の健康調査に関する報告書、身体教

育者のためのテキストなどに加え、テニス、ゴルフ、ホッケーなど近代スポーツの女性向けハンドブック等、同時代に英

国で使われた実践書を中心に、入手の困難なパンフレットなども含む多様な文献 18 点を収録。多数の図版も含む。

●女性教育史だけでなく、今日研究の広がっている「女性と身体」の問題についても、新たな研究の視座を提供する重要文献。

●各巻テーマ別に編集され、編者による別冊日本語解説付。

Galbraith, Anna M., M.D. 
Personal Hygiene and Physical Training for Women, Philadelphia & 
London, 1916.

VOL. 4: hEALTh STATISTICS OF WOMEN STuDENTS 
AND PhySICAL TRAINING FOR GIRLS 
Howes, Annie
Health Statistics of Women College Graduates: Report of a Special 
Committee of the Association of Collegiate Alumnae, Boston, 1885.

Sidgiwick, Eleanor
Health Statistics of Women Students of Cambridge and Oxford and 
Their Sisters, Cambridge, 1890.

Malmesbury, Susan
Cycling for Women, Part III of Cycling' (pp.91-96 only), London, 
1898.

Dove, Jane Frances
Cultivation of the Body, Section III of Work and Play in Girls' 
Schools, London, 1901.

Thomas, C. E. (ed.) 
Athletic Training for Girls, London, 1912.

VOL. 5: MODERN SPORTS AND GAMES FOR WOMEN
Thompson, Edith
Hockey as a Game for Women, London, 1905 (2nd ed.).

Chamber, Dorothea Katherine Lambert
Lawn Tennis for Ladies, London, 1910.

Leitch, Cecil
Golf for Girls, London, 1911 (3rd revised ed.).

Bolton, Florence
Exercises for Women, New York & London, 1913 (2nd ed.).

残部僅少
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女性と大英帝国：
18 世紀初頭～ 20 世紀初頭の一次資料集成　全５巻

Women and Empire, 1750-1939: Primary Sources on Gender and Anglo-Imperialism

ES Series: Historical Studies of Women’s Studies
編集・解説：	 Susan K. Martin, LaTrobe University, Australia (Volume I: Australia); 
  Caroline Daley, University of Auckland, New Zealand (Volume II: New Zealand); 
  Elizabeth Dimock, LaTrobe University, Australia (Volume III: Africa); 
  Cheryl Cassidy, Eastern Michigan University, USA (Volume IV: India);
   and Cecily Devereux, University of Alberta, Canada (Volume V: Canada) 

2009 年 2 月刊行　総約 2,000 頁　本体セット価￥98,000- （＋税）　ISBN 978-4-901481-95-3

大英帝国と女性の関わりに関する文献を、植民地地域毎にまとめます。各地に駐在した外交官や実業

家の妻たち、女性旅行家、宣教のためキリスト教団体から各地に送られた女性宣教師、ジャーナリス

トや女医などの職業人等々、19 世紀から 20 世紀前半に活躍した英国女性（一部米国人も含む）によ

る日記、手記、書簡、新聞や雑誌記事、そして各種団体の文書など一次資料 330 点強を、各分野専門

研究者が選書、解説を付しています。

【対象地域】

第１巻 : オーストラリア　（111 文献）　/　第２巻 : ニュージーランド　（83 文献）

第３巻 : アフリカ　（72 文献）　/　第４巻 : インド　（31 文献）　/　第５巻 : カナダ　（39 文献）

＊収録文献の明細は http://www.aplink.co.jp/synapse/4-901481-95-3.html でご覧いただけます。

帝国史のなかの子ども 
―19 世紀～ 20 世紀初頭の史資料復刻集成―　全４巻

Children and Empire
Edited and Introduced by Cheryl M. Cassidy & Andrea Kaston-Tange, Eastern Michigan University, USA
2012 年 12 月刊行　234 x 156 mm・約 1,600 頁　本体セット価￥88,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-176-1

●好評既刊『女性と大英帝国』に続く帝国史関連一次文献集成の第２弾

●英米を中心に子どもと帝国主義に関わる多様な史資料 180 点弱を復刻収録

●子どものありかたが大きく変わった１９世紀における、国家の理想とする子ども像や国家間の差違、身体、育児、

教育、道徳、遊び、労働、移民、キリスト教宣教など多様な問題に同時代の文献でせまる画期的資料集

●同時代の新聞・雑誌記事、書籍からの抜粋に加え広告、写真図版も多数掲載。編者による詳細な解題付

●英米帝国史、英米児童教育・文学・文化研究に必携

■各巻構成■

Volume 1: The “Civilizing” Mission: Education, Morality and Conversion
Volume 2: Management of Children: Life in Sickness and in Health
Volume 3: Migrations and Cultural Differences: Children throughout the Empire
Volume 4: Empire’s Children at Home: The Domestic Impact of a Presence Abroad

※収録文献の詳細は、http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-176-1.html でご覧いただけます。
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フェミニズムとキリスト教信仰：
ヴィクトリア朝～ 20 世紀初頭文献集成　全６巻
Women and Belief, 1832-1928
編集・解説：Jessica Cox, University of Wales Lampeter

2012 年 10 月刊行　約 2,750 pp.　本体セット価￥128,000- （＋税）　ISBN 978-4-86166-128-0

西洋での女性の歴史のなかで、女性の解放と宗教信仰の関係の重要性は以前より言及されて来ましたが、最近より専門的学

術研究のテーマとして論じられ始めています。本コレクションは女性運動が始まり、社会に広がったヴィクトリア朝時代か

ら 20世紀初頭まで、この問題につき論じた文献を書籍、雑誌記事、パンフレット類から選書し復刻で収録します。女性運動家、

社会改革家、思想家、神学者、歴史家、経済学者、人類学者、心理学者などによる政治・宗教的論争、教会の説教、風刺小説、

伝記、作法書等々多様な文献により、この時代の女性達の政治・社会的権利を求める信念と宗教上の信仰の間の葛藤を、あ

らゆる歴史的側面から探り、フェミニズムの発達の過程を明らかにします。対象とするのは英国からアメリカ、カナダ、そ

して植民地インドでのイスラム、ヒンドゥー、仏教に関する史・資料も含みます。編者による総合解説と、各巻毎により詳

細な文献解題と著者に関する伝記的注釈が加えられます。

◆収録文献明細◆

VOLuME I: General Introduction / Introduction & biographical notes.
Kavanagh, Julia. Women of Christianity, exemplary for acts of piety and charity ... with portraits.(London, 1852).

VOLuME II: Introduction & biographical notes.
1. Lee, Luther, Woman’s right to preach the Gospel (1853).
2. Folio, Fred, A Book for the Times: Lucy Boston, or, Woman's rights and spiritualism: illustrating the follies and delusions of the nineteenth century
(New York: J.C. Derby, 1855), including illustrations

VOLuME III: Introduction & biographical notes.
3. Landels, William, Woman's sphere and work, considered in the light of scripture. A book for young women (London: James Nisbet and Co., 1859).
4. Kay, William, The Influence of Christianity on the position and character of Woman: A sermon [on Romans xvi.1] (Calcutta, 1859).
5. Booth, Catherine Mumford, Female ministry: or, woman’s right to preach the Gospel (London, 1859).
6. Seymour, Richard, Woman’s work: a speech delivered in the Lower House of Convocation on Tuesday, July 19, 1861 (London, 1862).
7. Armstrong, I.T., Plea for modern prophetesses (Glasgow, 1866).
8. Anon, Female Franchise. Have Women Immortal Souls? The popular belief disputed. ... By a Clerk in Holy Orders (London, 1868).

VOLuME IV: Introduction & biographical notes.
9. Bushnell, Horace, Women’s Suffrage: The Reform Against Nature (1869).
10. Stagg, Annie Rollo, The importance of religion to woman (Stratford, Ont.? : s.n.], 1875).
11. Mandley, J. G., Woman outside Christendom. An exposition of the influence exerted by Christianity on the social position and happiness of women 

(London, 1880).
12. Machardie, Elizabeth, What is Spiritualism? A paper read at the Annual Conference of the Christian Women's Union, held in Glasgow (London, 1884).
13. Samson, Louisa, Why women should be secularists (London, 1891).

VOLuME V: Introduction & biographical notes.
14. Soulsby, Lucy Helen, Religious Education for Women (1894).
15. Stanton, Elizabeth Cady, Preface and Introduction to The Woman’s Bible (1895).
16. Kare, B.H., How is Woman treated by Man and Religion? (Bombay, 1896).
17. Burt Gamble, Eliza, The God-Idea of the Ancients or Sex in Religion (1897), extract from conclusion.
18. Tyack, Lena, ‘Joyce Maxwell’s Mistakes’ (1899).
19. Dietnick, Ellen Battelle, Women in the Early Christian Ministry (1897).
20. Gould, Frederick James, Will women help? An appeal to women to assist in liberating modern thought from theological bonds (London, 1900).
21. Dixie, Florence Caroline, “Towards freedom: an appeal to thoughtful men and women” The Agnostic Journal (London, 1904-5).
22. Hickey, Emily. Thoughts for creedless women (London, 1906).

VOLuME VI: Introduction & biographical notes.
23. Mordecai, Margaret. Phases of Progress. A study of the evolution of religion, education and woman (London & Edinburgh: Sands & Co., 1910).
24. Bushnell, Katherine. God’s Word to Women (1910).
25. Keating, Joseph, S.J., “Christianity and ‘Woman’s Rights.’” [Catholic Social Guild Pamphlets. no. 16] (London: Catholic Truth Society, 1912).
26. Collegium, The religious aspect of the women's movement: being a series of addresses delivered at meetings at the Queen's Hall, London, on June 

19, 1912 (London : Collegium, 1912).
27. Ali, Syed Ameer, The Legal Position of Women in Islam (1912).
28. Despard, Charlotte, Theosophy and the woman's movement [Riddle of life series; no. IV] (London:Theosophical Publishing Society, 1913), in-

cluding illustrations
29. Cohen, Chapman, Woman and Christianity: The Subjection and Exploitation of a Sex (London: The Pioneer Press, 1919).
30. Whitehead, George, Religion and Woman (London: Secular Society, 1928), extract from Chapter II.
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●収録内容● ※底本はすべて Macmillan, UK 刊を用います。

 VOL. 1: c.410pp.
Introduction by Midori Tsuji

Loftie, W. J. 
A Plea for Art in the House, with Special Reference to the 
Economy of Collecting Works of Art, and the Importance of 
Taste in Education and Morals, 1876, c.108pp.

Garrett, Rhoda and Agnes
Suggestion for House Decoration in Painting, Woodwork, and 
Furniture, 1876, c.98pp.

Hullah, John
Music in the House, 1877, c.90pp.

Orrinsmith, Mrs.
The Drawing-Room: Its Decorations and Furniture, 1877, 
c.100pp.

VOL. 2: c.390pp.
Loftie, Mrs.
The Dining-Room, 1878, c.140pp.

Barker, Lady
The Bedroom and Boudoir, 1878, c.130pp.

Oliphant, Margaret
Dress, 1878, c.115pp.

VOL. 3: c.400pp.
Pollock, Walter Herries & Lady Pollock 
(illustrated by Kate Greenaway)
Amateur Theatricals, 1879, c.90pp

Glaister, Elizabeth
Needlework, 1880, c.140pp

Leland, Charles G.
The Minor Arts: Porcelain Painting, Wood-Carving,
Stencilling, Modelling, Mosaic Work, etc, 1880, c.170pp.

VOL. 4: c.370pp.
Lang, Andrew (illustration by Austin Dobson)
The Library, 1881, c.200pp.

Ellis, Tristram J.
(illustration by Stacy Marks)
Sketching from Nature,
A Handbook for Students and
Amateurs, 1883, c.170pp.

ヴィクトリア朝ガイドブック・シリーズ

ヴィクトリア朝の生活と芸術
【復刻版】　全１２タイトル・合本４巻＋別冊日本語解説

The Art at Home
監修・解説：辻みどり（福島大学教授）

2010 年 2 月刊行　本体セット価￥88,000- （＋税）　ISBN  978-4-86166-100-6
B6 判・約 1,570 頁 [Originally published by Macillan in London, UK and Porter & Coates in Philadelphia, USA]

In these decorative days the volumes bring calm counsel and kindly suggestions, with information for the 
ignorant and aid for the advancing, that ought to help many a feeble, if well-meaning pilgrim along the 
weary road, at the end whereof, far off, lies the House Beautiful...,-Examiner, 1876

　ヴィクトリア朝最盛期に一般向けの美術入門書、建築や名所旧跡ガイドの著者、編者として大活躍したロフティーの発案

により創刊され、中流階級向けに家庭生活をいかに芸術で彩るかを解説し人気を博したマニュアル本シリーズ、Art at Home
全 12 点の復刻集成です。拡大してゆく中流層（lower middle-class）を読者層に想定し、より豊かな生活を目指すこの階級

の上昇志向に応えるべく、編者のロフティーは上流階級（upper-middle class）の女性を「中流階級の生活指導者」として、著

者に多用します。また、英国で大成功したシリーズは、直ちに海を越え、米国フィラデルフィアでも刊行が始まり、東海岸

の中流家庭の間でも「おしゃれな英国流生活」への入門書として広く読まれました。

　シリーズの内容は、インテリアや衣服といった生活に密接に関わるものから、美術教育、美術品収集、音楽や芝居の楽し

み方など多岐にわたり、シリーズ後期にはアンドリュー・ラングのような著名作家による著作や、ケイト・グリナウェイが

挿絵を入れたガイドも刊行されます。

　イギリス 19 世紀の生活文化の資料としてだけでなく、研究が進むヴィクトリアン・アメリカの貴重な文献としても、ど

うぞご活用ください。
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イギリス・モダニズム女性大百科　全８巻

Every Woman's Encyclopædia
2009 年 6 月刊行　本体セット価 ￥188,000- （＋税）　ISBN  978-4-86166-123-5
A5 判・c. 5,920 pp.（図版、写真多数、 カラー口絵入）　底本：London: Educational Books, c.1910-1912

● 20 世紀初頭の英国の家庭で最も広く使われた女性百科。

● 1910 年頃より隔週で刊行され、家庭の主婦に広く配布された分冊事典。（完結後、各巻に索引を付し

出版された累積版を底本に復刻。）

●「ビートンの家庭の手引」など、ヴィクトリア朝の女性向けガイドが扱ったテーマを踏襲しつつも、

その内容は新世紀に入り急速に変化するライフ・スタイルや合理的な生活・家事のための実用書を目

指したモダン・リヴィング読本であり、また同時に、職業、法律から世界各国の宗教や女性といった、

20 世紀の女性が身に着けるべき教養、知識を縦横無尽に集成した厖大な記事から成る。

●多数の図版や写真は、アール・ヌーボーからアール・デコへと移行期の装飾・デザインが満載。

●英国女性史の資料としてだけでなく、ヴァージニア・ウルフなどモダニズム期の文学、文化、芸術そ

して大衆文化研究の文献としても利用可能。

【収録大項目】

＊［家庭］　Woman's Home
＊［美容］　Woman's Beauty Book
＊［子ども・教育］　Children
＊［職業］　Woman's Work
＊［結婚］　Marriage
＊［健康・医学］　Woman's Medical Book
＊［上流階級］　The Lady of Quality
＊［服飾］　Womans's Dress
＊［裁縫］　Needle Work
＊［料理］　Kitchen & Cookery
＊［世界の著名な女性］　The World of Women
＊［法律］　Woman's Law Book
＊［恋愛］　Woman in Love
＊［宗教］　Woman and Religion
＊［芸術］　The Arts
＊［園芸］　Women in her Garden
＊［スポーツ・娯楽］　Woman's Recreations
＊［ペット］　Woman's Pet

本書の特色

残部僅少
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シリーズ

子どもの文化史　ー英国 16-18 世紀文献集成－

第１回　18 世紀初期文献集　全４巻＋別冊日本語解説

Books on Children in 16th-18th Century Britain, Series I (1701-1750)
シリーズ監修■島田孝右　　第 1回配本編集 /解説■同志社大学　圓月優子

2006 年 12 月刊行　A5 判・約 1,910 頁　本体セット価￥98,000- （＋税）　ISBN 978-4-902454-31-4

●近代的な「子ども観」の成立とその変遷を数多くの文献から探る史資料集。

● 16 世紀から 18 世紀末まで 45 件強の文献を復刻集成し、時代別に３回で配本。

　各配本編者の解説付き。

●第 1 回では 18 世紀前半の育児書、作法書、宗教・教育書など 17 点を収録。

■内容明細■

VOL.1 (c.520 pp)
Monro, George
The just measures of the pious institution of youth represented 
according to the maxims of the Gospel. In several essayes. Pt. 1 
Recommending upto parents, and others concerned, what they 
owe more immediately to the souls of children, London, 1701, 
328pp

Nicholls, William
A treatise of consolation to parents for the death of their chil-
dren, London, 1701, 190pp

VOL.2 (c.420 pp)
Gaius Seius
The mother looking-glass: or, the concurrent judgement of 
learned,	London, 1702, 23pp

Taylor, Nathanael
Practical discourses on several important subjects: A discourse of 
the children of holy parents, chapter I & IV, London, 1703, 31pp

Mortimer, John
Advice to parents; or, rules for the education of children, Lon-
don, 1704, 22pp

Anon.
An hundred godly lessons that a mother on her deathbed gave 
to her children, etc. [A ballad.], Edinburgh, 1715, 8pp

Fleetwood, William
The relative duties of parents and children, husbands and 
wives, masters and servants; considered in sixteen practical dis-
courses, 2nd ed., London, 1716, 331pp

VOL.3 (c.510 pp)
Anon.
The indulgent parents, and rebellious children. Being at true 
narrative of the unparallel'd rebellion of the sons of Mr. Na-
thanael Oade Senior, ...against him and their mother. With a 
brief account of the tryal..., London, 1718, 72pp

Cooke, Shadrach
Consolation for parents upon the loss of children, London, 
1721, 48pp

Society of Friends
An epistle of caution and advice to parents, recommending a 
godly care for the educating their children in a Christian con-
versation, London, 1723, 8pp

Swift, Jonathan
A modest proposal for preventing the children of poor people from 
being a burthen to their parents, or the country, and for making 
them beneficial to the publick, 2nd ed., Dublin, 1729, 16pp

Eminent Physician
The Nurse's Guide; or, the right method of bringing up young 
children. To which is added, an essay on preserving health, and 
prolonging life. With a treatise of the Gout. By an eminent Phy-
sician, London,1729, 187pp

Doddridge, Philip
Sermons on the riligous education preached at Northampton...
London, 1732, 168pp

VOL. 4 (c.460 pp)
Author of the advantages of closed religon
A persuasive to family religon; and the obligation Christian 
parents are under to the religious education of their children..., 
1737, 56pp

Anon.
Family religion: or, a guide to parents and masters, to children 
and servants, reprint, London, 1741, 70pp

Barclay, James
A treatise on education: or, an easy method of acquiring lan-
guage, and introducing children to the knowledge of history, 
geography, mythology...on taste..., Edinburgh, 1743, 247pp

Anon.
The common errors in the education of children, and their con-
sequences, London, 1744, 82pp

本書の特色

残部僅少
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シリーズ

子どもの文化史　ー英国 16-18 世紀文献集成－

第２回　18 世紀後期文献集　全４巻＋別冊日本語解説

Books on Children in 16th-18th Century Britain, Series II (1751-1800)
シリーズ監修■島田孝右　　第２回配本 編集 /解説■フェリス女学院大学　向井秀忠

2009 年 4 月刊行　本体セット価￥88,000- （＋税）　ISBN  978-4-902454-30-7

●英国近代の始まりとともに「発見」された子どもに関する、同時代文献集の第２回配本。

● 18 世紀後半に刊行された稀覯文献 14 点を復刻集成。

■内容明細■    

VOL. 1: 262pp.
Bourn, Benjamin
A sure guide to Hell. In seven sections, containing directions to 
parents in the education of their children, New edition, London, 
1751, c.96pp.

Anon.
The young student's assistant; or literary entertainer... Part 
3: Some serious reflections on the melancholy consequences 
which too naturally attend the neglect of parents, in the educa-
tion of their children, London, 1752, c.13pp.

Well-Wisher to the Souls of Men
Five letters of advice: humbly offered I to parents: concerning the 
education of their children in the fear of God, II To children to 
excite them to remember their creator in the days of their youth, 
London, 1754, c.84pp.

Dawson, Benjamin
Some assistance offered to parents with respect to the religious 
education of their children, London, 1759, c.28pp.

Kennett, White
The excellent daughter: a discourse very necessary to be given 
by all parents to their children, c To which is added several 
proper lessons of the duty of daughters, 7th ed., London, 1760, 
c.36pp.

VOL. 2: 313pp.
Taylor, Philip, of Liverpool
Virtuous children the joy of their parents. A sermon to young 
people, London, 1771, c.22pp.

Anon.
The laws respecting women, as they regard...the obligations of 
parent and child, Book the Fourth, Of the laws concerning par-
ents and children; and the interests of infants (pp.349-449 only)
1777, c.110pp.

Lancaster, Thomas
A plan of educat ion, for a l imi ted number of young 
gentlement...those parents, who regard the health, comfort, and 
virtue of their children.., 1794, c.79pp.

Beddoes, Thomas
A guide for self perservation & parental affection; or plain 
direction for enabling people to keep themselves and their chil-
dren free from several common disorders., London, 1793, c.24pp.

Anon.
Advice to parents on the management of their children in natu-
ral small pox, and during inoculation, 2nd ed., London, 1797, 
c.66pp.

VOL. 3: 413pp.
Salzmann, Christian Gotthilf
Elements of morality for the use of children, translated from 
the German, 2 vols. in 1, London, 1793, c.410pp.

VOL. 4: 415pp. 
Lawson, George
The joy of children in wise children. A sermon, Edinburgh, 
1798, c.34pp.

Lovechild, Mrs.
Parsing lessons for young children: resolved into their elements 
for the assistance of parents and teachers, London, 1798, c.70pp.

Berquin, Amaud
The family book, or, children's journal. Consisting of moral and 
entertaining stories...From the French, London, 1798, c.300pp.

本書の特色
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【内容明細】

VOL. 1: (c.360pp)
Plutarch, Translated and partly augmented by E. Grant
A president for parents, teaching the vertuous training of 
children and holesome information of young men, London, 1571.

Kempe, William
The education of children in learning: declared by the dignities, 
utility, and method thereof…, London, 1588.

Lyster, John
A rule how to bring up children, a treatise wherein is declared, 
how the father approseth his sonne in the holy Scripture…, 
London, 1588.

VOL. 2: (c. 560pp)
Anon.
The office of Christian parents: shewing how children are to be 
governed throughout all ages and times of their life. Cambridge, 
1616.

Leigh, Dorothy
The Mothers Blessing: or, the godly Counsaile of a Gentle-
woman not long since deceased, left behind her for her 
children…, London, 1616.

VOL. 3: (c.550pp)
Anon. (W.C.)
A schoole of nurture for children or The duty of children in 
honouring their parents…, London, 1656.

Anon.
The school of learning; or, A guide for children…, London, 1668.

Stockton, Owen
A treatise of family instruction wherein it is proved to be the duty 
of parents and master of families to train up their children and 
servants in knowledge of the scriptures…, London, 1672.

Anon.(H.P.)
A looking-glass for children. Being a narrative of God's gracious 
dealings with some little children…, London, 1673.

シリーズ

子どもの文化史 ー英国 16-18 世紀文献集成－

第３回　16-17 世紀文献集　17 文献・合本５巻＋別冊日本語解説

Books on Children in 16th-18th Century Britain, Series IIII (1571-1699)
シリーズ監修■島田孝右　　第３回配本編集 /解説■静岡大学　鈴木実佳

2010 年 11 月刊行　A5 判・約 2,250 頁　本体セット価 ￥118,000-（＋税）ISBN  978-4-902454-32-1

　『子どもの文化史―英国 16 世紀～ 18 世紀文献集成シリーズ』の第 3 回（最終配本）は、16-17 世紀の子どもに関

する文献の復刻集成です。ルネサンスの文化・宗教変革期を過ぎ、革命、内乱の 17 世紀の渦中、近代化へ向かう

この時代の英国では、新たな時代のため、子どもの教育や親の役割を考え、子どもの存在を論じる書籍やパンフレッ

トなどが盛んに出版されます。後の子ども観に大きな影響を及ぼすロックの教育論が発表されたのもこの時代です。

　本文献集では、16 世紀後半から 17 世紀末の間、教育者、聖職者、思想家などが発表した多様な育児論、教育論から、

今日入手の困難な文献でこの時代の特徴的な教育書、子ども論 17 点を収録。編者による概説と各書の解題が別冊

に付録されています。

VOL. 4: (c.440pp)
Lawrence, Edward
Parents groans over their wicked children several sermons on 
Prov. XVII, 25, London, 1681.

Wait, Joseph
The parents primer and the mothers lookingglasse. Or, Counsel 
for parents in the education of children…, London, 1681.

VOL. 5: (c. 310pp)
Lawson, Thomas
A serious remembrancer to live well written primarily to children 
and young people…, London, 1684.

Burgess, Daniel
Advice to parents and children, the sum of a few sermons, 
contracted, and published at the request of may pious hearers, 
London, 1690.

Heywood, Oliver
The best entail, or, Dying parents living hopes for their 
surviving children grounded upon the covenant of Gods grace, 
with believers and their seed…, London, 1693.

Bellers, John
An epistle to Friends, concerning the education of children, 
London, 1697.

Curtois, John
An essay to persuade Christian parents to educate their 
children in virtue and piety from the consideration of God's 
commands…, London, 1697.

Ainsworth, Robert
The most natural and easie way of institution containing 
proposals for making a domestic education less chargeable to 
parents and more easie and beneficial to children…, London, 
1699.
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復刻文献シリーズ　ヴィクトリア時代の育児論

エイダ・バリン著作集
【復刻集成】14 タイトル・合本４巻

Ada S. Ballin - Motherhood Childhood and “Baby, The Mothers’ Magazine”
Modernizing Nursery in Late Victorian Britain, Series I: Collected Writings of Ada S. Ballin
編集・解説：三井（山本）淳子（津田塾大学）

2011 年 4 月刊行　A5 判・約 1820 頁　本体セット価￥88,000- （＋税）　ISBN  978-4-902454-63-5

健康推進、育児、幼児教育のエキスパートとしてヴィクトリア後期の英国で活躍したエイダ・バリンの著作の初めての集

成（復刻版）です。大英帝国が繁栄を続けるこの時代、産業革命による社会の変革に加え、科学の進歩や進化論思想の広が

りは、育児や社会に求められる母親のありかたにも大きな変化が生じていました。ロンドン大学（UCL）にて公衆衛生学を

学んだバリン（Ada S. Ballin, 1863-1906）は、科学的な子育てや乳幼児の健康管理を広く提唱し、母親向けの雑誌 Baby, An 
Illustrated Monthly Magazine for Mothers を創刊、この雑誌を基盤に Baby’s Exhibition を開催するなど、英国中流家庭に発言を

続けました。ちょうど、バリン自身も講演した国際健康博覧会が 1884 年にロンドンで開催されるなど、衛生問題や健全な

子育てに関心が高まっていた 19 世紀後半の英国で彼女の活動は広く受け入れられ、Baby 誌も 35 年に亘り刊行が続きます。

　本シリーズでは、第 1 回配本にてバリンの主要著書や、上述国際健康博覧会での彼女の講演録および母親への育児ガイド

本シリーズなど、14 点の著作を収録、第 2 回以降に Baby 誌の復刻を予定しています。19 世紀から 20 世紀にかけての英国

での母親像の変化や母子に関わる衣食住環境の近代化について、あらたな視点をあたえてくれる資料集です。

【収録内容】

VOLUME 1: Introduction by Junko MITSUI -YAMAMOTO

  Children’s Dress. A lecture, etc.  
  W. Clowes & Sons: London, 1884, [International Health Exhibition Lectures, 1884, vol. 1] pp.27

  The Science of Dress in theory and practice. With ... illustrations.  
  Sampson Low & Co.: London, 1885, pp.xvi. 273 

VOLUME 2: Personal Hygiene.  
  F. J. Rebman: London, 1894, pp. xii. 227 

  BALLIN, Ada S., and WELLDON (Elinor A.)  
  The Kindergarten System explained.  
  London : F. L. Ballin, [1896], pp. vii, 132  

VOLUME 3: From Cradle to School. A book for mothers.  
  A. Constable & Co.: London, [1902], [Constable’s New Home Series] pp. vii. 344.

  BALLIN, Ada S. (ed.) & PILLOW, H.
  Nursery Cookery 
  London : F. L. Ballin, [1900], vii, 107, 

VOLUME 4:  Mothers’ Guide Series. Office of “Baby,” etc.: London, [1896-1914]  
  No. 1: How to Feed our Little Ones
  No. 2: Baths and Bathing
  No. 3: Early Education
  No. 4: Children’s Aliments
  No. 5: The Expectant Mother
  No. 6: Baby’s First Year
  No. 7: The Skin Diseases of Childhood
  No. 8: The Health Nursery
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アーサー・ミー編集　イギリス児童大百科
Children’s Encyclopedia, 10 volumes edited by Arthur Mee
＊全 10 巻　総 7,500 頁を 2 回配本にて復刻＊ 

Part	1:	Vol.	1	-5
別冊解説：高山宏（明治大学国際日本学部教授）

2009 年１月刊行
A5 判　約 3,750 頁　図版入（白黒・カラー多数）

本体セット価￥128,000- ( ＋税 )
ISBN: 978-4-902454-49-9

Part	2:	Vol.	6	-	10	
別冊解説：窪田憲子（都留文科大学文学部教授）

2009 年 11 月刊行
A5 判　約 3,700 頁　図版入（白黒・カラー多数）

本体セット価￥128,000- ( ＋税 )
ISBN: 978-4-902454-50-5

　20 世紀初頭に編集者アーサー・ミーが発案し隔週刊で創刊、英国家庭向けに大成

功した子ども百科が復刻されました。図解百科 I See All を始め、子ども向け教育、参

考書を数多く企画、編集したミーの代表作で、ヴィクトリア朝末期の英国でもっとも

広く予約購読された出版物の一つと言われています。その成功は世界各地へと広がり、

ヨーロッパ各国語版が出版されています。

　日本においても、大正時代に新教育運動を主導し成城学校を創設した沢柳政太郎が、

後に玉川学園を創立する小原國芳への外遊土産として英国より本書を持ち帰り、この

百科事典をもとに 1932 年小原が『玉川児童百科』全 30 巻を出版したことが知られて

います。

　I See All 同様、本書においてもミーの独創性はいかんなく発揮されており、従来の

A-Z 式の記事の配列をまったく用いず、子どものための知識を〈Earth and Its Neigh-
bours〉、〈Men and Women〉、〈Ourselves〉、〈Things to Make & Do〉など 19 の大項目に

分類、各巻中でそれぞれの項目をさらに数件のテーマにわけて解説するという斬新き

わまる編集方針が採られています。（各項目の明細は次頁以降を参照ください。）　ま

た、ミーが得意とする図版、イラストを多く用いた視覚的な編集方針も全巻を貫いて

おり、いわゆる「引く」ための事典でなく、まさに「読み、見る」ことにより知識を

身に着けさせることを目的とした、「本」としての百科事典の真髄がこの事典の魅力

でしょう。

　出版後一世紀を経た今日、本書は英米児童文学・文化史研究の貴重な資料であると

同時に、新たな知や文化の枠組みを形作り、それにより 20 世紀の新しい精神で子ど

もたちを育てようとした英国出版文化の記念碑的鴻業とも言えます。英米文化、比較

文化の広範な研究の資料としてどうぞご利用ください。

Arthur Mee
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19 世紀英国家庭と子どものための

職業読本　全６巻＋別冊解説

Book of Trades: A Collection of the Nineteenth-Century Handbooks
編集・解説■小林章夫（上智大学教授）

2008 年 11 月刊行　A5 判・2,450 頁 （図版白黒多数）　本体セット価 ￥128,000-（＋税）ISBN  978-4-902454-48-2

●産業革命の広がりとともに誕生した、様々な近代的職業に関する子ども向けガイドや大衆向けの絵

入り事典など 7 点の復刻集成。

●時代とともに細かく分業化していく職業や使用される道具、そして商業製品などを、これから子ども、

学生そして一般の人々に多くの図版とともに紹介した、ヴィクトリア朝時代の多様な文献集。

●ロンドンそしてグラスゴーで出版された最初期の稀覯ガイド本から、ヴィクトリア朝最盛期にいた

る半世紀をカバー。

● 19 世紀英文学の背景研究そして文化史、教育史、産業史等の広い分野の資料として利用可能。

◆収録文献内容◆

VOL. 1:
The Book of English Trades and Library of the Useful Arts, A New 
Edition Enlarged, with 500 Questions for the Exercise of Students, 
London: Richard Phillips & Co., 1824, c.480pp.
 
VOL. 2:
The Book of Trades or Circle of the Useful Arts, Glasgow: Richard 
Griffin & Co., 1835, c.370pp. 

VOL. 3:
The Handbook of Trade and Commerce or, A Concise Diction-
ary of the Terms and Principles of Trade, Commerce, Manufac-
tures, Commercial and Common Law, etc., with Tables of Money, 
Weights, and Measures, New Edition., London: Darton and Clark, 
1842, c.330pp. 

VOL. 4:
The Dictionary of Trade, Commerce, and Navigation: Explana-
tory of The Objects, Terms, Statistics, Laws and Regulations of 
the Excise, Customs, Public Affairs, Banking, Monies, Weights, 
Shipping, Fisheries, Imports, Exports, Book-Keeping, Commercial 
Geography, National Flags, and the General Affairs of Business 
Corrected up to the Latest Period, London: Brittain & Paternoster, 
1844, c.390pp.

VOL. 5:
The Book of Trades, Arts, & Professions, relative to Food, Cloth-
ing, Shelter, Travelling and Ornament for the Use of the Young by 
Peter Paley, London: Darton and Co., 1855, c.125pp.

The Boy's Book of Trades and the Tools Used in Them, London: 
George Routledge & Sons, 1866, c.320pp.

VOL. 6:
The Book of Trades: A Circle of the Arts and Manufactures, Adapt-
ed for Schools, Colleges and Families, New Edition, by James 
Wylede, London & Edinburgh: Gall & Inglis, 1878, c.414pp.

本書の特色
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復刻版　フリー・ウーマン
The Freewoman 全２巻＋別冊日本語解説     

復刻版監修・解説■出水純子（大谷女子大学短期大学部教授）

2006 年 11 月刊行　本体セット価 ￥88,000- ( ＋税 ) 　ISBN  978-4-902454-27-7

● 1911 年にフェミニスト達が「性」を論じる場として創刊、英語圏におけるモダニズム運動の原動力

となった雑誌『フリーウーマン (The Freewoman)』を初の完全復刻

●女性運動、セクシュアリティ、ジェンダーに関する研究を始めとする人間性の問題に関する研究、20

世紀初頭の英米思想史の研究に必備の重要文献

●関与あるいは論議の対象とされた人物：パンクハースト夫人、Ｊ・バトラー、

Ｒ・ウェスト、Ｈ・Ｇ・ウェルズ、Ｈ・エリス、Ｅ・カーペンター、　Ｓ・

ブラウン、Ｏ・シュライナー、ドライズデイル夫妻、Ｏ・ワイルド、　Ｄ・Ｈ・

ロレンス等

【収録内容】
Volume 1: No. 1 - No. 26 （1911 年 11 月 23 日 ～ 1912 年 5 月 16 日）

Volume 2: No. 27 - No. 47 （1912 年 5 月 23 日 ～ 1912 年 10 月 10 日）

本書の特色

残部僅少

アジア系アメリカ人女性のフェミニズム
～英文研究論文集成～　全４巻
Asian American Feminisms
編集・解説：Leslie Bow, Professor, University of Wisconsin

2012 年 9 月刊行　c.1,600pp.　本体セット価：￥95,000-（+ 税）　ISBN 978-4-86166-133-4　※オンディマンド版

　公民権運動や、様々な領域で女性の権利を求める運動が高まった 20 世紀のアメリカでは 人種やジェンダーに関する研究

が飛躍的に拡大します。そのなかでアジア系アメリカ人女性に関する先鋭的な研究も数多く発表され始め、今日では、ほと

んどの北米の主要大学が、アジア系アメリカ人と女性研究のコースを有するようになっています。しかしながら、いくつか

のアジア系アメリカ人を広く扱った出版シリーズなどはあるものの、このテーマを深くかつ包括的に網羅した基本文献集は

未だ出版されておりません。

　Betrayal and Other Acts of Subversion: Feminism, Sexual Politics, Asian American Women's Literature (Princeton 2001) や ‘Partly 
Colored’: Asian Americans and Racial Anomaly in the Segregated South（forthcoming, New York University Press 2010）などの著作

で知られ、このテーマの第一人者である Leslie Bow の編集による本論文は、アジア系アメリカ人女性研究を 4 つの項目に分類、

1970 年代から今日にいたる主要な先行論文 70 点は弱を収録、編者の解説が書き下ろされます。アジア系アメリカ人文化の

研究と教育を始め、人種、ジェンダー研究やより広く現代アメリカ研究の必携文献集としてお奨めいたします。

※収録文献の詳細は、http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-133-4.html でご覧いただけます。
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メアリー・ヘイズ編著

【復刻版】　英国・ヨーロッパ女性伝記大事典
  　全６巻＋別冊日本語解説

Female Biography; or, Memoirs of Illustrious and Celebrated Women, of all Ages and Coun-

tries by Mary Hays

別冊日本語解説：青山学院女子短期大学　梅垣千尋　

2004 年 6 月刊行　本体セット価 ￥118,000- （＋税）　ISBN 978-4-902454-01-7
■ 底本 : 1803 年刊初版　全 2709 頁

フェミニストの視点で編集された世界で初めての女性史レファレンス

   ●世界初の「女性による、女性のための、女性についての」大事典

   ●西洋史に登場する約 290 名の女性を網羅

   ●ウルストンクラフトの親友ヘイズの編著

■収録人名■ (抜粋）

Adricomia
Agnes Sorrel (or Sorreille)
Agreda, Mary de
Albert, Jane D'
Aldrude, Countess of Berlinoro
Bacon, Lady
Basine (or Bazine)
Bavaria Isabella of
Baynard, Anne
Boleyn, Anne
Calphurnia, wife of Pliny
Calpurnia, wife of Julius Caesar
Capello, Bianca
Carolina, wife to George II
Catherine I of Russia
Catherine II of Russia
Catherine of Aragon
Catherine of Medicis
Cromwell, Elizabeth, wife of 
Oliver
Dacier, Madame
Damophila
Dante, Theodora

Rufina, Claudia
Russel, Lady Elizabeth
Russel, Lady Rachel
Sappho
Scala, Alexandra
Scudery, Madeline de
Seguier, Anne de
Semiramis
Seymour, Lady Arabella
Sforza, Catherine
Sforza, Isabella
Sheridan, Mrs. Frances
Sophronia
Theano
Thymele
Tishem, Catherine
Toliet, Elizabeth
Tymicha
Valeria
Vigne, Anne de la
Warwick, Countess of
Weston, Elizabeth Jane
Zenobia

Derby, Countess of
Desmond, Countess of
Dido, Queen of Carthage
Didyma
Egee, Queen of the Amazons
Elizabeth, Queen of England
Elizabeth, Countess of Lincoln
Elstob, Elizabeth
Emma, Queen of England
Estrada, Maria d'
Ethelfleda, Queen of England
Eurydice
Fannia
Fidele, Cassandra
Fielding, Sarah
Galligal Leonora
Gethin, Lady Grace
Gonzaga, Cecilia de
Gonzaga, Eleonora
Gonzaga, Isabella de
Gray, Lady Jane
Guyon, Madame
Harcourt, Harriet Euseria

Hardwick, Elizabeth
Hastings, Lady Elizabeth
Hyde, Ann
Hypatia
Inglis, Esther
Isabella, Queen of Hungary
Jane, Queen of France
Killigrew, Katherine
Labe, Louise
Lambrun, Margaret
Lane, Mrs. Jane
Leapor, Mary
Legge, Elizabeth
Macaulay, Mrs.
Maintenon, Madame de
Margaret de Valois,
Queen of Mary, Queen of Scots
Mary, Queen of Hungary
Octavia, wife to Marc Antony
Octavia, wife to Nero
Renata, Duchess of Ferrara
Rohan, Marie Eleonore de
Roland, Madame

　
メアリ・ウルストンクラフトが女性の「理性」に期待をかけたフェミニストであったとすれば、その親友メアリ・ヘ

イズは、女性の「情念」に大きな意義を見いだしたフェミニストであったといえる。これまでウルストンクラフトの

影に隠れてきたヘイズの存在は、その独創的な著述活動と特異な歴史的経験によって、近年新たな注目を集めつつあ

る。

　このたび復刻出版される本書は、ウルストンクラフト亡き後、ヘイズが保守派の集中的な攻撃にさらされるなかで

執筆したものである。女性偉人を取りあげた書物は、イギリスではすでに 18 世紀中葉から見られるが、本書ほどの

大著は過去に例がない。ヘイズがここで特に力を入れて描いたのは、クレオパトラからエカテリーナ２世にいたるま

で、政治や哲学といった「男性的」とされる活動領域に比類のない情熱を傾けた女性たちであった。

　本書を貫くのは、過去に生きた無数の女性たちが、ときには英雄的な活躍や悲劇的な受難によって歴史を動かして

きたことを証明しようとする強靭な意志である。女性史の意味を、その根源から問いかける古典的労作であることは

間違いない。

青山学院女子短期大学　梅垣千尋

本書の特色

残部僅少
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アイルランドのフェミニズム
【復刻文献集成】　全５巻

Irish Feminisms, 1810-1930
編集・解説：Mary Pierse and Ann Walsh, University College Cork, Ireland
[ES Series: Historical Sources on Women’s Studies] 

2010 年 1 月刊行　c. 2,500pp. 　本体セット価￥118,000- （+ 税）　ISBN 978-4-86166-113-6

アイルランドにおける近代フェミニズムの誕生から

その変遷を追う、初めての一次資料復刻集

　ヴィクトリア朝期からモダニズム期にいたる著作を、文学、思想、政治など様々なバックグラウンドを持つ作品

から広く選書し、フェミニズムという多様な思想が、政治、宗教的にも複雑な位置にあり続けたアイルランドの社会、

文化の中にいかに築かれていったのかを探るための、他に例のない史資料集です。収録する文献は単行本著作の抜

粋やアイルランドでこの時代に発行されたパンフレット、雑誌、新聞記事などの一次資料を中心に、Lady Gregory、

ALady Wilde( オスカー・ワイルドの母）、Parnells といった著名人の著作から無名の著者のものまで含みます。フェ

ミニズムに対するアプローチの差異は、それぞれの著者の政治、宗教的背景により他の西洋諸国よりさらに色濃く

出、アイルランド女性の置かれていた状況を時代の変遷とともに読み解くことを可能にします。収録される文献は

ほとんどが日本だけでなく海外図書館でも入手の不可能な文献ばかりです。

　各巻以下の分野別構成で、各分野毎に詳しい解説が編者より書き下ろされています。

Volume I:  Leading the Way 
  「フェミニズム思想の潮流」

Volume II: Land and Labour 
  「アイルランド土地戦争時代の政治変動と女性土地同盟」

Volume III: Eire Abu? - Ireland Forever ?  
  「新たなアイルランド社会のなかでの女性」

Volume IV:  In the Real World 
  「アイルランド女性の社会、教育、性、結婚、宗教」

Volume V: Literary Approaches 
  「アイルランド文学者のフェミニズム」

＊収録文献の明細は

http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-113-6.html
　でご覧いただけます。
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アメリカ女性のための近代市民講座
【復刻版】12 冊・合本６巻

The Woman Citizen’s Library
- A Systematic Course of Reading in Preparation for the Larger Citizenship

［編］ Ｓ．マシューズ ／［著］ Ｊ．メーシー、Ｈ．Ｐ．ジャッドソン、キャリー・チャップマン・キャット、ジェイン・アダ

ムズ、フローレンス・ケリー、マリオン・タルボット（他） 

2010 年 6 月刊行　約 3,200 頁（図版多数）　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN  978-4-86166-134-1
底本：1913-14 年刊（Chicago: The Civics Society）

アメリカ女性革新運動家たち 40 名強が共同執筆した

20 世紀初頭の画期的シリーズ 

■アメリカで女性革新運動、参政権運動が頂点に達していた 1910 年代に、進歩する社会のなかで、女性が責任や

義務をはたすために必要な知識や情報を、同時代の女性たちに教授することを目的に編集された出版シリーズ。

■女性の視点で女性のために政治・社会論を解説したアメリカで初めての本格的啓蒙書で、全 12 冊（6 巻に合本し

復刻）に女性と近代社会との関わりに関する問題を、政治・法律から公衆衛生、労働、教育、若者・子ども、労働、

犯罪、移民、家政、優生学など、テーマ別に広くかつ具体的に論じた 20 世紀初めの画期的な大著。多数の図版

も含め完全復刻。

■進歩的神学者として日本でも早くからその著作が翻訳されていたＳ．マシューズを編集主幹に、キャリー・チャッ

プマン・キャット、ジェイン・アダムズ、フローレンス・ケリーなど、社会革新運動で重要な役割を担っていた

女性運動家や学者を中心に 40 名以上の専門家が執筆。　

■アメリカ女性史の史料としてだけでなく、アメリカ社会史研究にも貴重な文献。

推薦文
有賀夏紀　（埼玉大学名誉教授）

　本シリーズが出版された 1913 年頃、アメリカでは革新主義運動が頂点に達していた。革新主義運動は、急激な都市化、

工業化、新移民の増加がもたらしたさまざまな社会問題の解決を目指す改良運動だった。その中で白人中産階級の女性

たちは参政権を持たないまま、大きな役割を果たしていたのであるが、この頃になると女性参政権の実現が目前に見え

ていた。本シリーズは、近い将来参政権を獲得するであろう女性たちが市民としての義務を果たすために必要な、政治

や社会についての知識を与え、市民としての政治・社会参加の仕方を教示するものである。

　全 12 巻は、政治、女性参政権、法律、市民社会、家庭の各テーマについて女性の視点から解説する意図で構成されている。

著者はその分野の専門家であり、当時第一線で活躍していた女性も多く含まれている。女性参政権については、アメリ

カの女性参政権運動の中心的人物キャリー・チャップマン・キャット（Carrie Chapman Catt）が最初の章を書いている。

市民社会に関しては、セツルメント活動や平和運動で知られたジェイン・アダムズ（Jane Addams）が「女性はなぜ、よ

り大きな市民社会に関心を持つのか」というタイトルの一章を寄せ、また、全国消費者連盟の創立者フローレンス・ケリー

（Florence Kelley）が工場の監査について論じる。家庭の巻では、アメリカ大学婦人協会設立者でシカゴ大学の家政学教

授マリオン・タルボット（Marion Talbot）が家庭経営について解説している。ひとつ気になるのは、さまざまな改革的

提言の中で、優生学についてこれを支持する立場から説明する章が入っていることである。著者すべてが同意したかは

不明であるが、本章は、弱者や非白人が持つとされる「劣悪な」遺伝子を排除する優生学を社会改良の一方法として真

剣に考える革新主義の一側面を示し、興味深い。

　本シリーズは、女性参政権運動や革新主義運動についてだけでなく、それらの運動の担い手だった人々が当時アメリ

カ社会について抱いていたヴィジョンも知ることができ、アメリカ史についての理解を一層深める貴重な史料となって

いる。

※収録内容は小社サイト　http://www.aplink.jp/synapse/4-86166-134-1.html　でご覧いただけます。
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アメリカ 19 世紀の少女・少年のための

コンダクト・ブック　【復刻集成】全５巻

A Collection of Conduct Books for Girls and Boys in 19th Century 
America
編集・解説■野々村淑子（九州大学） 

Series: Books for Children and Youth in 19th Century America

2007 年 6 月刊行　B6 判・約 3,000 頁 　本体セット価￥118,000- （＋税）　ISBN 978-4-86166-044-3

●様々な側面からの研究が進む、ヴィクトリアン・アメリカの同時代一次史料

●少女・少年のために出版された多くの書物のなかから、教育書、作法書、学習ガイドなどを精選

● John Abbot, Harvey Newcomb, Lydia Sigourney, Louisa Tuthill など著名著作家、教育家の著作か

ら、子ども向け若者向けの教育書、啓蒙書の頒布を広く行った American Sunday School Union の
文献など

●作法書、逸話集から絵本、また散文や詩、また適宜挿入される挿絵の数々など、読み手の子どもたち

を意識した様々な語り口の文献を広く収録

●同著者、同団体による「少女」向けと「少年」向けの文献を併せて収録し、それらの対比が可能

●編者による解説（日本語・別冊）付

本書の特色

アメリカ 19 世紀の若者のための

コンダクト・ブック　【復刻集成】全６巻

A Collection of Conduct Books for Young Women and Men
in 19th Century America
編集・解説■野々村淑子（九州大学）

Series: Books for Children and Youth in 19th Century America II
2008 年 9 月刊行　A5 判・約 3,050pp　本体セット価￥128,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-045-0

●教育書、作法書、学習ガイドなどから 19 世紀アメリカの文化、歴史、

教育を読み解く文献集成

●子どものためのコンダクト・ブックを集めた第１集に続き、第２集

では 10 代を中心とした若者向けのガイド、教養書を集め復刻

●第１集同様、同著者による女性向けと男性向け文献を出来る限り並

列し、ジェンダー研究の視点からの対比も可能にする

本書の特色



75

アメリカ女性教育のパイオニア
－19世紀人物資料集成－　【復刻版】全７巻 +別冊日本語解説

Biographical Sources of the 19th Century Pioneers of
the American Women’s Education
監修・解説■坂本辰朗（創価大学教育学部教授） 

2005 年 12 月刊行　A5 判・約 3200 頁　本体セット価 ￥138,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-018-4

　18 世紀末から 19 世紀末までの約一世紀間、アメリカでの女性教育の草創期に活躍した

パイオニア達の自伝、あるいは彼女達の同僚や家族がまとめた人物伝や創立した教育機

関に関する文献をまとめる復刻集成です。

　創設者サラ・ピアースの日記をもとに編集されたリッチフィールド・スクールの年代記、

アメリカ最初の女子中・高等学校トロイ女子セミナリーを設立したエマ・ウィラードと

同校の 50 年の歴史、「最も古い女子大」とされるマウント・ホリヨーク・カレッジの設

立者メアリ・ライオンの同僚達が彼女の死の直後にまとめた伝記、「女性教職天職説」を

説いた思想家キャサリン・ビーチャーの教育運動との関わりを自ら回想した一著、エヴァ

ンストン・カレッジの学長やノースウェスターン大学の Dean of Women を務めた後、禁

酒運動の女性リーダーとしても活躍したフランセス・ウィラードの自伝、家政学を築き

上げたエレン・リチャードの活動をともにした多くの人物の証言をもとに編まれた伝記、

ウェルスリー・カレッジの学長やシカゴ大学の初代 Dean of Women を務めたアリス・パー

マーの夫が著した伝記などの文献を収録。Beecher, Catherine Esther

【収録文献】

VOL.1
[Sarah Pierce (1767-1852)] 
Vanderpoel, Emily Noyes, comp., Chronicles of a Pioneer 
School from 1792 to 1833, being the History of Miss, Sar-
ah Pierce and Her Litchfield School, Cambridge, Mass.
University Press, 1903, c542pp

VOL.2
[Sarah Pierce]
Vanderpoel, Emily Noyes, comp., More Chronicles of a 
Pioneer School from 1792 to 1833
NY., Cadmus Books, 1927, c442pp

VOL.3
[Emma Willard (1787-1870)]
Emma Willard and Her Pupils, or, Fifty Years of Troy Fe-
male Seminary: 1822-1872
New York: Mrs. R. Sage, 1898, Chapters I-XI only, c35pp

Beecher, Catherine Esther (1800-1878)
Educational Reminiscences and Suggestions
New York, J. B. Ford and Company, 1874, c281pp

VOL.4
 [Mary Lyon (1797-1849)]
Hitchcock, Edward, comp., The Power of Christian Be-
nevolence, Illustrated in the Life and Labors of Mary Lyon
New Ed., New York, American Tract Society, 1858, c376pp

VOL.5
Frances E. Willard (1839-1898)
Glimpses of Fifty Years: the Autobiography of an Ameri-
can Woman
Chicago: Woman’s Temperance Publication Association, 
1889, c720pp

VOL.6
[Ellen H. Richards (1842-1911)]
Caroline L. Hunt, The Life of Ellen H. Richards
Boston: Whitcomb & Barrows, 1912, c372pp

VOL.7
[Alice Freeman Palmer (1855-1902)]
George Herbert Palmer, The Life of Alice Freeman Palmer
Boston: Houghton Mifflin, 1908, c364pp

残部僅少
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アメリカ近代看護学の系譜　第２回　

アメリカ近代看護史資料集成　全４巻

Historical Sources of Modern Nursing in America
(ES Series: Primary Sources on History of Nursing and Public Health Series II)
2010 年 6 月刊行　約 2,090 頁（図版多数）　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN  978-4-86166-135-8

● 19 世紀末からのアメリカ近代看護の成立を支えた様々な文献を復刻する好評シリーズの続刊。

●初期の看護教科書や学術テキスト 12 点を復刻した第 1 回につづき、第２回では、1893 年に開催さ

れた病院・看護に関する初めての国際会議の記録、1918 年に組織されたアメリカ看護教育調査委

員会の報告書、1928 年に実施されたアメリカ看護学校評価委員会のアンケート結果から編集され

た統計・報告書の３点の復刻コレクション。

●多くの図表や写真も含み、19 世紀から 20 世紀初頭の看護職や看護教育の実態を知るための必須の

一次資料集成。

●看護史研究だけでなく、医学史、公衆衛生史、アメリカ女性史・社会史研究にも活用可能な貴重文献。

■収録文献案内■

第１・２巻：病院・看護国際会議（1893 年）会議録（２分冊で復刻）

Hospitals, Dispensaries, and Nursing, Papers and Discussions in the International Congress of Charities, Correction and 
Philanthropy, Section III, Chicago, June 12th to 17th, 1893, Edited by John S. Billings & Henry M. Hurd, c. 840pp [bound in two 
volumes] c.60 plates and folding plans of hospitals, Baltimore : Johns Hopkins Press, 1894.
1893 年のシカゴ万博時に開催された「世界慈善・矯正・博愛会議」の一部として 6 日間に亘り繰り広げられた、病院・看護に関
する初の国際会議の記録集です。フロレンス・ナイチンゲールも講演を行ったこの会議には、リンダ・リチャーズやイザベル・ハ
ンプトンなどアメリカの看護近代化の中心人物だけでなく、世界各地から参加した看護の実践家がそれぞれの地域の実状を報告、
その中には横浜の米国海軍病院やキリスト教宣教師による看護教育に関する発表なども含まれます。また、日本から参加した高木
兼寛が、自ら設立した Tokyo Charity Hospital ［有志共立東京病院（現東京慈恵医大病院）］についての報告も行っています。会議の
翌年に刊行された本書には、これら約 90 件の発表の全記録に病院の図面や写真など約 60 点が加えられ出版されたものです。アメ
リカのみならず、世界の近代看護史研究の最重要文献の一つです。

第３巻：アメリカ看護・保健教育研究委員会（1918-20 年）報告書

Nursing and Nursing Education in the United States, Report of The Committee for the Study of Nursing Education & Report of a 
Survey, Ed. C. C. A. Winslow, Mary Beard, Adelaide Nutting, et. al.c. 600 pp., New York : Macmillan, 1923.
1918 年にロックフェラー財団によりニューヨークで開催された、保健教育に関する会議が契機となり組織された保健・看護教育
委員会の報告書です。“Founder of Public Health” と称される C. E. A Winslow (Professor, Yale School of Medicine) を議長としたこの会
議には、世界初の看護学教授 M. Adelaide Nutting (Professor, Columbia University) など看護教育のリーダーをはじめ、医療従事者、
病院経営者、公衆衛生局の行政官など 50 名以上が参加、当時のアメリカでの保健教育の諸問題が議論されました。委員会ではさ
らにメンバーを拡大しこの問題の調査を継続、1920 年の第２回の会議では、大学院教育を含む看護教育のあらゆる側面がさらに
広く扱われました。本書はこの委員会の２年強の研究調査をまとめた報告書です。今日につながるアメリカでの看護教育の近代化
を伝える貴重な史料です。

第４巻 :アメリカ看護学校評価委員会調査（1926 年）による統計・報告書

Nurses, Patients, and Pocketbooks, Report of the Economics of Nursing Conducted by the Committee on the Grading of Nursing 
Schools, Edited by May Ayres Burgess. c. 635 pp. 61 diagrams & 70 statistical tables, New York: The Committee on the Grading of 
Nursing Schools, 1928
米国看護師協会 (American Nurses' Association)、全米看護教育連盟 (National League of Nursing Education)、全米保健師機構 (National 
Organization for Public Health Nursing)、アメリカ公衆衛生協会（American Public Health Association) などが母体となって 1926 年に組
織された、看護学校評価委員会（Committee on the Grading of Nursing Schools) が 18 カ月をかけ実施した、米国各地の看護師 59,000
名と医者 38,000 名への 18 件のアンケート調査をもとに編集された報告、統計書です。数値統計と同時に実際の回答文なども紹介
しており、この時代のアメリカの看護に関する貴重な情報源となっています。

本書の特色
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【復刻集成】　エレン・スワロウ・リチャーズ著作集
Collected Works of Ellen H. Swallow Richards  全５巻＋別冊解説
編集・解説（日本語）■住田和子（元北海道教育大学教授）

2007 年 10 月刊行　A5 判・約 2,300 頁　本体セット価￥118,000- （＋税）　ISBN 978-4-86166-048-1

■ Ellen H. Swallow Richards (1842-1911) ■
★環境教育、ヒューマン・エコロジーの提唱者

★「正常塩素量地図」を作成した水質検査のパイオニア

★公衆衛生学、食育活動・消費者運動の先駆者

★学問としてのホームエコノミクスを確立したアメリカ家政学会の初代会長

★ MIT 最初の女子学生、女性スタッフでアメリカ最初の女性職業化学者

★生活環境改善を研究する学問「ユーセニクス」（優境学）の創唱者

　レイチェル・カーソンに先駆けて環境問題に警鐘を鳴らしたエレン・リチャーズの初めての著作集成です。アメリカで最

初の女性職業化学者となった彼女は、水質検査基準を確立したパイオニアであり、同時に学校給食制度や家政学の成立に貢

献し、現代の家庭生活や都市生活のあらたな方向を示しました。彼女の多分野における研究・教育活動は、究極的には、人

為的環境をコントロールするためのものであり、それを彼女は、優生学に対して「優境学：ユーセニクス」と名付けたのです。

　リチャーズに関してはこれまでにも数多くの伝記、研究書が著されてきましたが、彼女自身の著書のほとんどは現在入手

できず、その教育思想、生活環境学の真髄に原著からせまることはできませんでした。今回初めてまとめられるこの著作集は、

リチャーズの単著のすべてと主要編著、シカゴ万博に彼女が食物科学教育として展示・企画した公共キッチン Rumford Kitchen
の展示パンフレット、単行本に収録されなかった重要雑誌論文、NEA（全米教育協会）での講演など、20 点以上の文献を初

版または決定版の復刻にて集成するものです。

◆収録内容◆

VOL. 1: (c.480 pp.)
First Lessons in Minerals, Boston: Press of Rockwell and Churchill, 1882, 32 pp.  
The Chemistry of Cooking and Cleaning, Boston: Whitcomb and Barrows, 1897, 166 pp. [1st ed. 1882]  
Food Materials and their Adulterations, Boston: Estes and Lauriat, 1886, 183 pp.   
Home Sanitation: a Manual for Housekeepers, Boston: Ticknor and Co., 1887, 80 pp. ［共編著］

“The Relation of College Women to Progress in Domestic Science”, A Paper presented to the Assoc. Collegiate Alumnae, c.1890, 10 pp. 
“Domestic Science, What it is and How to Study it at Home”, The Outlook, Vol. 55, No. 17, April 27, 1897, 3 pp. 

VOL. 2: (c.550 pp.)
The Cost of Living as Modified by Sanitary Science, 2nd enlarged ed., New York: John Wiley and Sons, 1901, 133 pp. [1st ed. 1899]
Plain Words about Food: the Rumford Kitchen Leaflets, Boston: Press of Rockwell and Churchill, 1899, 186 pp. ［編著 ] 　　　　　　　　　　

Air, Water, and Food: From a Sanitary Standpoint, New York: John Wiley and Sons, 1900, 226 pp.［共編著］

VOL. 3: (c. 337 pp.)
The Cost of Food: a Study in Dietaries, 3rd ed., New York: John Wiley & Sons, 1901, 160 pp. 
The Dietary Computer, New York: John Wiley and Sons, 1902, 54pp.
The Art of Right Living, Boston: Whitcomb and Barrows, 1904, 50pp.
The First Lessons in Food and Diet, Boston: Whitcomb and Barrows, 1904, 56pp.
“Ten Years of The Lake Placid Conference on Home Economics ; Its History and Aim”, Proceedings of the 10th Annual Conference, Lake Placid 
Conference on Home Economics, 1908, 7pp

VOL. 4: (c.410 pp.)
The Cost of Shelter, New York: John Wiley and Sons, 1905, 142 pp.
Sanitation in Daily Life, Boston: Whitcomb & Barrows, 1907, 93 pp.
Laboratory Notes on Industrial Water Analysis; a Survey Course for Engineers, New York: John Wiley and Sons, 1908, 52 pp.
The Cost of Cleanness, New York: John Wiley and Sons, 1908, 114 pp.
“Influence of Industrial Arts and Science upon Rural and City Home Life, National Education Association”, [Jnl. of Proceedings and Addresses of the 
47th Annual Meetings, NEA], 1909, 4 pp.

VOL. 5: (c.520 pp.)
Euthenics: the Science of Controllable Environment: a Plea for Better Living Conditions as a First Step toward Higher Human Efficiency, 2nd 
enlarged ed., Boston: Whitcomb & Barrows, 1910, 182 pp. 
Conservation by Sanitation: Air and Water Supply Disposal of Waste, New York: John Wiley and Sons, 1911, 317
“The Elevation of Applied Science to an Equal Rank with the So-Called Learned Professions”, Extract from Technology and Industrial Efficiency, 
McGraw-Hill, 1911, 6 pp. 
“Social Significance of Home Economics Movement”, The Journal of Home Economics, April 1911 9 pp.
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写真図説　イギリスの邸宅建築と庭園
【復刻版】全 10 巻・3 回配本　（別冊日本語解説付）

English Homes & Gardens, 10 volumes
【編著】H. Avray Tipping 
【監修・解説（日本語別冊）】近藤存志 (フェリス女学院大学）

全巻完結

好評既刊

◆第 1回◆

中世から初期チューダー様式　全3巻＋別冊解説

Part 1: Medieval and Early Tudor
2013 年 9 月刊行　A4 判・約 1,260 頁　本体セット価￥88,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-182-2

Vol. 1: Period I – Vol. 1: Norman and Plantagenet (1066-1485), 377pp.
Vol. 2: Period II – Vol. 1: Early Tudor (1485-1558), 456 pp.
Vol. 3: Period I & II – Vol. 2: Medieval and Early Tudor (1066-1558), 412 pp.

第 1 回は、中世から初期チューダー様式の 79 の邸宅を収録。各巻頭のティ

ピングによる詳細な序文に加え、別冊には監修者による日本語解説および

全シリーズ中の邸宅建築・庭園のリストと日本語紹介入り。

●英国の邸宅と庭園約 300 点の全貌を、建築物だけでなく、内装、

家具、庭などを含む 4,600 点近い写真・図版とともに紹介した、

英国建築史に関する最大級の資料。

● 1920 ～ 30 年に刊行された大型ヴィジュアル本シリーズ『イギ

リスの邸宅建築』全 9 巻に『イギリスの庭園』1 巻を加え、全

10 巻を復刻。（原本を 15％縮小。）

●ノルマン期から後期ジョージアン期まで様式ごとに編集され、

各時代に住居として使われた英国の歴史的建築物（城館邸宅、

マナー・ハウス、カントリー・ハウス等）と使用されていたイ

ンテリアや調度品も含め、多数の写真と建築図面などを収録。

すでに失われた建築物の写真も多く含む。

●ゴシック小説『オトラント城奇譚』ので知られるウォルポール

の邸宅で「ストロベリーヒルズ」、オースティンの小説『高慢と

偏見』の舞台「チャッツワース」、今日も英国首相の公式別荘として使われ政治・外交の舞台と

もなる「チェッカーズ」など、英国史、文学に登場する邸宅も含まれ、英国文化に関するすべて

の研究・教育に有用な資料。
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◆第 3回◆

初期・後期ジョージアン様式およびイギリスの庭園
全３巻

Part 3: Early and Late Georgian & English Gardens
2015 年 9 月刊行　A4 判・約 1,260 頁　本体セット価￥88,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-184-6

Vol. 8: Period V - Vol. 1: Early Georgian (1714-1760), 400 pp.
Vol. 9: Period VI - Vol. 1: Late Georgian (1760-1820), 413 pp.
Vol. 10: English Gardens, 441 pp. 

第 3 回はジョージアン様式の邸宅 45 点を収録する 2 巻に、英国の代表

的な庭園 52 点を掲載する 1 巻『イギリスの庭園』を含む。グランドツアー

などで学んだ、ヨーロッパ大陸やイタリア文化・芸術を吸収し成立して

いったジョージア期の芸術様式は、建築、家具、造園などの工芸美術で

顕著であり、多数の写真入りで解説した本配本はイギリス文化史の全容

の理解に特に貴重。

◆第 2回◆

後期チューダーから初期スチュアート様式　全4巻

Part 2: Late Tudor and Early Stuart
2014 年 7 月刊行　A4 判・約 1,260 頁　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-183-9

Vol. 4: Period III – Vol. 1: Late Tudor and Early Stuart (1558-1649), 498 pp.
Vol. 5: Period III – Vol. 2: Late Tudor and Early Stuart (1558-1649), 445 pp.
Vol. 6: Period IV – Vol. 1: Late Stuart (1649-1714), 470 pp.
Vol. 7: Period IV – Vol. 2: The Work of Sir John Vanbrugh and his School (1699-1736), 397 pp.

第 2 回は、英国各地で新たな邸宅建築が盛んに行われたエリザベス 1 世統治期、そしてジェームス治世期の所謂ジャ

コビアン様式に焦点を当てる 2 巻と、後期ルネッサンス建築を代表する建築家イニゴ・ジョーンズやジョン・ヴァ

ンブラとその流派らによる建築を収録する２巻の計４巻に 99 の建築作品を収録。
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ナショナル・トラスト創設関連文献復刻集成
オクタヴィア・ヒル、ロバート・ハンター、ハードウィック・ローンズリィ

8 文献・合本５巻＋和文解説

Foundations of the National Trust
– Lives and Works of Octavia Hill, Robert Hunter and H.D. Rawnsley –

【編集および日本語解説・英語序文】大石和欣（東京大学）・出島有紀子（桜美林大学）

2011 年 1 刊行　総約 2,795 頁　本体セット価 \128,000-（＋税）　ISBN: 978-4-905211-00-6

●英国最大の環境保護団体ナショナル・トラストの創立理念と歴史、背景の理解に欠かせない文献集
●環境社会学、環境政策、生命環境、景観学、公共福祉、建築デザイン・都市計画、地域再生、ツーリズ

ムなどの分野にも有益

　ナショナル・トラスト（正式名称：The National Trust for 
Places of Historic Interest or Natural Beauty）は、ヴィクトリア

時代末期の 1895 年、工業化が進み破壊の脅威にさらされる

英国の自然環境と歴史的景観を保護すべく設立され、景勝

地や歴史的な建造物や町並みの数々を国民財産として保護・

公開するその運動を通じ、現在では英国最大の環境保護団

体として、世界的に知られます。総計 892km の海岸線を含

む約 25 万ヘクタールの土地と 300 を越える歴史的財産をそ

の保護下に置くなど、環境・景観保護に大きな成果を挙げ

ています。

　本叢書は、社会改革者オクタヴィア・ヒル女史 ( 1838-1912 )、弁護士ロバート・ハンター卿 ( 1844-1913)、聖職者

ハードウィック・ローンズリィ師 ( 1851-1920 ) という、トラストの創立者たちが残した代表的な著作や書簡、およ

び各人の生涯を描いた伝記を集成する初の復刻コレクションです。

◆収録内容◆

VOL. 1: [Octavia Hill] (c. 635 pp.)　
Introduction for Vol. 1 & 2 by Yukiko Dejima 

Maurice, C. Edmund (ed).
Life of Octavia Hill as told in her Letters.
London: Macmillan & Co., 1913. xi, 591 pp. 10 pl.

VOL. 2: [Octavia Hill] (c. 465 pp.)
Hill, Octavia.
Our Common Land (And Other Short Essays).
London: Macmillan & Co,. 1877. vi, 206 pp. 

Maurice, Emily S. (ed).
Octavia Hill: Early Ideals from Letters.
London: G. Allen & Erwin, 1928. 239 pp. 

VOL. 3: [Robert Hunter] (c. 485 pp.)
Introduction for Vol. 3 by Kazuyoshi Oishi 

Hunter, Robert.
The Preservation of Open Spaces, and of Footpaths and Other 
Rights of Way: A Practical Treatise on the Law of the Subject.
London: Eyre and Spottiswoode, 1896. xxii, 424 pp. 

VOL. 4: [Hardwick Rawnsley] (c. 625 pp.)
Introduction for Vol. 4 & 5 by Kazuyoshi Oishi 

Rawnsley, Hardwick D.
Literary Association of the English Lakes, 
Vol. 1: Cumberland, Keswick, and Southey's Country.
Vol. 2: Westmoreland, Windermere, and the Haunts of Wordsworth.
Glasgow: James MacLehose and Sons, 1906. xiv, 245 pp. 15 pl. & 
viii, 260 pp. 17 pl. 

VOL. 5: [Hardwick Rawnsley]
Rawnsley, Hardwick D.
A Nation’s Heritage.
London: George Allen & Unwin Ltd., 1920. 160 pp. 8 pl.

Rawnsley, Hardwick D.
A Reminiscence of Wordsworth Day.
Cockermouth: Brash Bros., 1896. 88 pp., 4 pl.

Rawnsley, Eleanor F.
Canon Rawnsley. An Account of his Life.
Glasgow: Maclehose, Jackson & Co. 1923. x, 276 pp. 9 pl. 

＊別冊解説（大石和欣 ＆ 出島有紀子）

残部僅少
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Ｊ ・ Ｓ ・ ミル フランス日記
1820 年 5 月～ 1821 年 7 月 
関西学院大学図書館所蔵未公刊日記手稿

ファクシミリ・リプリントおよび翻刻・注釈

【編集・解説】井上琢智（関西学院大学元学長）

J. S. Mill’s Journal and Notebooks of a Year
in France, May 1820-July 1821: 
A Complete Edition with A Facsimile Reprint of the Rediscovered 
Notebook of John Stuart Mill
in Kwansei Gakuin University and Transcribed Text, Annotation and 
Comparative Studies

2014 年 1 月刊行　A4 判・総約 300 頁　本体価￥24,800-（＋税）　ISBN 978-4-86166-181-5

●英国を代表する思想家、経済学者である John Stuart Mill が青年期に留学し、1 年強を過ごしたフランスでの記録。

●ミルのフランス日記の原本はこれまで大英図書館とセント・アンドリュース大学所蔵の 2 種が知られ、これら

2 種のテキストは J.S. ミル全集 The Collected Works of John Stuart Mill 中に翻刻収録されているが、本書はこれ

らとは異なる関西学院大学図書館所蔵の第 3 番目の原本をファクシミリ復刻。

●合わせて、3 種すべての原本のテキストを忠実に活字化し収録、詳しい注釈と 3 種のテキスト間の比較研究を

加えている。

●『J. S. ミル評伝』（A. ペイン著）に「… 最も重要な記録は彼が 15 世の時のフランス旅行」と記されるように、ジェ

レミー・ベンサムの指導を受け、ジャン＝バプチティスト・セイらから薫陶を受けたフランスでの経験は、若

きミルの思想形成に最も重要な影響を与えたと言われている。

●今回の日記完全版の公刊により、このミルのフランス時代の全貌が初めて明かされる。

◆収録内容◆

1)	Introduction 
2)	Editorial Notes and Acknowledgements
3)	Facsimile Reproduction of the Notebook
       in Kwansei Gakuin University Library, 76 pp. 
4)	Transcribed Text of the Notebooks
       with Annotations, 220 pp.

▲ 手稿頁サンプル
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スピリチュアリズムと近代社会
～英米スピリチュアリスト文献集成　全４巻

Spiritualism and Anglo-American Society, 1840-1930
Edited and introduced by Patricia Pulham, Univ. of Portsmouth, Christine Ferguson, Univ. of Glasgow, Rosario Arias, Univ. 

of Málaga, Spain & Tatiana Kontou, Univ. of Sussex

2014 年 1 月刊行　約 1,600pp.　本体セット価￥98,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-177-8

近代科学や進化論の普及する 19 世紀英国の社会の一方で広がった、魂の不死を信じそれを証明しよ

うとするこの主義・思潮は、宗教家、思想家だけでなく作家、文学者から精神医学者、心理学者な

ど科学者をも巻き込んでゆきました。20 世紀にいたるまで社会の様々な側面に影響を与え続けたス

ピリチュアリズムは、英国文化研究の大きな主題の一つで、これまでにも資料集はいくつか編集され

ています。それら資料集の大部分が「スピリチュアリズムに関する」資料集であるのに対し、今回の

コレクションは 19 世紀～ 20 世紀初頭のスピリチュアリズムの実践家やその信奉者の著述を中心に

選択され、より直接的なヴィクトリア朝スピリチュアリズムへのアプローチを可能にするものです。

70点近い資料を「人間（人種と優生学）」、「文学」、「科学・技術」という３つの分野に大別し 3巻に

収録、さらにこの時代の反スピリチュアリストによる文献を 1 巻にまとめ加えます。各巻に編者の

解説が書き下ろされ、最終巻末には索引を備えています。

【収録内容】

Volume 1: Spiritualism: Health, Race, and Human Variation
Edited by Christine Ferguson

Volume 2: Spiritualism in Literature
Edited by Patricia Pulham

Part 1: Spiritualism in Poetry
Part 2: Spiritualism in the Novel
Part 3: Communing Spirits
Part 4: Seances and Clairvoyance
Part 5: Spirit Writings
Part 6: Hauntings

Volume 3: Spiritualism, Science and Technology
Edited by Rosario Arias

Part 1: Spiritualism and Science before Psychic Research
Part 2: Spiritualism, Science and Psychic Research
Part 3: Spiritualism, Science and Technology

Volume 4: Anti-Spiritualism
Edited by Tatiana Kontou

※収録文献の詳細は
http://www.aplink.co.jp/synapse/4-86166-177-8.html でご覧いただけます。
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ファン誌選集コレクション
６タイトル・合本３巻＋別冊日本語解説

FUN - A Collection of Books from the Victorian Weekly Magazine
[British Satirical Periodicals of the Nineteenth Century Series I]
監修・解説：新井潤美（上智大学）

2010 年 1 月刊行　本体セット価￥58,000-（＋税）　ISBN 978-4-86166-126-6
総頁数：約 1,050 頁（ほぼ全頁に図版入）/ サイズ：B5 判

『パンチ』のライバル誌『ファン』掲載の諷刺画、漫画、記事を精選した

６タイトルを復刻集成

● ‘Poor man’s Punch’ または ‘Funch’ と称され、ヴィクトリア朝の諷刺雑誌『パンチ』としのぎを削った『ファ

ン』誌の編集部が、雑誌の全盛期 1870-80 年に雑誌掲載のカリカチュア、漫画（カートゥーン）や諷刺記事

を選び出版した、精選集６点を復刻集成。

●『パンチ』より低所得者層を対象読者として１ペニーで販売された週刊誌で、よりリベラルな編集方針のも

と 1861 年より約 40 年間にわたり刊行が続き、特に今回復刻される諸選集が編まれた 70 年代には、発行部数

も２万部に上ったとされる。

●当初『パンチ』誌用の図版製作に携わっていた著名な彫版工ダルジエフ兄弟が 1870 年より出版者となり、トム・

フッドを編集長に、アンブローズ・ビアス、Ｇ・Ｒ・シムズなどの諷刺作家を執筆者に起用し、なかでもサヴォ

イ・オペラの作者Ｗ・Ｓ・ギルバートが本誌に深く関わったことが広く知られている。

●『ファン』誌を所蔵する図書館は極めて少なく、『パンチ』に比し今まで研究対象とされることは少なかったが、

今回は雑誌全盛期編まれた主要精選集を復刻し、そのエッセンスを研究・教育用に提供する。

●英国 19 世紀文化・社会史研究を初め、西洋漫画史の資料としても重要な文献。 

■収録明細■

VoluMe 1: c.490 pp.
Preface by Megumi  ARAI
The Essence of Fun with 250 Pictures, Selected and Arranged by Tom Hood
London: The “Fun” Office, 1872, c.255 pp.
The Cream of Fun with 250 Pictures, Selected and Arranged by Tom Hood
London: The “Fun” Office, 1873, c.220 pp.

VoluMe 2: c.250 pp.
The British Working Man by One who does not Believe in him and other 
Sketches, by J. F. Sullivan, Engraved by Dalziel Brothers
London: The “Fun” Office, 1878, c.115 pp.
The British Tradesman and Other Sketches including The Complete Builder, by J. F. Sullivan, Engraved by Dalziel Brothers
London: The “Fun” Office, 1880, c.120 pp.

VoluMe 3: c.300 pp.
One Hundred Cartoons from the Pages of Fun
London: The “Fun” Office, 1880, c.100 pp.
The Extract of Fun, A Cordial for Young and 
Old with Hundreds of Comic Illustrations
London: The “Fun” Office, [c.1800] c.200 pp. 

本書の特色
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ヴィクトリア朝セレブリティ大事典　全２巻

People of the Period, 
a Collection of the Biographies of Upwards of Six Thousands Living Celebrities
編集■ A. T. Camden Pratt

2005 年 9 月刊行　本体セット価 ￥78,000- ( ＋税 )　ISBN 978-4-901481-85-4　●底本 1897 年刊　B5 判 約 1,092 頁

● 19 世紀末にロンドンで刊行された Who’s Who
●ヴィクトリア期の著名人約 6000 人の人物情報

●今日の学術人物事典に収録されていない当時の有名人や、英国社会で名の知れた他国人も多数掲載

●同時代の大衆への知名度や評判を知るための最良の人物資料

クリストファー・ドレッサー 他 著

図版入り・復刻版

ヴィクトリア朝産業デザイン ･ 技術教育百科
全４巻

The Technical Educator: An Encyclopaedia of Technical Education
2003 年 10 月刊行　本体セット価 ￥98,000-（＋税）　ISBN 978-4-901481-71-7
■ 底本 Cassell, Peter & Galpin, 1870-73　B5 判・約 1700 頁（図版入り）

●ジャポニスムやモダン・デザインの中心人物ドレッサーらが執筆した百科

●豊富な図版はヴィクトリア朝時代の視覚的資料としても貴重

●詳細な索引でクロス・レファレンスが可能

本書の特色

本書の特色

復刻集成　19 世紀英国大衆文化と出版 ･ 印刷メディア
　　　　　－同時代新聞・雑誌記事集成－　全３巻

Popular Print Media 1820-1900
編集・解説■ Andrew King, University of Kent at Canterbury & John Plunkett, Exeter University, UK.

2004 年 5 月刊行　A5 判・約 1,700 頁 （図版入り）　本体セット価 ￥93,000- ( ＋税 )　ISBN 978-4-901481-77-9
※オンディマンド版

大衆文化の誕生したヴィクトリア朝時代の出版メディア・ジャーナリズム論集

●エジンバラ・レヴュー、ブラックウッズなどの高級誌・紙やペニーマガジンのような大衆紙や

マイナー雑誌にいたるまで、40 以上の定期刊行物から約 115 点の記事・論文を集成

●ハズリット、アーサー ･ シモンズ、サッカレー・ウィルキー ･ コリンズ、ハーティなど著名作

家の記述から匿名投稿記事まで幅広く網羅

本書の特色

残部僅少
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英国近代郵便の成立～ 19 世紀文献集成～

全８巻 + 別冊解説 

The Foundations of the Modern Post
-Office in Britain; A Collection of the Nineteenth Century Sources
編集・解説：新井潤美（上智大学）

2015 年 1 月刊行　A5 判・約 3,000 頁　 本体セット価￥138,000- (+ 税 )　ISBN 978-4-902454-87-1

17 世紀に始まった英国郵便（ロイヤル・メール）は、18 世紀後半には郵便馬車に

よる配達が始まり、郵便網も徐々に広がってゆきましたが、その近代化は 1830 年

代にローランド・ヒルが郵便改革をとなえ、全国一律の郵便料金と料金の前納制度

を確立、そして世界初の郵便切手（ペニー・ブラック）が創設されたことにより本

格的に始まります。鉄道網が発達する 19 世紀半ばには郵送手段も馬車から鉄道に

置き換えられ、街頭に郵便ポストが設置されたことなどもあり取扱い量が飛躍的に

増大します。その後郵便小包や郵便為替などサービスも多様化し、英国社会におけ

る情報、コミュニケーションや物流の、質、量、スピードのすべてに大きな変革を

もたらしました。

 　本文献集は、これまで資料がまとめられていなかった、この 19 世紀の英国郵便

近代化に関する同時代の主要著作 8 点を収録する復刻集です。英国郵便史の概説書

や、ローランド・ヒルを始め郵便近代化に関わった人物自身による著作を中心に、

ヴィクトリア期の英国郵便の実態をできる限り生き生きと伝えてくれる文献を集

め、一次史資料集として提供いたします。

 　郵便改革の影響はヴィクトリア期の人々の生活のすみずみにおよび、19 世紀英

国の社会経済や生活史の研究には不可避なテーマの一つとなっています。手紙が多

用される文学作品の研究でも、郵便の近代化が作り出した新たな社会環境は作品理

解のためにも重要な研究対象といえます。本文献集をどうぞ広くご利用ください。

【収録文献】

Vol. 1:
Joyce, Herbert
The History of the Post Office from its Establishment down
to 1836
London: Richard Bentley & Son, 1893, c.470 pp.

Vol. 2:
Norway, Arthur H.
History of the Post-Office Packet Service between the Years 
1793-1815
London: Macmillan & Co., 1895, c.325 pp.

Vol. 3:
Hill, Rowland
Post Office Reform: Its Importance and Practicability
London: Charles Knight, 1837, c.115 pp.

Smyth, Eleanor C.
Sir Rowland Hill: The Story of a Great Reform, Told by His 
Daughter
London: T. Fisher Unwin, 1907, c.340 pp.

Vol. 4:
Lewins, William
Her Majesty's Mails: History of the Post-Office and
an Industrial Account of its Present Condition, 2nd ed.
London: Sampson Low, Marston & Co. 1865, c.355 pp.

Vol. 5:
Hyde, James Wilson
The Royal Mail: Its Curiosities and Romance, 2nd ed.
Edinburgh & London: William Blackwood, 1885, c.405 pp.

Vol. 6:
Tombs, R. C., 
The Bristol Royal Mail, Post, Telegraph and Telephone
Bristol: J. W. Arrowsmith, nd. [c.1899], c.295 pp.

Vol. 7 & 8
Baines, F. E., 
Forty Years at the Post-Office, A Personal Narrative,
Volume 1 & 2
London: Richard Bentley & Son, 1895, c.700 pp.
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ストライプ版　ロンドン地誌　全３巻

Strype’s Survey of London (1720)  【復刻版　底本 1720 年刊 + 別冊解題】

監修・解題■井石哲也（活水女子大学）

2008 年 2 月刊行　本体セット価￥98,000- （＋税）　ISBN 978-4-902454-38-3
Ｂ４判（上製）・約 1,850 頁（図版多数・折込地図 70 点）

●ストウ著『ロンドン地誌』の約一世紀後に全面的に増補改訂され、70 枚におよぶ図版・地図と

ともに刊行された幻のロンドン百科

● 17-18 世紀のロンドンに関するレファレンスの決定版

●フォリオ版を折込地図を含め原寸大に復刻、原著の迫力をそのまま再現

■原題■

A Survey of the Cities of London and Westminster: containing the Original, Antiquity, Increase, 
Modern Estate and Government of those Cities...now lastly Corrected,
By John STOW, Improved and very much Enlarged by John STRYPE
In Six Books + Appendix+Index + 70 engraved maps and plates
[Bound in Three Volumes for this Facsimile Reprint]
London: printed for A. Churchill, J. Knapton, R. Knaplock... 1720  

■各巻内容■

VOLuME I: [c.660 pp.]
New Preface by Tetsuya Iseki, Kwassui Women’s College, Nagasaki
Preface by John Strype / Stow’s Epistle Dedicatory / The Life of John Stow / A Catalogue of Authors, Records and Manuscripts / 
A List of Subscribers Names
The First Book (c.370 pp.): General Description of the City of London, and Some Account of the Citizens
The Second Book (c.290 pp.): Particular Inspection into the Thirteen Wards on the East Side of Walbrooke

VOLuME II: [c. 410 pp.]
The Third Book (c. 290 pp.): Inspection into the Twelve Wards on the West Side of Walbrooke
The Fourth Book (c.120 pp.): Inspection into the Ward of the Borough of Southwark, as also into the Suburbs of the City, and the 
Liberty of the Dutchy of Lancaster

VOLuME III: [c.750 pp.]
The Fifth Book (c.460 pp.): Account of the Government of the City
The Sixth Book (c.95 pp.): Account of Westminster
Appendix (c.170 pp.)
Index (c.25 pp.) 

本書の特色

残部僅少
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マルサス人口論の源泉
－ 17-18 世紀文献復刻集成－　全６巻＋別冊
Conceptual Origins of Malthus’s ‘Essay on Population’

【編集・解説】柳田芳伸（長崎県立大学教授）　2006 年 7 月刊行　本体セット￥118,000- （+ 税）　ISBN 978-4-902454-14-7

●マルサスが『人口論』執筆の際、着想の源とした書物から、特に稀覯な諸著作を精選して収録

●近年の人口政策問題の視点からも、活発に議論されるマルサス人口論の成立過程および史的背

景の解読に不可欠な文献集成

【収録内容】

第１巻■ヘール『人類の原始的起源』

Mathew Hale, The Primitive Origination of Mankind, considered 
& examined according to the Light of Nature (1677) c.380pp.

第２巻■

アーサー・ヤング『北部旅行記』『東部旅行記』より（抜粋）

Arthur Young,	A Six Month’s Tour through the North of England 
(1770), Letter IV, XVI. 268 pp. 
The Farmer’s Tour through the East of England (1771), Letter 
IV. 67pp. 

同『平易に述べられた食料不足問題と求済案』

The Question of scarcity plainly stated and remedies considered 
(1800), c.100 pp.

第３-５巻■タウンゼント『スペイン旅行記』

Joseph Townsend, A Journey through Spain in the years 1786 
and 1787 (1792), in 3 vols. vii,402 pp., iv,414 pp.,iv,356 pp.

第６巻■

ブルクナー『動物組織の理論』

John Brückner, A Philosophical Survey of the Animal Creation 
(1768), xxiv.,166pp.(Translation from French)

アンダーソン

『英国における現下の食料不足をもたらした諸事情の洞察』

James Anderson, A Calm Investigation of the Circumstances that 
have led to the Present Scarcity of Grain in Britain (1801), c.94 pp.

ブース『牧師 T.R. マルサスへの書簡』

David Booth, A  Letter to the Rev. T.R. Malthus, ...being an an-
swer to the criticism, on Mr. Godwin’s work on population, which 
was inserted in the LXXth number of the Edinburgh review: to 
which is added an examination of the censuses of Great Britain 
and Ireland.(1823), iv,124 pp.

最盛期のヴィクトリア時代英国と黎明期の明治日本を結んだ歴史的エンサイクロペディア

チェンバーズ編

インフォメーション・フォー・ザ・ピープル
全２巻＋別冊

Chambers’s Information for the People,
Edited by William and Robert Chambers
監修・解説■桃山学院大学教授　松永俊男

2005 年 9 月刊行　本体セット価 ￥78,000-（＋税）　ISBN 978-4-902454-13-0
底本 ■Fifth Edition, 1874. W. & R. Chambers, Edinburgh., B5 判・約 1,650 頁

文部省訳 『百科全書』 の英文原書、

初の復刻が実現！

●雑誌「エジンバラジャーナル」や『英国歳時記 (Book of Days)』等で名高

いヴィクトリア朝期の出版人チェンバーズ兄弟が、すべての階級の人々に

向けて執筆・出版し大成功した啓蒙書

● 明治初期日本の西洋文化移入に大きな役割を担った、文部省訳『百科全書』

の原書（初の復刻）

●「歴史」「思想」「教育」「経済」「政治」「文学」「自然」などすべての分野

にわたる「知の宝庫」

残部僅少
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アメリカ近代広告の成立
【復刻版】　全６巻

Library of Advertising
Compiled and edited by Axel Petrus Johnson, Advertising Manager, The Chicago Record-Herald
2009 年 6 月刊行　本体セット価￥118,000-（＋税）　ISBN: 978-4-86166-122-8

全 2,139 頁 （図版カラー 2 点＋白黒多数）　　■ 底本 1913 年刊第 2 版 （Chicago:Chicago University of Commerce）

　アメリカの広告業は 19 世紀前半より新聞広告を中心に始まり、1840 年代には初めての広告代

理店がフィラデルフィアで開業、1860 年初頭に既に 20 以上の代理店がニューヨークだけでも存

在したと言われています。19 世紀後半には、ハーパーズ、ヴァニティー・フェア、レイディーズ・

ホーム・ジャーナルなどの雑誌が次々と創刊され、全米市場に流通するこれらの媒体を得た広告

業も飛躍的にも発展します。一方、大衆・消費文化の隆盛とともに、デパートなど小売業者も広

告を重視し、シアーズ社や米国近代広告の父と称されるワナメイカー社主ジョン・ワナメイカー

などが、新聞の全面広告やダイレクト・メイルを積極的に利用し、事業を拡大します。

　20 世紀になると 1906 年にニューヨークで第１回広告展が開催され、広告の時代 “The Age of 
Advertising” が幕を開けます。この頃になると、広告を科学的に分析する運動も始まり、1908 年

には今日も読まれる Truman A. DeWeese 著 The Principles of Practical Publicity が発刊、 1917 年に

は The American Association of Advertising Agencies が結成されます。

　このように広告の近代理論が盛んに論じられ始めた 1910 年初頭に編集されたのが、今回復刻

の Library of Advertising です。広告活動の拡充を図る実業者や、これから広告業を目指す学生を

主たる読者として企画された本書は、前述 Truman A. DeWeese をはじめ 60 名以上の専門家がそ

れぞれの項目を執筆、広告の基本的理論から新聞、雑誌などの媒体の特徴、市場、商品毎の手法、

メイル・オーダー、トレード・マーク、ショウ・ウィンドウのディスプレイ、映画などの利用、

米国在住の外国人への広告、日本やアジア諸国への広告等々、理論から実践まであらゆる側面が

全 6 巻に扱われています。執筆者の大半は、広告代理店、新聞・出版社の広告営業、デパート、

小売業、製造業などの広告担当者で、広告図案や写真などの図版も大量に用い、この時代の広告

を極めて具体的に論じています。

　広告・メディア史、商業史、経営史の研究だけでなく、アメリカ大衆、消費文化史の資料とし

ても利用価値の高い文献です。

CONTENTS

Volume 1: [340pp.]
Fundamental Principles / Advertising Mediums
Introduction, by A. P. Johnson,

Volume 2: [405pp.]
Methods of Appeal / Outdoor, Street Car and Miscellaneous Advertising / Medium and 
Publications (continued) / Type

Volume 3: [361pp.]
Department Store and Retail Advertising

Volume 4: [293pp.]
Show Window Display and Specialty Advertising

Volume 5: [384pp.]
Advertising Different Lines of Business

Volume 6: [332pp.]
Selling Advertising and Advertised Goods / Selling and Advertising American Goods in 
Foreign Countries
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ミンストレルショーと音楽
―アメリカ初期資料集成―

【復刻集成】全 4 巻＋別冊日本語解説　

Minstrel Shows and Songs, 
An Archival Collection of Early American Books and Documents
編集・解説：ウェルズ恵子（立命館大学文学部教授）

2019 年 12 月刊行　B6 & B5 判・全約 1,600 頁　ISBN: 978-4-905211-12-9　本体セット価 118,000 円（＋税）　※80 部限定出版

●収録文献●

Volume 1 : Songbooks Part I（B6 判・約 450 頁）

Introduction
Christy’s Plantation Melodies, Book No. 1-4. Philadelphia, New York, Boston, Baltimore: Fisher and Brother, 1854, 284p
Christy’s New Songster and Black Joker. New York: Dick & Fitzgerald, 1863, 79pp
Christy’s Bones and Banjo Melodist. New York: Dick & Fitzgerald, 1867, 76pp.

Volume 2 : Songbooks Part II（B6 判・約 430 頁）   
Christy’s and White’s Ethiopian Melodies. Philadelphia: T. B. Peterson & Bros., [1854?]

1. Christy and Wood’s New Song Book, 95pp.	/	2. White’s New Illustrated Melodeon Song Book, 82pp. / 3. White’s New Book of Plan-
tation Melodies, 79pp. / 4. White’s New Ethiopean Song Book, 84pp. / 5. Whites’s Serenaders’ Song Book, 84pp.

Volume 3 : Manual & Guide Books（B5 判・約 500 頁）  
Dumont, Frank. The Witmark Amateur Minstrel Guide and Burnt Cork Encyclopedia. Chicago & London: M. Witmark & Sons, 1899, 

176pp.
Powell, Herbert P.. The World’s Best Book of Minstrelsy, Philadelphia: The Penn Publishing Co., 1926, 319pp.

Volume 4 : history and Sheet Music（B5 判・約 350 頁）

Paskman, Dailey & Sigmund Spaeth. “Gentlemen, Be Seated!”: A Parade of the Old-Time Minstrels. New York: Doubleday, Doran & Com-
pany, 1928, 313pp.

Old Dan Emmit’s Original Banjo Melodies. “My Old Aunt Sally” & “O Lud Gals Me etc.” Boston: Chas. H. Keith, 1843, 6pp. [Sheet 
Music]

Virginia Minstrels: The Celebrated Negro Melodies. “Ole Dan Tucker.” Boston: Geo. P. Reed, 1843, 4pp. [Sheet Music]
Virginia Minstrels: “Jim Crack Corn.” Baltimore: F. D. Benteen, 1846, 3pp. [Sheet Music]
Virginia Minstrels. Playbills [Broadside]

●音楽、寸劇、舞踊を交えた娯楽で、黒塗りの白人が演じ、19 世

紀アメリカ合衆国の芸能と大衆文化、その後のステレオタイプ

な黒人像に大きな影響を与えた初期ミンストレルショーに関す

る初の一次文献集。

●アメリカが急速な変化を迫られていた時代に誕生、大流行し、

以後、ポピュラー音楽や映画などに影響を与えたこの芸能が、

どのように成立し、後世への方向性を定めていったのかを検証

する。

●「ディキシー」の作者であるダン・エメット (1815-1904) らが

創設した初期の人気劇団バージニア・ミンストレルズの楽譜、絶

頂期を代表する劇団で作詞作曲家スティーブン・フォスターを世

に出したクリスティーズ・ミンストレルズのソングブックに加え、

当時のアマチュア劇団のマニュアル、初期の歴史解説書を多数の

図版も含め収録。


